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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その少年と少女は抱だき合い、うずくまる。

　彼らの顔は驚きよう愕がくと悲しみに歪ゆがんでいた。

　少年と少女が見知った林の中の泉。村の傍そばにあるその場所は、時に彼らも野草を摘つみに訪おとずれる場所だった。

　木々に囲まれた広場には鮮あざやかな緑が萌もえ、小さな花が咲さきほこり、透とう明めいな水を湛たたえた泉が陽光に煌きらめいている。そんな場所だった。

　だが、今は違ちがう。

　星の明かりに照らされた薄うす暗ぐらい泉の周りにいくつもの柱が並んでいた。

　何十も立ち並ぶ柱は全すべて人の形をしていた。

　それは人間を槍やりや杭くいで串くし刺ざしにして並べたものだった。

　少年も少女もその中心に立つ槍で貫つらぬかれた女から目を離はなせなかった。

　桃もも色いろの髪かみの女性はだらしなく手足を垂らし、見開いたままの目でぼんやりと虚こ空くうを見ている。その顔は苦痛のままに固まり、唇くちびるの端はしからはまだ凝ぎよう固こしてもいない血が滴したたっていた。

「お母さん……」

　少年の口から震ふるえた声が漏もれる。

「……っ、っ!!」

　少年が抱いだく小こ柄がらな少女の喉のどから意味を成さない吐と息いきだけが漏れる。

　女性と同じ桃色の髪をした彼女の頰ほおを涙なみだが伝い、流れ落ちていく。

　少女はまだ何か声を出そうとするが、やはりただ息だけがこぼれた。苦しげに喉を搔かくが、それでも音は出ない。

「お姉ちゃん……？」

　少年が腕うでの中の少女の異変に気づく。

　その時、人の柱の中で草を踏ふむ足音がした。

　少年と少女がそちらに目を向ける。

　そこに佇たたずむ者は星の光に煌きらめく黄金の甲かつ冑ちゆうで身を包んだ老人だった。

　片目を眼帯で覆おおい隠かくした老人は手に一本の槍を携たずさえる。槍の柄えにも穂ほ先さきにも、魔法文字ルーンがくまなく刻まれ、神秘的な燐りん光こうを宿していた。

「オーディン。神々の王」

　少年たちの傍で一人の青年が呟つぶやく。

　青年は赤い色をまとう。つばの広い帽ぼう子し、裾すその長い外がい套とう。その全てが赤かった。

　赤い青年が少年たちをかばうように前へ出る。

　隻せき眼がんの神の周囲、木々の狭はざ間ま、人の柱の中で刃やいばをぎらつかせた戦士たちが蠢うごめく。

　夜空には武装した乙女おとめたちが背せから伸のばした翼つばさをはためかせていた。

「させられないな。これ以上は」

　赤い青年は隻眼の神に対して、剣けんを抜ぬく。その刃は収まるはずもない外套の袖そでの中から引き抜かれた。

「僕の……虚きよ幻げんにかけて」

　悲ひ壮そうとも言える決意を瞳ひとみに湛えながらも、唇には笑えみを浮うかべて赤い青年は言った。







　神ラ々グのナ黄ロ昏ク。

　神界アースガルズに住まい、人界ミズガルズを統すべる神々は滅ほろびを迎むかえる運命にあった。

　光の神、バルドルの死が彼らの行く末に暗い影かげを落とす。

　神々が虐しいたげた邪じや神しんとその末まつ裔えい、太古よりの仇きゆう敵てきである霜の巨人ヨトウンたち、炎の国ムスペルヘイムの巨きよ人じん、そして、死の国ヘルヘイムの女王ヘルが放った死者の軍勢が押し寄せる。

　神界の門番たるヘイムダルは邪神ロキと相打ち、司法と戦いくさの神テュールは魔ま狼ろうガルムに喉のど笛ぶえを嚙かみ破られて死んだ。

　豊ほう穣じようの神フレイは、炎の巨人ムスツペルの長おさスルトに殺され、最強の雷らい神じんたるトールは世界蛇じやヨルムンガンドを打ち殺すも、その毒で九歩退いた後に倒たおれた。

　そして、隻眼の主神オーディンは巨狼フェンリルに吞のまれ、世界はスルトの手で焼やき払はらわれ、海の底へと沈しずんでいく。

　神々は死に絶え、世界は一度滅びる。

　そのはずだった。







　これは滅びを越こえ、歪ゆがみ、それでもなお続く神話。
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　世界が白く煙けむる。

　身を切り裂さくような凍いてつく吹雪ふぶきが氷と雪の世界に吹ふきすさぶ。

　視界を奪うばう白の嵐あらしの中でも、巨きよ木ぼくが雪原に影を落とすのが見える。

　その枝を空を渡わたる橋のように掲かかげるのは、九つの世界全てを繫つなぐ世界樹ユグドラシルだった。

　風と雪が唸うなり荒あれ狂くるう中に赤い色が滲にじむ。

　雪の峡きよう谷こく、白と灰に染め上げられた断だん崖がいに挟はさまれたその場所に立つのは、目に染しみるほどに赤い派手な服を着た少年だった。つば広の帽子も分厚い外套も、その全てが赤い。

　徹てつ底ていして赤い上着の下には、やけにたくさんのポケットがついた服を着ていた。腰こしにはいくつもの鞄かばんを吊つるし、ポケットを含ふくめて、そのいずれもが何かを詰つめ込んで膨ふくらんでいる。

　外套の下の身体からだは細く、そのわりに背が高いのでひょろっとした印象も受ける。

　赤い少年の傍かたわら、彼の外套の裾を握にぎって立つ少女がいた。

　少年と比べて、彼女はかなり小柄だった。小さな身体に厚手の防寒着を着込んでいるので、どこかモコモコした印象を受ける。

　その顔つきは幼く十代前半に見えた。少年と並ぶと、小さな身体のせいでさらに幼い印象すら受ける。左右で団子に結ゆった桃色の髪がやけに愛らしい。

「リンデお姉ちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？　寒いよね」

　赤い少年が小さな少女に問う。

　リンデと呼ばれた少女は寒さを堪こらえるように唇をぎゅっと結びつつ、ブルブルと首を横に振ふった。

　それから、彼女はその緑の瞳に不安げな感情を滲ませて少年を見上げ、何か言いたげに外套の裾を引っ張った。

「え？　何？　『クラウスのほうこそ寒くないの？　大丈夫？』って？　さすがはお姉ちゃん、自分のことよりも、俺のことを心配してくれるなんて、感激だよ」

　にこりと笑うと、彼はブルリと震えた。唇は青白く、顔色も明らかに悪い。赤い帽子には雪が思いきり積もっていた。

「実はね……。そうとう寒いんだよ。なんせ、この外套、頑がん丈じようなんだけど、防寒性に欠けるにもほどがあるんだ。ウーリめ……」

　赤い少年──クラウスの歯はガチガチと鳴っていた。

「まずいな……。手足の感覚がなくなってきた気がする。鼻水まで凍こおってる」

「……！」

　外套から手を離したリンデが小さな手でバシバシとクラウスの背中を叩たたき、何かを必死に訴うつたえる。

　対して、クラウスは照れた表情を浮かべる。

「いやー。お姉ちゃんがこんなに心配してくれるなんて。いやー。ふふふ」

　リンデはより激しくクラウスを叩き、さらには自分の防寒着の前を開けると、クラウスを包み込もうとするが身長が足りなくて、脚あしぐらいしか包めない。あげく、自分が震える。

「ダメだ、お姉ちゃん。それじゃ、お姉ちゃんが凍こごえるじゃないか。いけないっ！」

　言いつつも、クラウスの表情はまんざらでもない。

「いつもながら気持ち悪いんだよ！　お前らの姉弟きようだい愛」

　風の唸りに混じり、彼らの後ろから露ろ骨こつに呆あきれた声がした。

　クラウスが振り向けば、そこには槍やりや剣、斧おの、弓で武装した一団がいる。彼らは一様に分厚い毛皮で作られた防寒用の頭ず巾きんや外套で身を包んでいた。

　凍とう傷しよう防止のためか金属の鎧よろいこそ身に着けていないが、その身体つきや使い込まれた武器や盾たては彼らが熟練の戦士であることを示している。

　その数は百を下らない。

　彼らを率いていることが一目でわかる壮そう年ねんの戦士がクラウスとリンデを見て、苦く笑しようしていた。

　見られていることに気づいたリンデは恥はずかしげにうつむき、クラウスの外套の陰かげに隠れる。

「ブルーノ。俺がかわいいお姉ちゃんのことを好き過ぎる事実はともかく、お姉ちゃんのことを悪く言うとひどいことをするぞ」

　クラウスが露骨に顔をしかめる。

「自覚があったのかよ。俺もてめえは気持ち悪いと思うが、可か憐れんな妹さんにはそんなことは言わねえよ」

「どう見てもお姉ちゃんだろうが！」

　いきなりリンデを抱き上げるとクラウスは声を荒あらげた。

　わきの下をつかんで高く抱だき上げられたリンデは手足をバタバタしてもがくが、クラウスは微び動どうだにしない。むしろ、誇ほこらしげに彼女を掲げる。

「ほうら、お姉ちゃんだろ」

「何が『ほうら』かわかんねえが、下ろしてやれよ。雪積もってるだろうがよ」

「お姉ちゃんには高いところがよく似合う。かわいい。この動き、かわいい……」

　バタつくリンデを見て、クラウスはうっとりとした声を漏もらす。

「かわいいだろ！　見ろよ、ブルーノ！　かわいいだろ！」

「かわいいお姉ちゃん、さっきから涙なみだ目めになってるだろうがよ。あと、てめえの声真似まね、リンデちゃんの声聞いたことがないから似てるのか似てないのかはわからないけど、かわいい声出し過ぎてて、本当に気持ち悪いな」

「お姉ちゃんのかわいい声を再現するための七難八苦。興味津しん々しんか？」

「いや、いい」

「それは残念。だけど、それよりもだ」

　クラウスは緩ゆるんでいた表情を正すと、リンデを雪の上に下ろした。

　解放された彼女は小さな手でバシバシとクラウスの腰のあたりを叩く。

　そのたびに顔が緩みそうになるのを、クラウスは努めて耐たえた。

「ブルーノ。それに他ほかの戦士たち。本当にいいのか？　俺が言うのもなんだけど、勝てる保証なんてない」

　居並ぶ戦士たちを一いち瞥べつし、クラウスは言った。

「かまわねえよ。今さら、俺たちに迷いなんてねえ」

　ブルーノは言い切る。

「神々の魔法でも、魔法の道具、呪アわンれドしヴ黄ア金リとも違ちがう。だが、俺たちが作り上げたもの。人間が持つ最強の力。そいつを浴びせてやらなければ、俺たちは屈くつ辱じよくを晴らすことができねえんだ」

　ブルーノは奥歯を嚙みしめる。その瞳ひとみの奥には明らかな憎にくしみが燃えていた。

「奴やつらに虐げられ、弄もてあそばれた、その怒いかりをここに……。それはてめえの目的とも合がつ致ちするはずだ。だから、俺たちは手を結んだんだろうが」

　押し黙だまったクラウスの袖そでをリンデが引っ張る。

　クラウスがそちらを見ると、彼女はどこか悲しげな目で見上げていた。

「『わたしのためにゴメンなさい……。わたしがいなければ……ううん。わたしなんて置いて、クラウスは一人で生きてもいいのに』って？　何を言うんだ、お姉ちゃん。俺が生きる理由なんて、お姉ちゃんと一いつ緒しよにいること。それしかないんだ」

「毎度のことだが、意思疎そ通つうできてるんだな……」

「もちろんだ。それが俺とお姉ちゃんの絆きずななんだ。さらにお姉ちゃんはこうも言ってる。『わたし、クラウスの実の姉でよかったわ。だって、クラウスが好き過ぎて、血の繫がりがなければとんでもないことをしちゃうのは間ま違ちがいないもの！　ダ、ダメよ……！』」

　リンデは激しく首を横に振ると、真っ赤な顔をしてクラウスを蹴けっていた。脛すねのあたりを靴くつの固い部分で的確かつ重点的に。

「ふふふ。お姉ちゃん。ふふ……いたっ!?　痛い！　いや、これもお姉ちゃんのかわいらしさかと思うと……なるほど！　痛いっ！」

「本当に意思疎通できてるのかよ、お前ら」

　ため息をつくと、ブルーノはこめかみを揉もむ。

「クラウス。てめえは確かに頼たよりになるし、何度も助けられたから信しん頼らいはしてるんだが、いかんせん姉ちゃんが好き過ぎなのがな……」

「ふざけるな。倫りん理り観はきっちりしているほうだ。確かにお姉ちゃんはかわいいけど、俺は弟として……」

　言いかけたところで、クラウスは言葉を止めた。

　その目が空を睨にらむ。

　姉を背にかばうように立つクラウスと共に、ブルーノも同じ一点を見つめる。

　吹雪が荒れ狂う空に鳥がいる。

　だが、大きく翼つばさを広げたそれは武装していた。雪が渦うず巻まく曇どん天てんの空、世界樹ユグドラシルの枝を背に、白い翼が羽ばたき、剣けんや槍の刃やいばが鈍にぶく光る。

　そこにいるのは翼を持ち、武具を手にした乙女おとめたちの一団だった。

　十名の乙女は麗うるわしい容姿にはそぐわぬ武器を携たずさえ、美しい鎧で武装し、その背せから伸のびる翼で吹雪の空を叩き、空を舞まう。

「来やがったな！　戦乙女ヴアルキユリアどもが！」

　峡谷の上空に舞う乙女たちを睨み、ブルーノは彼女たちの名を口にした。

「戦乙女ユーディット。神の犬。久しぶりだな」

　クラウスは戦乙女たちの先頭を舞う金色の髪かみの乙女を睨んで言った。

　上空で静止した彼女は秀しゆう麗れいな眉まゆを忌いま々いましげに歪ゆがめて、眼下の赤い少年を見下ろす。

「クラウス……。それに人間たち。ようやく追い詰めましたわよ」

　彼女は滲み出る嫌けん悪お感かんを隠かくさない。

「群れを成して歯向かうとは愚おろかなことを……。だから、このような場所まで……氷の国ニヴルヘイムなどに逃にげ込むことになるのですわ」

　戦乙女ユーディットは腰こしの剣を抜ぬき放つ。

　雲で覆おおわれた暗い空の下でなお、彼女の剣は美しく輝かがやく。

「投降なさい。クラウス。それに、彼に誑たぶらかされた愚かな人間たち」

　煌きらめく剣を突つきつけ、彼女は告げる。

「姉と共に投降しなさい。そうすれば、クラウス。あなたの命は奪うばわぬことを約束しますわ」

　その言葉にクラウスの眉がかすかに動いた。表情が消える。

「他の人間たちも。愚かな真似をやめるなら、わたくしはあなた方を許しましょう」

「何故なぜなら」と、ユーディットは続ける。

「わたくしは戦乙女。その任のひとつは勇ゆう敢かんな戦士、英えい雄ゆうの魂たましいを我が主のもとへとお連れすること。しかし、ここにいるあなたたちは英雄でも戦士でもない。神に牙きば剝むくただの愚ぐ者しや。わたくしにとって命を奪う価値すらない者たちなのですから」

「クソアマが……」と、ブルーノが毒づき、腰の剣に手をかけようとした。

　クラウスはそれを手で制し、背後の戦士たちを見る。

　ブルーノが、そして、戦士たちが無言のまま頷うなずいた。

「戦乙女たち」

　クラウスは呼びかける。

　表情を消していたその顔に嘲ちよう笑しようが浮うかぶ。ただ、その目は欠片かけらも笑ってはいなかった。

「俺は……俺たちは戦う。お前たちと戦って命を落とすことも恐おそれない。戦乙女ども！　その翼をもいで地に落とし、切り刻む！　それを貴様らが仕える神どもの聖所に備えてやろうじゃないか！」

「不敬ですわよ!!」

　ユーディットが怒ど気きを露あらわにし、吹雪ふぶきに金の髪が逆巻く。

「ならば、その愚かさを悔くいながら、無価値な魂として、死の国ヘルヘイムへ旅立つがよいでしょう！」

　ユーディットが宙に剣を投げる。

　同時に彼女は驚おどろくほどの速さで、背負っていた弓を構えると同時に矢を射た。

　他の戦乙女たちも間かん髪はつをいれず矢を放つ。

「やばい！　散開だ！」

　ブルーノが声を上げ、地上の戦士たちが盾を構えて散ろうとした。

　だがそれよりも速く到とう達たつした矢の一いち撃げきは、矢が当たった盾を軽々打ち砕くだき、貫かん通つうし、身を隠していた人間の身体からだを炸さく裂れつさせて、雪原に赤黒い花を咲さかせる。

　さらに速射される矢が戦士たちを襲おそい、吹雪の渓けい谷こくに悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたった。

「ユーディット！」

　姉を抱かかえて、降り注ぐ矢の中を走りながら、クラウスは叫んだ。

「英雄を導く戦乙女が聞いて呆あきれる！　剣と剣で切り結ぶ度胸もないのか！」

「愚かな！」

　ユーディットの翼が大きく羽ばたく。

　落下してきた剣を摑つかみ取ると、彼女は一気に降下する。

　彼女と共に他の戦乙女たちも剣や槍を手にして、眼下の戦士たちへと襲いかかった。

「これまで散々逃げ回っていたあなたがよくも言えたものですわね！」

「言うよ。俺も男だからね。お姉ちゃんの前でかっこ悪い真似はできない」

　低空を滑すべるように飛ひ翔しようして迫せまるユーディットに対して、クラウスは腰に提さげていた武器に手を添そえた。それは一ひと振ふりの刀だ。

「炎の国ムスペルヘイムで鍛きたえられた業物。真なる炎で打たれた刃は神の鎧をも斬きり裂さくだろう！」

「ならば、その刃、わたくしに届かせることですわね！」

　ユーディットが徐じよ々じよに近づいて来る。

　クラウスは構えるも、刀を抜かぬまま、それを待ち受ける。

　彼の後ろではリンデが小さな手で自分の胸むな元もとをつかんで、唇くちびるを嚙かみしめていた。

「届かせるよ。お前たちに奪われたあの日のために……。みんなのために！」
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　決意を込めた声でクラウスは言った。

　迫る戦乙女の姿に、クラウスの脳のう裏りにひとつの記き憶おくが蘇よみがえる。

　それは穏おだやかだった日々の最後の記憶だった。




　　　　◆　◆　◆




　笛や太たい鼓こ、他ほかにも様々な楽器の音が夜よ闇やみに響く。

　闇を照らし出す篝かがり火びが明々と焚たかれる中で、人々は歌い、踊おどっていた。

　小さな村の中央にある広場に人々が集まっている。

　上がる歓かん声せいの中心には赤い外がい套とうをまとう人ひと影かげがあった。彼は気取った仕草でつば広の帽ぼう子しを下げ、外套を大きく翻ひるがえす。

　跳はね上がった外套の中から一頭の子馬が飛び出した。

　さらに帽子を脱ぬげば、その頭には兎うさぎが乗っている。

　袖そでに手を入れればそこに収まるはずもない長ちよう剣けんが引き摺ずり出された。

　兎を頭に乗せたまま長剣を振ふるえば、その先せん端たんから炎が[image: 迸]ほとばしる。

　人々の驚きの声と喝かつ采さいを浴び、男は優ゆう雅がに一礼する。

　その拍ひよう子しに落ちた兎を抱だき止め、手を叩たたく人々に背を向けると、外套から飛び出した子馬を引き連れて、赤い男は人々の輪から抜け出た。

「見たか？　惑まどわされたか？　騙だまされたか？　クラウス」

　男は輪の外にいた少年に問いかける。

「さすがだよ。ウーリ。でも、種の半分は見み抜ぬいた」

　少年──クラウスは答えた。彼の顔にはまだ幼さが残る。

「やるじゃないか。だが、逆に言うと、半分しか見抜けなかったんだね」

「む……。確かにそれはそうだけど……」

「そして、君は知らないかもしれないが、多分、気づいていない種もある」

「曖あい昧まいな言い方だな。その言い方じゃ、何に気づいてないのかわからない」

「曖昧だから幻まぼろし。つまりは幻げん術じゆつだ」

「それは卑ひ怯きようだろ……」

　言い返そうとしたクラウスの頭を、ウーリと呼ばれた男の手が撫なでる。

　大きく温かな手で髪がクシャクシャになるほどに撫でられ、クラウスは言葉を遮さえぎられる。

「子供か！」

「子供が嫌いやなら、僕が知らないうちに大人になってみせればいい」

　ウーリの手を払はらいのけ、不服そうなクラウスに彼は白い歯を見せた。

「だけど、クラウス。君は間ま違ちがいなく、僕の幻術を継つぐ者だ」

　ウーリが目を細める。

「幻術。それは魔ま法ほうとは違ちがう。魔法は代だい償しよう、犠ぎ牲せいを求める。だけど、幻術に必要なものは純じゆん粋すいな技術、話術、道具とそれを扱あつかう知ち恵え……人の力のみで為なすことができる力。こうして、人を楽しませることができる力だ」

　ウーリはいまだ興奮冷めやらぬ人々を見る。篝火に照らされた彼らの表情は明るい。

「幻術に犠牲は必要ない。むしろ、失うものはなく、与あたえることができる。みんな、楽しんでいるだろ？」

「おもしろいけど、ウーリの言うことには噓うそが多いよ」

「誰だれかが楽しめれば噓もありなんだよ。いや……噓と幻を交える虚きよ幻げんの使い手。虚幻師ウーリだからね」

「またいい加減なことを言う」

「いいんだよ。おもしろければ。僕がここにいる間に、クラウスには虚幻の術を教えることができるだけ教えようじゃないか」

「嫌きらいじゃないけど、生活の役には立たないなぁ」

「そう言うなよ。あ、生活の役に立つ人が来たね。そういう力を持つお嬢じようさんが」

　広場の中央でざわめきが起きる。

　炎の灯あかりの中に一人の少女が歩み出た。彼女は小こ柄がらな身体に純白の装しよう束ぞくをまとい、桃もも色いろの髪かみを鮮あざやかな花で飾かざっている。

「お姉ちゃん」

　クラウスは呟つぶやいた。

「ジークリンデの……リンデの預言が始まる」

　ウーリが言った。

　リンデは広場の中央に立ち、その瞳ひとみを閉じる。

　人々が自ら口を閉とざし、音楽だけが残った。薄うす闇やみの中に音のある静せい寂じやくが満ちていく。

「歌も踊りも幻術……虚幻も人の技わざ、技術だ。あるいは、代償を要求されるとはいえ、神々が用いる神秘の御み技わざ、魔法だって、技術と言えるかもしれない」

　瞑めい目もくするリンデを見つめて、ウーリは囁ささやくような声で続ける。

「だけど、リンデは違う」

　リンデが目を開く。彼女から表情が消えていた。澄すんだ瞳の奥底で何かが煌きらめいていた。炎の揺ゆらぎとも違う光が確かにある。

　リンデを見つめるクラウスは、そんな彼女がいつもの彼女とは違うと感じる。

　彼女の視線は目の前ではなく、どこか遠くを見ているようだったが、そこには確かな意思が宿っていた。

　静まり返った人々の中で、リンデがその両手を上げ、ゆっくりと唇を開いた。

「人よ聞け！　我が言葉は運命の女神たちノルニルが織る運命の端は切ぎれ」

　彼女は朗々と告げる。

「畏い怖ふせよ。炎の国の火か焰えんが天を焼き焦こがす。吹き荒れる炎に大鳥フレスベルクは翼つばさを広げ、空へ舞まう。その羽ばたきに荒れ狂くるう風は波は濤とうの如ごとく大地を薙なぐだろう」

　リンデは澱よどみひとつない声で、唄うたうかのように口にした。

「今年の夏は嵐あらしが来る。そういうことか」

　ウーリは言った。

「幻術にも魔法にも種や仕し掛かけ、犠牲が必要だ。だけど、リンデの力には何もいらない。精神の集中と高こう揚ようのため、音楽や歌、薬を使うことはあっても、それは小さな助けに過ぎない。彼女は自らの資質で神々の声を授さずかる。預言。皆に未来を、幸福を運ぶ力だ」

　ウーリは呟く。

「あれこそが誰もが理想とする力の形なのかもしれないね」
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「何しろ自じ慢まんのお姉ちゃんだ」

　クラウスは自分のことのように誇ほこらしげに頷うなずく。

「お姉ちゃんのためなら、俺は何だってする。どんなことだって」

「人よ畏怖せよ。逃のがれよ、息を殺し、身を低く、穴倉に隠かくれ潜ひそみ過ごせ」

　落ち着き、大人びて、自信に満ちた表情でリンデはさらに告げる。

「氷の国より押し寄せたるは身を裂さく風と地を白く埋うめ尽つくす雪。だが、来きたるものは、それのみではない。巨きよ人じんが来る。神々を呪のろい、人を喰くらい、虐しいたげる邪じや悪あくな者たちが、その飢うえを満たそうと来る」

　リンデの言葉が未来を告げる。

「なるほどのう。冬には備えが必要なようじゃな。邪悪な巨人どもへの」

　クラウスのすぐ傍そばで声がした。

　そこにいたのは一人の老人だった。村の者ではない。瘦やせてはいるが服から覗のぞく身体からだは鍛きたえ上げられており、その背筋は歳を感じさせないほどに、ピンと伸のびていた。

　遠めに見れば、老人だと気づかないかもしれないと、クラウスは思った。

　彼の視線に気づいたのか、老人がチラリとクラウスに目を向け、口を開く。

「のう、お前さん。思わぬか？」

「俺ですか？」

「そう。お前さんだ。なあ、お前さん。あの娘むすめの預言というやつはすごいのう。未来を見て、それを告げる。あの娘の目がおぬしらに迫せまる悲劇を退ける」

　リンデをじっと見つめる老人に、クラウスは頷いた。

　その力を活いかして、リンデはこの村を何度も救っている。それだけではなく、近きん隣りんの村からも彼女の預言を求めて人がやって来るほどだった。

　リンデが凶きよう作さくを告げれば、あらかじめ蓄たくわえを増やそうとするし、邪悪な巨人の襲しゆう撃げきを預言すれば、いざという時に隠れる場所を用意する。

　多くの命がリンデによって救われた。実の姉のその力と、それを自分たちだけではなく、他の村の人々のためにも使おうという村人たちの心が、クラウスは誇らしかった。

　そして、彼女に対して、告げるべき言葉を授けてくれる神々にも感謝していた。

「だが……」

　老人は言う。

「未来を見る力。それは神々のみが持つべきものではないかね」

　クラウスは不快感を露あらわに老人を睨にらむ。

　だが、彼の目を見た時、クラウスは正体不明の怖おぞ気けを覚えた。

　老人はつばの広い帽ぼう子しをかぶっていた。その下、白いひげをたくわえたしわだらけの顔に、目はひとつしかない。老人は隻せき眼がんで、片方の目は眼帯で覆おおわれている。

「未来を見るような力、人が持つのはおこがましい。わしはそう言っておるんだよ」

「……お前は」

　問おうとして、クラウスは気づく。預言を告げていたはずのリンデが言葉を止めていた。

　終わったのかと思い見たが、彼女の瞳から光は消えておらず、その表情もいつものリンデのものとは違うままだ。

　リンデは人々の囲みを押しのけて、クラウスたちの前に歩み出た。彼女はクラウスの隣となりに立つ老人を、ほのかに光る緑の瞳でじっと見つめている。

「何故なぜ、あなたがここにいる？」

　リンデが隻眼の老人に問う。

「何故、とは？」

　老人が唇くちびるの端はしに笑えみを作り、応えた。

「ノルニルの編む運命が乱れ、もつれ、歪ゆがんでいる。巨きよ狼ろうの顎あぎとに吞のまれたはずの神が、何故、生を晒さらす？」

　リンデの言葉に人々がざわめく。

「裏切りと虚きよ偽ぎと殺さつ戮りく。血にまみれたその手ですがりつくのは神界アースガルズの玉座ではないはずだ」

　老人は応こたえることなく、肩かたを揺らして笑う。

「あの隻眼……。まさか」

　誰かが口にした。

「何故、ここにいるかと問うたかね」

　老人は言う。

「人間どもの守護者たる神々は、邪悪な巨人どもを打だ倒とうし、この世界に平和をもたらした。だから、ここにおるんだろうよ」

　老人は顔を上げた。いつの間にか、笑みは消えていた。

「やはり、君がそうか。少女よ」

　隻眼はリンデを見み据すえている。その眼まな差ざしは冷たい。

　その年ねん齢れいすら若返って見える。

　振ふり上げられた右手に一本の槍やりが姿を現す。柄えと穂ほ先さきにびっしりと刻まれた魔法文字ルーンがほのかに輝かがやく。

　人々がざわめく中、夜空にいくつもの羽音が響ひびき渡わたる。

　無数の戦乙女が翼を広げ、手に手に弓矢を、槍を、剣けんを構える。

　さらには村の入り口のほうから悲鳴が響いた。

　多くの足音が鳴り響き、矢が風を切る音と共に家々が燃え上がる。

　闇やみの向こう、炎ほのおの中に、傷だらけの甲かつ冑ちゆうで身を固めた屈くつ強きような戦士たちが浮うかび上がる。

「死者のエイン軍勢ヘリアル……！」

　暗い空を裂いて走る稲いな妻ずまが大地を焼き、家々と、人々を吹き飛ばす。

　金こん色じきの稲妻の中に巨きよ軀くの人ひと影かげが浮かび上がった。

「あれは雷神トール……！」

　人々が絶句した。

「何だ……これは……!?　いったい、何が！」

　声を上げたクラウスは見た。

　目の前にはもはや旅の老人はいなかった。そこにいるのは輝かしい黄金の鎧よろいを身にまとい、槍を携たずさえた明らかに異質な、人とは違ちがう存在──隻眼の神だ。

「オーディン……！」

　その名を口にしたクラウスを、隻眼の主神はもはや一いち瞥べつもしない。

「殺せ」

　オーディンは冷れい徹てつに命じた。

　戦乙女が舞い降り、死者の戦士たちが武器を手に押し寄せてくる。




　　　　◆　◆　◆




　吹雪ふぶきの中に赤い外がい套とうが翻ひるがえる。

　クラウスは刀に手をかけ、超ちよう低空を飛ひ翔しようする戦乙女ユーディットへと足を踏ふみ出す。

「来い！　ユーディット！　これが俺の……父や母、仲間たちのために振るう刃やいばだ!!」

「いいでしょう！　ならば、わたくしもこの剣でお相手しますわ！」

　剣を手にしたユーディットの翼が白く煙けむる大気を打ち、さらに加速する。

　まだ距きよ離りはある。しかし、数すう瞬しゆんの後には、クラウスとユーディットは交差する。

「……というのは噓うそだ」

　交差するはずだった。

　突つっ込んでくる戦乙女に対して、クラウスは急制動をかけていた。

　同時に刀から離はなしたその手を大きく掲かかげた。

「何を……!?」

　ユーディットは目を見張る。彼女はクラウスが何かに合図を出したことに気づく。

　クラウスたちがいる峡きよう谷こくの左右、切り立つ断だん崖がいの上で雪が跳はね上がった。

　大きな白い布が何枚も暴風に舞まう。

　その下から姿を現したのは、黒い鉄の塊かたまりと十数名の戦士たちの一団だった。

　筒つつ状じようをした鉄の塊はそのひとつひとつが人間よりも大きい。それらが左右の断崖にそれぞれ十以上並べられていた。

「あれは!?」

「ユーディット。お前は知らないかもしれないが」

　クラウスは唇の端を上げる。

「あれは火か砲ほう。炎の国の武器を参考に、人が作り出したものだ。炎の国の燃える石に似た性質を持つ火薬というやつがその炸さく裂れつの勢いをもって、鉄の塊を撃うち放つ」

　片側十数門強、合わせれば二十門を超こえる火砲が峡谷を挟はさみ居並ぶ。

「城じよう壁へきをも打ち砕くだく、人間が作ることができる最大最強の武器なんだけど、知らなかったか？」

「謀はかりましたわね!?」

　ユーディットがうめく。

　翼つばさを打ち、速度を緩ゆるめようとするが、勢いに乗っていたその身は簡単には止まらない。

「お前ら相手に刀で切り結んで勝てるなんて思ってないよ。それこそ英えい雄ゆうじゃあるまいし」

　クラウスは帽子を脱ぬぐと、それを指で回しながら、戦乙女たちに背を向けた。

「目立っただろ。俺の赤色。一直線に、俺たちに向かいたくなっただろ？　伏ふく兵へいに目もくれず。それに、勢いを緩めたくなっただろ、今の言葉で」

「な……」

「火砲は命中精度に難ありだけど、止まった相手にこの数なら、どうかな」

　クラウスが帽子を軽く投げる。

　二十門以上の火砲はちょうど戦乙女たちが勢いを緩め、停止した位置に、あらかじめ狙ねらいを定めていた。

「鋼鉄の咆ほう哮こう。これこそが、俺たちの反はん撃げきの狼煙のろしだ」

　クラウスの動きを合図として、多数の火砲が轟ごう音おんを打ち響かせた。

　戦乙女たちはそのことごとくが射線上にいる。

　何かを叫さけぼうとしたユーディットの声が砲ほう弾だんの炸裂にかき消され、雪原に雪の柱がいくつも立ち上のぼった。

　もうもうと舞い上がる白い雪が彼女たちのいた場所を覆い隠かくし、火砲が上げる黒こく煙えんと混じり合う。

　砲弾は間ま違ちがいなく、戦乙女たちを直ちよく撃げきしていた。

「ふはははは！　やったなぁ！　やりやがったな！」

　クラウスの隣にブルーノが並び、声を上げて笑った。

「俺たちはついに奴やつらに一ひと泡あわ吹ふかせてやったってわけじゃねえか！　さすがはクラウスだ！　いつも噓ばかりついてるだけあって、てめえは……」

　しかし、クラウスは動かない。ブルーノもまたそれに気づいて、言葉を止めた。

　クラウスは吹ふき上がる雪の向こうを、油断なく睨みつける。そして、小さく舌打ちした。

「おい、冗じよう談だんだろ……」

　ブルーノがうめき、クラウスの後ろにいたリンデが怯おびえた様子でクラウスの服の裾すそをつかむ。

　徐じよ々じよに舞い落ちていく白雪の中に翼のある人影が浮かぶ。

　金色の髪かみは激しく乱れていた。

「人間が作ることができる最強の武器のはずなんだけどな」

　クラウスは半ば呆あきれた顔で言った。

「ほんの一いつ瞬しゆん、希望を覚えましたか？　愚おろかな人間たち」

　ユーディットがいた。

　髪だけは乱れているが、彼女の身体からだはおろか、まとう甲冑にすら傷ひとつない。

　それは彼女が率いる戦乙女たちも同じだった。

　ただ、構えていた剣だけがビシリと罅ひび割れる。

「斬きったのか？　砲弾を。人間が作ることができる最強の武器、城壁をも破は壊かいする代しろ物ものを」

　クラウスが崖がけの上に配置された火砲を見る。

　火砲を撃ち放った戦士たちも啞あ然ぜんとしていた。

「あなたの言う城壁。それは所しよ詮せん、人の作ったものですわよ」

　ユーディットは静かな怒いかりを込めた声で言う。

「このような小細工で、主より授さずかった神界の剣を……。この許しがたい屈くつ辱じよく」

　ユーディットたちは再び臨戦態勢を取る。

「今度こそ、覚かく悟ごはいいですわね」

「ああ」

　そう言うと、クラウスは数歩、後ろに下がった。

「まさかこの期ごに及およんで逃にげられると思って……」

「お前は知らないと思うけど」

　帽ぼう子しのつばに手をやり、押し下げるとクラウスは言った。

　それと共に地の底から響くような重い唸うなりが鳴る。

　低空に留まった、ユーディットは訝いぶかしげに周囲を見回した。

　しかし、音はやまず、むしろ、徐々に強さを増していく。地面は明らかに揺ゆれていた。

「火砲を撃って終わりじゃないんだ。実は」

　火砲を配備していた戦士たちはいつの間にかその場から逃げだしていた。

　クラウスもリンデを連れてさらに下がる。

「聞いてはいたけど……てめえ、本当に無む茶ちや苦く茶ちやしやがるな！」

　ブルーノが声を上げる。

　クラウスやブルーノの目は戦乙女たちの後ろを見ていた。

　振り向いたユーディットたちは断崖の上から押し寄せる白い波を目まの当たりにする。

「クラウス……あなたはまさか！　この渓けい谷こくで戦ったこと、火砲、氷の国……最初からここまでを計画していたのですか！」

　二十門を超える火砲が放った衝しよう撃げきは峡谷に響き渡り、それが降り積もった雪と氷を突き動かし、雪崩なだれを招いた。滑すべり落ちていく雪はちょうど低空を飛行していた戦乙女たちを挟み込むように襲おそいかかる。

　この渓谷は雪がそう崩くずれ落ちるような地形だった。

「クラウスゥッ!!」

　ユーディットの叫びごと、雪崩は彼女たちを吞のみ込んだ。

　クラウスはもはや振り向くこともなく、リンデを抱だき上げると、必死で走る。

　滑り落ちた雪は峡谷を埋うめ尽つくして、クラウスたちの後を追う。

　凄すさまじい量の雪と氷、巻き込まれた岩が断崖の火砲すら吞み込み、峡谷を埋め尽くしていく。

　だが、それは途と中ちゆうで勢いを緩め、逃げる彼らには辛かろうじて到とう達たつすることなく止まった。

　鳴り響く轟音がやみ、周囲が静まりかえる。

　息を切らしながらも、クラウスは雪で埋もれた峡谷を見た。

　そこにはもはや戦乙女の姿はなく、ただ峡谷を埋める雪の塊があるだけだ。

「よくもまあ……ここまでうまく乗せたもんだな」

　ブルーノが言った。

「幻まぼろしっていうのは、相手の心につけこんで見せるものだからね」

　クラウスはようやく一息つき、抱かかえていたリンデを下ろした。

「相手は戦乙女。人間じゃかなわない相手だ。俺は奴らの強さをよく知ってる。同時に、何度も襲われたおかげで、あいつらがどう考えるか、どう動くかもわかっていた」

　戦乙女を押し潰つぶした大量の雪を眺ながめて、クラウスは言う。

「だから、ここで罠わなを仕し掛かけた。俺の虚きよ幻げんであいつらを搦からめ捕とった。雪崩の方向と規模もだいたい試算しての策だったんだ。……合っててよかった」

　言っているうちに、崖に残る雪がバラバラとこぼれて落ちた。

　クラウスの服の袖そでをリンデが引っ張る。彼女は不安げな顔をしていた。

「とはいえ、お姉ちゃんも言ってる。『でも、このあたりが不安定になっていることは間違いないわ。早く離れたほうがいいわね』って」

「聡そう明めいなお姉さんだぜ。まったく」

　苦く笑しようすると、ブルーノは戦士たちに撤てつ退たいの指示を出そうとした。

　だが、その瞬しゆん間かん、戦乙女たちを潰したはずの雪が跳ね上がった。

　峡谷を埋めた雪の波から上がったいくつもの雪の柱に、クラウスが目を見張り、ブルーノが振ふり向く。

　同時に鋭するどい風切り音と共に一本の矢が飛来する。

　ブヅッと、鈍にぶい音がして、雪の上に赤黒い塊がぶちまかれた。

　ブルーノの身体が腰のあたりから引きちぎられて、倒たおれる。

　雪崩の跡あとを内側から炸裂させて、そこから戦乙女たちが次々に飛び出して来る。

「冗談だろ……。雪崩に巻き込まれておいて、自力で脱だつ出しゆつとか」

　クラウスは半ば呆れた顔でうめく。

　それから、倒れたブルーノの亡なき骸がらを一いち瞥べつし、わずかだが悲しげに眉まゆ根ねを寄せた。

　彼は殺されたことを理解もできなかったのか、驚おどろいた顔のままで死んでいた。

　クラウスは小さな声で、悔くやしげに、「すまない」と呟つぶやく。

「ふざけるなよ。ここまでしても……これだけの攻こう撃げきでも、人の手じゃ、あいつらを討うつことすらできないのか。神々に連なる者を殺すことは、……たかが神の犬如ごときすら！」

　クラウスの表情が歪ゆがんだ。

　空へと舞い上がったユーディットがその翼をはためかせる。

　クラウスはもはや残された戦士たちと共に潰かい走そうするしかなかった。

　そこへ戦乙女の矢が襲いかかり、さらなる血ち飛沫しぶきが雪原を赤く染めていく。
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　クラウスの父は大おお柄がらな身体と強面こわもてに似合わず、よく笑う人だった。口数が多い上、適当なことを言い過ぎて、母に怒おこられることも多かったが、子供たちには優やさしかった。

　少なくとも、クラウスはそう思っていたし、そんな父に憧あこがれてもいた。

　その父の首が土の上をゴロゴロと転がっていく。

　頭は血で汚よごれ、大きく目を見開いていた。さっきまで何かを叫んでいた口からはもはや呼吸もこぼれはしない。

「う、あ……」

　クラウスはうめく。その視線の先、赤々と燃える炎ほのおに照らされて、首から上を失った父の身体が崩くずれ落ちた。手にしていた斧おのが空むなしく地に落ちる。

　クラウスの意識が遠のく。ぐらりと身体が揺れた。

「クラウス！」

　それを抱き留とめたのはリンデだった。

「クラウスにはお姉ちゃんがついてるわ。だから……だからね」

　リンデの頰ほおには涙なみだが伝う。それを無む理り矢や理り拭ぬぐって、自分こそ大だい丈じよう夫ぶでもなんでもないのに、励はげましてくれているのだと、クラウスは思う。

　姉の優しさとそのぬくもりが現実から逃げようとしていたクラウスの意識を繫つなぎとめた。

「お姉ちゃん……」

　姉の手に触ふれ、クラウスは涙が滲にじんだ目で、火に包まれた村を見る。

　彼らはまだ原形を保っている小屋の陰かげに隠かくれていた。

　かつては月というものがあったと聞く夜の空は炎に照らされていた。

　そこに翼つばさ持つ乙女たちが舞まう。

　村を闊かつ歩ぽし、手当たり次し第だいに刃やいばを振るうのは傷ついた甲かつ冑ちゆうで身を固めた戦士たちだった。彼らの肌はだは生きている人間とは思えぬほどに青白い。

　村の誰だれかが死者のエイン軍勢ヘリアルだと呼んでいたのを、クラウスは憶おぼえている。

　リンデに抱いだかれたままクラウスはガタガタと震ふるえる。

　そんな彼らのいるほうに、死者の軍勢の一団が歩いてくる。

「……逃げないと」

　姉と共に後ずさろうとするが、ガクガクと震える膝ひざは自由に動かない。

「あ……」

　クラウスの目が見開かれた。

　彼の目が見たものは、燃える空を舞う戦乙女ヴアルキユリアだった。

　戦乙女の一人が物もの陰かげに隠れたクラウスたちの姿を空中から捉とらえていた。

　武器を携たずさえた戦乙女が来る。さらには死者の軍勢の足音も近づく。

　自分を抱く姉の腕うでに力がこもる。彼女は空からも見えないだろう屋根の陰にクラウスを引き込んだ。

　だが、もう逃げられない。クラウスは諦てい観かんが心を満たしていくのを感じた。逃げようとしても、陰から出れば、空中にいる戦乙女がこの炎の光の下で、二人を見み逃のがすわけはない。

「もうダメだ……」

「ダメだじゃないわよ」

　荒あらい息と共に、聞き慣れた声が聞こえた。

「母さん……！」

　建物が影かげを落とすそこにはクラウスたちの母がいた。

「よかったわ。まだ無事で」

　姉と同じ桃もも色いろの髪かみを乱した彼女の顔色は悪く、息も荒い。燃える村の中を走ってきたのか、煤すすけた頰を汗あせが流れ落ちる。

　彼女は少し離はなれた地面に転がった夫の頭に気づく。

　声を上げそうになった口を押さえ、込み上げてくる何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かみしめた。

　それから、一度だけうつむいた母は夜空を見上げ、ふっと息を吐はく。

　戦乙女の羽ばたきが徐じよ々じよに近づいてきている。

　そんな中で母はクラウスを抱きしめた。その抱ほう擁ようは痛いほどに力強い。

「クラウス。いつまでも情けない顔をしないの。男でしょ」

　クラウスの瞳ひとみを覗のぞき込み彼女は言った。

　それから、リンデのことも抱く。

「リンデ。情けない弟をよろしくね」

「お母さん？」

「上着をちょうだい」

　姉が抵てい抗こうする間もなく、母は娘むすめの上着を脱ぬがせ、自らが羽織る。

「ちょっとキツいけど、しょうがないわね。……リンデもそのうち、もっと背が伸のびるわよ。胸も」

「誰もそんなこと言ってないわよ。そんなことより、お母さん。何を……」

「クラウス。リンデ。ちゃんと逃にげなさいよ。元気でね」

　母が目を細めた。

「まさか……！」

　止める間もなく、二人の母は小屋の陰から飛び出した。

「母さん！」

　クラウスは手を伸ばすが届かない。

　とっさに彼女のあとを追おうと足を踏ふみ出す。

「ダメ！　クラウス！」

　それを背後からリンデが抱きつき、止めた。

「だけど……！」

「逃げよ。逃げるのよ」

　小屋の陰に身を隠しながら、リンデが言う。

　クラウスは彼女が嗚お咽えつを漏もらしていることに気づく。小さな身体からだは小刻みに震えている。

「お姉ちゃんを恨うらんでもいいから。あとで怒ってもいいから……だから！」

　戦乙女の翼の音が遠ざかっていく。彼女たちは明らかに母を追っていた。

　それだけではなく、死者の軍勢の足音もそちらへ引きつけられている。

「母さん……！」

　クラウスはうつむき、奥歯を嚙みしめた。握にぎりしめた拳こぶしに爪つめが食い込む。

「俺は……情けなくなんて……いつまでも、こんな！」

　大きく頭を横に振ると、クラウスはリンデを背負った。

「クラウス!?　ちょ、ちょっと……!?」

「逃げるよ。お姉ちゃん」

　流れる涙を拭いもせずに言うと、クラウスは走り出す。

　それは母が向かったのとは逆の方向、村の外に向かってだった。

　母が引きつけているからか、死者の軍勢の数は少ない。戦乙女も見える範はん囲いにはいない。

　クラウスは一度も振り返らずに炎に照らされた村の陰を走る。




　村を出たクラウスはリンデを背負ったまま走り続けていた。

　道を逸それ、暗がりに足を取られそうになりながらも、走り続け、村から少し行ったところにある林の中へ駆かけ込んで初めて後ろを振ふり向いた。

　遠くで彼らが育った村が燃えていた。

　空には雷らい鳴めいが響ひびき、黄金の稲いな妻ずまが村に落ち、地をつんざく轟ごう音おんを打ち鳴らす。

　咳せき込み、クラウスは走る速度を緩ゆるめた。

　小こ柄がらとはいえ、姉を背負って走ってきた足は痺しびれにも似た疲ひ労ろうを覚えている。

「クラウス。お姉ちゃん、自分で歩けるわよ」

「でも、ここはまだ危ないし……」

　言葉が止まる。クラウスは急激に立ち込めた異い臭しゆうを感じた。濃こい血の臭においと、それらに入り混じる腐ふ臭しゆうが鼻を突つく。

　木々の枝葉が擦こすれる音がして、クラウスは口を閉とざす。

　とっさにそちらを睨にらみ、リンデを下ろす。

　彼女をかばうように立ちながら、クラウスは渇かわいた喉のどでありもしない唾つばを飲んだ。

　木々の向こう、闇やみの中に澱よどんだ眼光が浮うかび上がる。武器を持つ手が姿を見せた。

　傷だらけの鎧よろいに身を包み、青白い肌をした戦士が草を踏み、現れる。

「死者の軍勢……！」

　死者の戦士が折れた歯を剝むき出した。獰どう猛もうな叫さけびを上げ、戦士が手にした斧を振り回す。

　よろめくように後退したクラウスは、戦士の斧が周囲の木々を薙なぎ払はらい、切断するのを目まの当たりにした。人間の力では到とう底ていありえない。

　突とつ進しんしてくる戦士に対して、クラウスはただ姉をかばおうとすることしかできない。

「……っ!!」

　その時、彼らの眼前で赤い外がい套とうが翻ひるがえった。

　駆けてくる戦士を外套が搦からめ捕とるように取り巻く。

　バサリと音が鳴り、外套が戦士から外れた時、そこには赤い色に身を包む青年がいた。跪ひざまずいた彼の横で死者の戦士の首が落ちる。

　さらに赤い青年の手の中で銀の煌めきが走った。戦士の両りよう腕うでが切断され、血ち飛沫しぶきと共にその身体が倒たおれ伏ふす。

　クラウスには何が起きたのかがわからなかった。だが、彼は青年の名を知っている。

「ウーリ！」

　クラウスは赤い青年の名を呼んだ。

「奇き遇ぐうだね。君らも、こっちに逃げてきたんだ」

　首と両腕を切断されてなお戦おうと蠢うごめく死者の戦士の頭を蹴けり飛ばして、彼は言った。その頰を汗が一筋流れ落ちる。

「怪け我がをしてるの？」

　彼の赤い外套の内側、服に赤黒い血が滲んでいる。明らかに深手を負っていた。

「実はね……うっ！」

　彼は苦しげに吐と息いきすると、左手を押さえた。喉からうめきが漏れる。

「ぐ……う、うぁぁぁぁっ!!」

　その左手がポロリと落ちた。バシャリと血がこぼれる。

「ウーリ!?」

「いやまあ、噓うそなんだけどね」

　ウーリは落ちた左手を、左の手でヒョイと拾う。

「な……」

　クラウスは目を丸くする。

　ウーリが手にする左手は、手に似た木切れに手て袋ぶくろをかぶせただけのものだった。

「どうだ？　僕の幻げん術じゆつは。惑まどわされただろ？　ちなみに血は鶏にわとりのものだ」

「う、うん……。いや、そんなことしてる場合じゃないだろ!?　幻術とか！　そんな……！」

「いやいや、落ち着いたはずだ。息を吞のみ過ぎて、呼吸も整っただろ」

　言われてクラウスたちは自分の胸に触ふれた。彼の言うとおり、乱れていた呼吸が収まっている。

　そんな二人を見て、ウーリはしてやったりといった笑えみを浮かべる。

「あと、クラウス。僕はいつも言ってるだろ。僕の幻術は、そこらの幻術師とは違ちがう。僕は幻まぼろしのために言葉をも操あやつる。それは噓。噓とは真実の虚きよ。虚うつろなる言葉が導くは、移ろい変わりゆく世界の在り様、すなわち幻。ゆえに虚きよ幻げん……」

「長々言ったけど、ただの噓つきじゃないか」

「失礼な奴やつだな。ただの噓つきは幻術とか使えないだろ。それに、噓があったから、こんな偽にせ物ものを本物だと信じ込んだはずだ。それなのに……」

　ふてくされたように言うと、ウーリは作り物の左手を帽ぼう子しの中にしまいこむ。

「ともかく。実はお前たちを逃がすようにって、頼たのまれたんだ。まだ動けるだろ？」

　そう言うと、ウーリはついて来るようにと促うながし、林の中を先行していく。

「俺たちは動けるけど。でも、ウーリは……」

「ウーリさん、怪我してるわ。せめて治ち療りようを……」

「その怪我も虚幻だとしたら？」

　目を瞬またたかせた二人の顔に、クスリと笑うと、ウーリは構わず林の奥へと進む。

　後を追って歩き、クラウスは小さく声を上げた。

　林の木々の陰かげに四し肢しや頭を斬きり飛ばされた男たちが転がっている。少なくとも十人以上の戦士が倒されている。切断されてなお、戦士たちは蠢いているが、何もできない。

「これもウーリがやったの？」

「ふふふ。僕は凄すご腕うでの虚幻師だからね。騙だまし討うちは得意なんだ」

　ウーリは得意げに言う。

「この数を……。あんなに強い相手なのに……」

「それこそが虚幻さ。正面勝負だけが戦いじゃない。罠わな、言葉、全すべてを用いて戦うのが、本物の虚幻師……。あるいはそれも噓かもしれないけどね」

　おどけたように彼は言った。だが、実際、ウーリからは血の臭いがしていた。それはおそらく、死者の血の濁にごった臭いとは違うものだ。返り血ではない。

　クラウスとリンデも顔を見合わせながらも、彼について黙もく々もくと歩く。

　三人はさらに道を大きく外れて林の奥へ奥へと進んでいく。

「すぐに休めるところがある。知ってるよね。あの泉だ。ここで張ってた奴らはあのざまだし、これだけ離はなれれば、村を襲おそった連中も簡単には……」

　ウーリの言葉が止まった。

「ウーリ？」
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　訝いぶかしげに思い、クラウスは問いかける。

　足を止めたウーリの横に、クラウスは並ぼうとする。

「ダメだ。前に出るな」

　ウーリは彼とリンデの目を塞ふさごうとしたが、間に合わなかった。

　クラウスとリンデはそこに並ぶものを見てしまった。

　林の中に開けた場所がある。小さな泉の湧わく広場に、いくつもの柱が並んでいた。

　それは村の人たちを串くし刺ざしにして並べたものだった。

　母の姿もまたその中にあった。

　そして、黄金の鎧をまとう隻せき眼がんの神がいた。

　クラウスたちをかばい、赤い外套をなびかせながら、ウーリが前へ出る。

　そして、彼は、クラウスたちのために、神々の王と対たい峙じした。




　　　　◆　◆　◆




　闇の中、クラウスは微睡まどろみから覚かく醒せいする。

　消えかけた焚たき火びの残り火が周囲をかすかに照らしていた。

　そこは洞どう窟くつの中だった。やけに広く長い洞ほら穴あなが続くその途と中ちゆうで、クラウスは毛布にくるまり、休んでいた。

　ゆっくりと身を起こそうとして、彼は自分の手を包むぬくもりに気づく。

「お姉ちゃん……」

　すぐ隣となりにリンデがいた。彼女は小さな掌てのひらでクラウスの手を握にぎっていた。

　リンデはもう防寒着を着ていない。代わりに厚手の外套をまとっているが、その身体からだと比べて少し大きく、ふわふわした生き地じに包まれた彼女の姿は、羊のような印象を与あたえる。そこから細い四肢がわずかに見える。

　緑の瞳ひとみが彼を見上げる。

「『うなされていたわ。大だい丈じよう夫ぶ？』って？　ありがとう。お姉ちゃん。心配してくれて」

　クラウスは姉の頭を撫なでる。

　一いつ瞬しゆん、心地ここちよさそうに目を細めつつも、リンデはフルフルと首を横に振ふる。頰ほおが愛らしく膨ふくれていた。

「『お姉ちゃんを妹みたいに扱あつかわないの！』ってことだよね。ゴメンゴメン。お姉ちゃんがかわい過ぎて。それに……心配してくれたことが嬉うれしくて」

　リンデは恥はずかしげに目を伏ふせる。薄うす闇やみの中、残り火に照らされた頰は赤い。

「本当に心配しなくても大丈夫だよ。愉ゆ快かいな夢じゃなかっただけだから」

　そう言うと、クラウスは姉に手を貸しつつ、自分も身を起こした。

　実際、クラウスはもうその夢に慣れていた。

　故郷の村が滅ほろぼされ、多くの大切なものを失った日。

　初めて神々を目の当たりにした日。

　そして、リンデが言葉を失った日でもある。

　その日の夢だ。

「『逃にげ続けて疲つかれてないの？』……か。確かに、戦乙女たちに負けてから一か月、逃げっぱなしだ。疲れてはいるけど」

　自分の身を案じるリンデを見て、クラウスは眉まゆを下げた。

　リンデはいつもクラウスを心配してくれる。

　しかし、本当に辛つらいのはいつも姉のほうなのだと、クラウスは思う。旅をするには彼女の身体は小さく、丈じよう夫ぶとも言いがたい。心にも大きな傷を負っている。

　それでも、彼女は実の弟のことをいつだって気にかけている。

「この洞窟に入って三日。俺がお姉ちゃんに先行して洞窟を調べたりしていることも、心配してくれてるの？　それも大丈夫だよ。ただ、ちょっと慎しん重ちようなだけなんだ」

　言いながら、クラウスは荷物をまとめると、焚火の残りを消して歩き出した。

　リンデと手を繫つなぎ、ランタンで先を照らし、彼女が転ばないように注意を払はらいながら、洞窟を奥へと進む。

　広い洞窟の床ゆかは凹おう凸とつも少なく、幸いなことに歩くのにそれほどの苦労はいらなかった。

　クラウスの手を握る、リンデの手に力がこもる。

　彼は苦く笑しようした。

「お姉ちゃんは心配し過ぎだよ。そこが優やさしくていいところだとは思うけど……。でも、戦乙女に勝てなかった時には散り散りになって逃げるって、あいつらとは約束していたんだ。命を落とす覚かく悟ごもあった。お姉ちゃんが悔くやむ必要はないよ。ブルーノも……死ぬ覚悟はしていただろう」

　言いつつもクラウスの表情にはわずかに影かげが落ちる。

　やはり気き遣づかうように、リンデは半歩、クラウスのほうへと身を寄せた。

「他ほかの奴らに関しては無事を祈いのるしかない。そして、火か砲ほうを使ってもダメだった以上、俺たちは逃げるしかない。少なくとも今は」

　洞窟の中にクラウスたちの足音が響ひびく。

　三日歩いてなお、洞窟の出口はまだ見えて来ない。恐おそろしく長く続く洞窟だった。

　リンデがクラウスから手を離して立ち止まる。

　クラウスもまた足を止めて、振り返った。

　彼女はうつむいている。

「また気にしてるんだね。自分がいなければ、俺は追われない。こんな場所にまで来ることもなかった。俺たちの住んでいた人界ミズガルズから遠く離れた氷の国ニヴルヘイムに、そして、この洞窟、グリパヘリルに」

　リンデは否定しない。

　クラウスは苦笑して、首を横に振った。

「俺にはお姉ちゃんがいないってこと自体、想像もつかない」

　リンデの小さな肩かたが震ふるえる。

「お姉ちゃんとならどこにだって行ける。……いや、もう既すでにずいぶん色々なところを……九つの世界の半分ぐらいを逃げ回ってきた気はするけど」

　クラウスは肩をすくめた。

「神々はおろか戦乙女にだって太刀たち打ちできない。負けて、逃げてばかりだ。だけど、俺たちは生きている。ウーリが遺のこしてくれた虚きよ幻げんのおかげかな」

　赤い帽ぼう子しのつばに触ふれた。

「それに……目的もなく逃げてるわけじゃないのは、お姉ちゃんも知ってるだろ？」

　クラウスは洞窟の闇やみのさらに向こうを見る。

「この洞窟、グリパヘリルは氷の国から死の国ヘルヘイムへと繫がっている。死の国は死者の魂たましいが向かう場所。死者と会うことができる場所だ」

　手にしたランタンの火が揺ゆれた。洞窟の暗がりに、灯りの影に、何かが蠢うごめくようなそんな気配をクラウスは感じた。何も見えないが、確実に何かがいる。そんな確信がある。

　小さく震えるリンデに歩み寄り、クラウスはその頭に優しく手を置いた。

「死者たちの進む道。その先へ進んででも、俺たちは知る必要があるんだ。何故なぜ、戦乙女がお姉ちゃんを追うのか。神々がどうしてお姉ちゃんを狙ねらうのか」

　リンデが不思議そうにクラウスを見上げる。

「うん。確かにお姉ちゃんが思うとおり、それが預言の力にあるのは確かだと思う。お姉ちゃんがかわいいという以外なら、理由はそれしかない。希少な力だし。でも」

　言いつつも、クラウスは眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「希少であっても、唯ゆい一いつ無二のものじゃない。それにお姉ちゃんは神に仕える巫女みことして、預言を授さずかっているはずだ。他にもそんな巫女はいる。なのに、どうしてお姉ちゃんだけが……。神々に罰ばつを受けるような、そんな行こう為いもしていないのに」

　クラウスの声には神々への怒いかりが混じっていた。

「俺たちが知らない何かがあるのかもしれない。それを知れば、この状じよう況きようをどうにかできるのかもしれない。そのためには……俺たちはあの日、殺され……死んだ父さんや母さんに会うべきだ」

　クラウスは改めてリンデの手を取った。

「だからね、お姉ちゃん。死の国に行こう。俺たちが亡なくした人たちに会うために」

　リンデにはまだ迷いがあるのか、クラウスの手を握り返そうとはしない。

「それにね。自分で言うのもなんだけど、実は俺はお姉ちゃんっ子なんだ。お姉ちゃんと離れることだけは絶対にありえない。だから、一いつ緒しよに来て欲しい」

　クラウスは彼女の手を少し強ごう引いんに引く。彼女は困ったような顔をしながらも、唇くちびるに小さな笑えみを浮うかべて歩き出した。

　リンデの小さな手がクラウスの手をギュッと握りしめる。

　彼女は小さな身体を弾はずませて、クラウスのすぐ隣に並ぶと、チラリと彼を見上げた。

「……え？　『グリパヘリルを行く理由は本当にそれだけなの？』って？　俺が何か企たくらんでいるみたいか……。さすがお姉ちゃんは俺のことをよく見てる」

　クラウスは言葉を止めた。リンデも小さく息を吞のむ。

　ランタンが岩がん壁ぺきの奇き妙みような影を映し出した。

　気配だけで見えないはずの死者などではない。それは硬かたい岩を突つき破り、捻ねじれて生えた木の根だった。大木の幹ほどもある巨きよ大だいな根が炎ほのおに照らし出された岩壁のあちこちを這はっている。

「世界樹ユグドラシルの根だよ。九つの世界を繫げているとか言うだけはあるよね」

　薄闇に目を凝こらせば、それらには抉えぐられたような傷きず跡あとが目立つ。

　リンデが恐る恐るそのうちの一点を指す。

　そこから、カリカリと硬いものを削けずるような音が聞こえてくる。

　ランタンの光を近づけたクラウスは顔をしかめた。

　岩いわ肌はだを這う世界樹の根に蛇へびのような生物がまとわりついていた。

　蛇に似ているが甲こう殻かくがあり、多くの脚あしを持つ、百足むかでなのか蛇なのかわからない醜しゆう悪あくな生物だった。

　それも一いつ匹ぴきではなく何百もが群れ、太い根を這いずり、醜みにくい牙きばを突き立てて齧かじっていた。

　その一匹一匹がクラウスよりも大きな身体を持っている。

　壁かべの一面を埋うめ尽つくした異形の蛇が、カリカリという乾かわいた音を響かせる。

　クラウスはランタンの光を落とし、その生物から遠ざけた。

「多分、あれはニーズホッグの幼体だと思う」

　声を落として言った。

「黒こく竜りゆうニーズホッグ。死人だろうが、世界樹だろうが貪むさぼり喰くう竜だって、ウーリから聞いたことがある」

　クラウスは指先を唇に当てると、声と足音を静め、不安げなリンデの手を引いてニーズホッグらしき生物から逃げるように先を急ぐ。

　洞窟自体は広く、せり出した岩など物もの陰かげもあるため、クラウスたちは隠かくれながら、先へと進もうとする。

「大丈夫だよ。先行した時に見た感じ、あいつらは世界樹の根をしゃぶるのに夢中みたいだ。生きた人間よりも、死者を好むって聞くしね」

　襲おそわれたら、どうしようもないと思いつつも、クラウスは口には出さなかった。

　クラウスとリンデはランタンの炎だけが照らす闇の中を行く。

　ニーズホッグはクラウスたちに気づかなかったのか、興味を持たなかったのか、そこから動くことはなかった。

　ニーズホッグが立てる歯音もまた徐じよ々じよに遠くにかすれていく。

　聞こえるのは石を叩たたくクラウスたちの足音だけになりつつあった。

　そんな中、クラウスの顔が不意に強こわ張ばる。

　ほとんど消えつつあるニーズホッグの歯音、それに混じり、ほんのかすかだが聞こえてくる異音があった。

　リンデもそれに気づき、背後を振り向く。

　クラウスたちが歩いてきた闇の向こうから、翼つばさがはためく音がする。それもひとつではなく、複数。そして、この洞どう窟くつにはここまで蝙蝠こうもりなどはいなかった。

　何よりもクラウスはその音に聞き覚えがある。

「戦乙女だ」

　そう言うと、クラウスはいきなり、リンデの小こ柄がらな身体からだを肩に担かつぎ上げた。

　リンデが顔を真っ赤にして、小さな身体で手足をバタバタとさせて抵てい抗こうするが、クラウスは構うことなく走り出す。

　暴れるリンデは、クラウスの鼻に指を突っ込んだ。

「んがっ!?　な、何を……お姉ちゃん!?　『抱だきしめられてドキドキする！　このままじゃ姉と弟なのに、キスしたくなっちゃう！』だって!?　わかる……緊きん張ちようはわかる！　わかるんだけど、姉と弟でそれはいけな……あいたっ!?」

　リンデは首を必死に横に振ふって否定しながら、クラウスの頭をバシバシと叩いた。

「痛い！　叩かれると指が深く、鼻に……！　新境地の痛み！　いや、だけど、ここは俺に任せて。逃にげないと。あいつら、思ったよりも速く……」

　暴れていたリンデはそのままクラウスの肩からずり落ちそうになる。とりあえず、指は鼻から抜ぬけた。

「ぬおっ!?　お姉ちゃん！」

　クラウスはとっさにリンデを抱きしめた。

　上下逆さまになったリンデはクラウスの首に両足を巻きつけた状態で抱かかえ込まれる。

「……っ!?」

　その状況に彼女はさらに激しく暴れ、全力で走るクラウスはそのたび左右に身を揺らす。

「ごほっ!?　がふっ!?　お姉ちゃんが、巧たくみに、的確に俺の脇わき腹ばらを攻せめて来る！　手刀がすごく的確に、肋ろつ骨こつの隙すき間まを……うがっ!?　これはこれで……！」

　そのままクラウスは足元の石に思いきり蹴け躓つまずいた。

　二人はもつれ合いながら倒たおれるが、クラウスはとっさにリンデの下に身を滑すべり込ませ、彼女の下した敷じきになった上、石に叩きつけられる。

　のたうつクラウスを見て、リンデはリンデであたふたと慌あわてる。

　とりあえず、彼女は弟の頭を優やさしく撫なでた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ。これは、これはこれで……悪くない」

　痛みと共にどこか気持ちよさそうな表情を浮かべるクラウスを見て、リンデは思わず彼を仰あお向むけからうつ伏ぶせにひっくり返した。

「これは……どういう愛情表現なんだ。なかなか……ありだな」

　応こたえることもできず、リンデは大きな瞳ひとみに涙なみだを浮かべる。

　だが、彼女は動きを止めた。

　背後から聞こえる翼の音は徐々に近づいているが、リンデはそちらを振り返らない。

　彼女の目は前を見ていた。

　二人はいつの間にか広い空間に出ている。それは洞窟の中とは思えない大きな広間だった。クラウスたちが住んでいた村よりもはるかに広い。

　ランタンの炎とは別の、淡あわく青白い光がその広大な空間を照らし出していた。

　ここまでの道とは違ちがい、その場所の岩壁は滑なめらかで、人工的に整えられているようにも見える。他ほかの洞窟もここに繫つながっているのか、壁にはいくつもの穴があった。広間には広い空間を支えるように石柱が無数に立ち並んでいる。

　リンデは何かに引き寄せられるかのように、広間の中央まで足を進めた。

　立ち止まり、驚おどろきに見開いた緑の瞳に広間を照らす光の源が映り込む。

　広間の中央に異様に巨大な氷の塊かたまりがあった。洞窟のその場所の気温だけがやけに低く、リンデは小さく身を震ふるわせた。

　並の城じよう壁へきよりもはるかに高い天てん井じようにまで届くほどに、その氷の塊は大きい。

　氷自体がほのかな煌きらめきを宿し、輝かがやいていた。

　そして、光る氷ひよう塊かいの中心に、リンデは一人の少女の姿を見た。

　銀ぎん髪ぱつの少女だった。長い銀の髪かみは氷の中にふわりと柔やわらかく広がっている。

　少女はやや背が高く、均整の取れた美しい身体つきをしていた。その肉体はムダな肉を削そぎ落とした細身ながらも、鍛きたえられ、引き締まっており、人でありながら、野生の動物のような、しなやかな機能美を感じさせる。

　彼女は戦士なのか、鎧よろいでその身を包んでいる。身体に密着し、薄うすく滑なめらかな曲線を描えがく胸当てとは対照的に、腕うでや足を覆おおう銀の装そう甲こうは無骨で雄お々おしく頑がん丈じようそうなものだった。

　しかし、重武装というわけではなく、彼女の鎧は身体の要所のみを護まもるだけで、それ以外の部分は動きを阻そ害がいすることを嫌きらうかのように薄く露ろ出しゆつの大きな服を着ていた。

　閉じていてもわかる切れ長の目と、通った鼻筋、薄くも整った唇。作り物のように美しい顔は安らかに眠ねむっているかのようだった。

　ビシリ！　と、音が鳴り、リンデがビクッと身を震わせる。

　煌めく氷のあちこちが罅ひび割れていた。砕くだけた氷が地面にこぼれ落ちて、かすかな音を立てる。氷ひよう柱ちゆうの周囲には同じように砕けただろう氷が高く積み上がっていた。

　氷が割れる音は氷柱の内側から響ひびいてくる。その音はまるで閉じ込められた少女が内側から、氷を壊こわそうとしているかのようだった。

　リンデの横にクラウスが並ぶ。彼もまた巨大な氷塊と銀の少女を見上げていた。

「クラウス!!」

　背後から聞こえた声と翼の音にクラウスたちは振り向く。

　クラウスは迷うことなく、リンデをかばう位置に立つ。

　翼の音が響き、洞窟を抜けてきた戦乙女の一団が広間の上空へ舞まい上がる。

　その先頭には金きん髪ぱつの戦乙女ユーディットの姿があった。

「今度こそ追い詰つめましたわ。クラウス！」

「その言葉、何度聞いたことか。他に言うことはないのか？」

　クラウスが鼻で笑えば、ユーディットが眉まゆを吊つり上げる。

「愚おろかな男ですわね。あなたが抗あらがわなければ、多くの人間が巻き込まれて死ぬこともなかったというのに」

「無意味に手にかけたのはお前だろ。責任転てん嫁かはよせ」

　クラウスは平然と返した。

　リンデがその手を強く握にぎりしめれば、彼の表情がかすかだが揺ゆらぐ。

　クラウスは自分のことを案じてくれている彼女の心を強く感じた。

「ありがとう。お姉ちゃん」

　呟つぶやくと、クラウスは帽ぼう子しを脱ぬぎながら前へ出た。戦乙女たちを睨にらみ、口を開く。

「確かに追い詰められたよ。使える道具も、お前たちを惑まどわせる虚きよ幻げんの術もまだまだあるが……葬ほうむるには少しばかり足りないのも事実だ。お前ら、丈じよう夫ぶ過ぎだ」

　言いながら、クラウスは帽子の中からスルリと刀を引き摺ずり出す。そこに収まるはずもない刀が鞘さやごと現れてくる。

「ただし……」

「その手には乗りませんわよ」

　クラウスの言葉をユーディットは断たち切る。

「もう戯たわ言ごとにも幻げん術じゆつにもつき合うつもりはありませんわ」

　ユーディットの号令に戦乙女たちが手に手に武器を構えた。

「あなたとは言葉を交かわさない。ただ圧あつ倒とう的な力で蹂じゆう躙りんするだけ。それで終わりですわ」

「いいのか？　本当にそれで」

　クラウスは小さく息を吐はく。

　戦乙女たちは応えず、攻こう撃げきに転じようとするが、クラウスは言葉を止めない。

「ここがどこか。お前たちはまだ気づかないのか？」

　鞘から抜かないままの刀で、クラウスは自分の背後を指す。

　ユーディットの表情が露ろ骨こつに変わった。

「これは……！　そうですか。この場所こそがグリパヘリルの……！」

「そうだ。そのとおりだ」

　クラウスは言った。

「グリパヘリルは氷の国と死の国を繫ぐ場所。かつて死の国の番人、魔ま狼ろうガルムが巣くっていたここは、生きた人間が普ふ通つうに訪おとずれる場所じゃなかった。……が、神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いくさのあと、番人がいなくなった今は前ぜん人じん未み到とうの地でもない。だから、俺は知っている」

　クラウスの声が朗々と響く。

「グリパヘリルの奥底、かつてガルムが繫がれていた場所に、氷の棺ひつぎに閉じ込められた者がいる。それは神々が邪じや神しんや巨きよ人じんどもを打ち破ったあの神々の黄昏の戦において、巨人の側につき、月を喰くらった大魔狼」

　氷が罅割れる音が激しさを増し、砕けた氷塊が地に落ちて淡い輝きを散らす。

「神々によって殺あやめられた巨狼の血を引く、月喰らいの魔狼マーナガルム。それがここに封ふうじられた者の名だ」

　ユーディットはもはやクラウスを見てはいなかった。彼女たちは氷塊の内に眠る少女を、驚きよう愕がくと共に見つめている。

「確かに聞いたことはありましたが……。実物を見ることになるとは……」

「邪神や巨人が誅ちゆうされていく中で、この魔狼だけは封じられるという形で、ここに残されている。何故なぜだ？　それはこの魔狼が神々にとって、脅きよう威いだからだ」

　クラウスは帽子をかぶり直して、薄ら笑いを浮うかべた。

「ところで、ユーディット。焚たき火びの跡あとを辿たどってくるのは楽だっただろ」

「な……!?」

「氷の国では俺の痕こん跡せきはなかなか見つからなかった。それがこのグリパヘリルの周辺で初めて見つかり、追跡すればこの洞窟にもそれらが残されていた。戦乙女ユーディットは考えた。バカな人間が神々の追跡から逃のがれることができたと油断した。愚かな奴やつめ！　今すぐ追いついて、トドメを刺さしてやる！……とかな」

「まさか、あなたは……。しかし、ここにわたくしを誘ゆう導どうしたところで、あなたに何ができると言うのですか!?」

「わかっているんだろ？　やることなんてひとつだろ」

　クラウスは派手に外がい套とうをなびかせる。

「月喰らいの魔狼、マーナガルムを蘇よみがえらせる！　人間にとっても世界に害なす魔物。だが、それは神々の敵であることも確かだ。俺にとって、敵の敵は味方！」

「いいえ。人間如ごときに神々の施ほどこした封ふう印いんが解けるわけがありませんわ！　マーナガルムは人の身に封じて力を奪うばった上、さらに厳重な封印を施されているのですから！」

「確かに……。しかし、今、この封印は壊れかけている」

　クラウスの後ろでまたひとつ氷の欠片かけらがこぼれ落ち、やけに澄すんだ音を立てた。

「ならば、人の手で……俺が見つけ出した呪じゆ術じゆつで封印の破は壊かいを後押しすればどうなるかな？」

「世よ迷まい言ごとはおよしなさい。そんなこと不可能で……」

『愚かな神の走そう狗くよ』

　戦乙女たちのものでも、クラウスのものでもない別の声が、広間に響いた。

　低く落ち着いた、重々しい声だった。

　ユーディットが目を見張る。剣けんを握るその手がかすかに震えた。

『戦乙女よ。聞け。我が名はマーナガルム。かつて月を喰らいし魔狼なり』

　その声は煌めく氷の内から聞こえてくるかのようだった。

「そんなバカな……！　人間如きの力で神々の封印が！　神界アースガルズの武具も、魔法もなく……」

『我は呪のろう。神々を、この世界を。我が執しゆう念ねん。それが我が爪つめと牙きばを成す。この身を縛しばり、自由を奪った者たちへ牙を突つき立てよう』

　氷の塊がまた崩くずれ落ちていく。

『だが、その前に……神々の犬を喰らおうか。その鎧を打ち割り、白い腹を裂さき、臓物を引き摺り出し、生きたまま喰らってやろう』

　氷塊を内から砕こうとするような破は裂れつ音がいくつも響き渡わたる。

『聞かせてもらおう。苦痛の調べ、断だん末まつ魔まの歌。さあ、愉たのしませろ！　戦乙女ども！』

「いけない……！　奴が動きますわ！」

　ユーディットが声を上げる。

　彼女は剣を収めると、弓矢を構える。その狙ねらいはいまだ氷の内で瞳ひとみを閉じたままのマーナガルムだった。

「ユーディット!?　仕し掛かけるの!?　マーナガルムは殺すことを禁じられているから、ああして封じられているのよ！」

「しかし、わたくしたちの力では殺すつもりでかからなければ、動きを止めることもできませんわ！　覚かく悟ごを決めてください！　ここで……魔狼の復活を阻そ止ししますわ！」

　一いつ瞬しゆんの迷いのあと、他の戦乙女たちも彼女に続き、動いた。

　十の戦乙女が弓矢を構え、放つ。一いつ斉せい射しや撃げきがいまだ氷の内に閉じ込められたマーナガルムを襲おそった。

　放たれた神界の矢は封印の氷塊を易やす々やす貫つらぬき、弾はじけた氷がひときわ強い光を放ちながら舞い散る。爆ばく音おんが響き、広間が光と氷の破は片へんで包まれた。

　クラウスはリンデをかばいながら床ゆかに伏ふし、帽子のつばを押さえたままでその光景を見つめていた。

「これでどうですか……」

　降り散る氷の欠片と、それらが放つ煌きらめきを見み据すえて、ユーディットは呟く。

　白く煙けむる光の向こう、積み重なる氷を踏ふむ音がした。

　それは地面に伏したクラウスたちのものではなく、空中にいる戦乙女たちが立てるはずもない音だった。

　ユーディットが大きく目を見開く。

　洞どう窟くつに散る光の中、身じろぎする者があった。

　銀色の髪かみがふわりと揺れ、煌めきの中に流れ落ち、二つの赤い光が滲にじむ。それは開いた瞳の色だった。

　鎧をまといながらもしなやかな身体からだが躍動する。

　そこに立つ者はまぎれもなく、氷の中に閉じ込められていた少女に違ちがいない。

「ふぁ……」
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　沈ちん黙もくの中で彼女はかわいくあくびを漏もらす。

　眠そうな目をした彼女は、無骨な銀の籠こ手てに包まれた手で矢をつかんでいた。それは氷ひよう塊かいを易々と貫き、人間の身体を引きちぎるほどの威い力りよくを持つ戦乙女の矢だ。

　それらを無造作に握ってへし折り、放り捨てながら、銀の少女は「んー！」と、大きく背せ伸のびし、積み重なった氷の破片を蹴けって歩み出してくる。

「月喰らいの魔狼……」

　ユーディットは絶句した。

「その名はマーナガルム」

　クラウスは改めて彼女の名を口にした。

「それじゃ仰ぎよう々ぎようしいな」

　少女は赤い瞳で周囲を見回す。

「気軽にマナと呼んでいいぞ」

　月喰らいの魔狼、マーナガルム──マナは尖とがった八や重え歯ばを剝むき出し、切れ長の目を細めて笑った。

　その声は先ほどまでと違って、どこかかわいげのある、少女の姿に相応ふさわしいものだった。

　もう一度あくびをすると、マナはすぐ近くに伏ふせたクラウスを見下ろす。

「それにしても、人間。月喰らいの魔狼を騙かたるか」

「失礼。たかが人間の力じゃ封印なんて解けるはずもなかったんで。それこそ……神界で作られた武器で氷を叩たたき壊こわしたりしなければ」

「え……？」

　ユーディットが呆ほうけたように口を開く。

「お前は知らないかもしれないが……」

　クラウスはコホンと咳せき払ばらいする。

『我はマーナガルム』

　氷の内から聞こえるような、重々しい声で、クラウスは言った。

「ま、まさか……。さっきまでの声は……」

「俺は虚きよ幻げん師を名乗っていてね」

　ユーディットと同じように目を丸くしているリンデに手を貸しながら起き上がると、クラウスは外套の埃ほこりと氷の破片を払はらい落とす。

「声真似まねは幻げん術じゆつのひとつでね。俺がただの噓うそつきと名乗っていないのは、こういうことだ」

　クラウスはリンデを見る。

「その証しよう拠こにお姉ちゃんの声真似をしよう。『わたし、お姉ちゃんなのに、クラウスのことが男性として好きなの！　血が繫つながっているのに、好きなの！　わたし、この気持ち……どうすればいいの!?　あぁんっ！　身体が火ほ照てっちゃうの！』」

　その口から出たあまりにも愛らしい声に、ユーディットは何も言えない。

　顔を赤くしたリンデが小さな手を握にぎりしめてペチペチとクラウスを叩く。

「あれ？　ダメ？　似てると思ったし、お姉ちゃんの言葉を代弁したはずなんだけど……」

　リンデはさらに叩き続ける。手では効果がないので、手近な石を拾ってそれで殴なぐった。

「石は!?　石は痛いっ!?」

　言いつつも、クラウスは幸せそうだった。

「あ、そうそう。ユーディット。これもだ」

　叩かれながら、クラウスは今思い出したかのように、ポケットから小さな玉を取り出す。

　掌てのひらよりも小さなそれを戦乙女たちがいるほうへと投げた。

　叩きつけられた玉は小さな火花を上げ、その大きさに見合わない音を上げて破裂する。

「この音……さっきの氷の音……」

「そうそう。火薬を使った小道具だ。子供を驚おどろかせるために使うような代しろ物ものなんだが。それを氷にぶつけてみたんだけど……もしかして、何かと勘かん違ちがいして驚いたか？　例えば、封印の氷が砕くだける音とか」

　クラウスは気取った仕草で帽ぼう子しのつばを押し上げた。

「戦乙女。どうだ？　もしかしてだが……お前は俺の虚幻に惑まどわされて、取り返しのつかないことをしたか？　魔ま狼ろうの封印を自ら叩き壊すような」

「あ、あなたは……！　あなたと言う男は！」

「アタシを置いて話を進めるなよ」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくさない声で言うと、氷の破片を踏みしめて、マナが前へ歩み出す。

　彼女はクラウスを一いち瞥べつもせず、戦乙女たちを血のように赤い眼まな差ざしで見ていた。

「んー」

　マナは首を回すと、眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「……窮きゆう屈くつだな。これが人の身か。よくもこんなものに押し込めてくれたものだ。その上、力自体へも封ふう印いんが施ほどこされているか……。どうにも力が出ないな」

　言いつつ、身体の感覚を確かめるかのように、腕うでもグルグルと回す。

　ただそれだけの動きに、戦乙女たちは反射的に退く。

「で、オーディンの走狗ども。歯向かおうとした奴やつは、地に額を擦こすりつけて詫わびていいぞ。そうすれば楽に喰くい殺してやる」

　マナが牙を剝き、ユーディットが息を吞のんだ。

「くっ……！」

　金きん髪ぱつの戦乙女は恐きよう怖ふを振ふり払うように顔を上げた。

「侮あなどらないでください！　魔狼とはいえ、封印を解かれた直後！　しかも、その力の大半は封ふうじられ、肉体すら人の身に押し込められていますわ!!」

　ユーディットが弓を捨て、剣けんを構え、他ほかの戦乙女たちもそれに続く。

「今ならば……わたくしたちでも、一いつ斉せいにかかれば討うてます!!　行きますわよ!!」

　叫さけび、ユーディットたち戦乙女がマナへと襲いかかった。

　ユーディット率いる三人の戦乙女が正面から突つっ込む。

　さらには残る戦乙女が横へ飛ひ翔しようしながら矢を連射する。彼女を包囲するように矢の雨が降りそそいだ。

　マナの身が揺ゆれた。

　その次の瞬しゆん間かん、マナは矢の雨をすり抜ぬけたかのように跳とび、空中にいる弓の戦乙女の一人に肉にく薄はくしていた。放たれた矢は彼女をかすめることもなく、背後に残る氷塊に突き刺ささり、破片を噴ふき上げるだけだ。

　驚きに目を見開いた戦乙女の前で笑うと、彼女はすれ違いざまにその翼つばさをつかみ、身体に足をかける。

　戦乙女の絶ぜつ叫きようが上がる。

　メリメリと翼を引きちぎり、マナは彼女を蹴り飛ばした。

　為なす術なく地面に叩きつけられた戦乙女を一瞥もせず、着地すると、彼女は引きちぎった翼に喰らいついた。

　しかし、一口かじっただけで、「ペッ」と唾つばを吐はき、それを投げ捨てる。

「ふん。なんだ。やっぱり本物じゃなくて、粗そ悪あくな呪アわンれドしヴ黄ア金リか。瘦やせた鶏にわとりの味もしない」

「マーナガルム!!」

　そこへ反転したユーディットたちが背後から斬きりかかる。

　マナの両手に銀の輝かがやきが宿り、まばゆい光として噴き上がると、形を成していく。

　現れたのは二本の剣、それも奇き妙みような形をしたものだった。

　一本一本がマナの身長にも匹ひつ敵てきする長大な片かた刃ばの曲刀だ。ただし、その刃があるべき場所には、狼おおかみの牙きばを象かたどったような鋭するどく大きくいびつで禍まが々まがしい鋸のこぎり刃ばが並ぶ。

「《双そう牙がハティ》」

　背後からの攻こう撃げきを、振り向くこともなく、マナは双剣で受け止めた。

　戦乙女たちの剣は《双牙ハティ》の牙に搦からめ捕とられ、引こうとしても動かない。

　牙が戦乙女の剣に食い込み、割り砕いていく。刀身を形作る牙が蠢うごめき、火か砲ほうが放った鉄の砲ほう弾だんをも斬り捨てた刃が双牙によってあっけなく半ばから喰い折られた。

　マナは振り向き、顔を驚きよう愕がくで強こわ張ばらせた戦乙女たちを《双牙ハティ》で薙なぎ払う。斬撃というにはあまりにも鈍にぶく生々しい音が響ひびき、甲かつ冑ちゆうで身を固めた戦乙女たちがまとめて両断された。

「そんな……！」

　その攻撃をかわしたのはユーディットただ一人だった。

　仲間たちの血にまみれて転がる彼女を顧かえりみることもなく踏ふみ越こえると、マナは残る戦乙女たちの一団へと歩を進める。

《双牙ハティ》の刀身は戦乙女の血で濡ぬれていた。しかし、その血潮は刀身に染み込むように、あるいは牙に啜すすられるかのように黒く溶とけて消えていく。

「まだですわ！」

　地に転がった仲間の剣をつかみ、ユーディットがマナの背後から、さらには弓を捨てた戦乙女たちが空中から、彼女を挟はさみ撃うつ形で襲おそいかかる。

「面めん倒どうだな」

　マナが大きく息を吸い込み、そして、吼ほえた。狼の遠とお吠ぼえにも似た咆ほう哮こうが響き、広間を揺るがし、空から襲いかかってきた戦乙女たちが吹き飛ばされ、地面に転がった。

　マナは双剣を地に突き立てる。

　振り向いた彼女の手は後方から突とつ撃げきしてきたユーディットの剣を軽く払いのけ、その顔をつかんだ。

「く、うぁぁぁ！」

　悶もだえながらも繰くり出そうとしたユーディットの剣を手でつかんで握り潰つぶし、彼女の頭をそのまま地面へと叩きつける。

　鈍い音が鳴り、ユーディットの足が跳はねた。

　地面に押さえ込んだユーディットの顔にマナがその唇くちびるを近づける。

　嗜虐的な笑えみに歪ゆがんだ唇から鋭い牙が覗のぞく。

「さあ、約束通り喰ってやろう。どこからがいい？」

　ユーディットはもがくが、マナの力の前にほとんど動くこともできない。

「こんな……！　こんなところで、わたくしは……！」

「怯おびえた顔がいいなぁ！　たまらない！　さあ、もっと恐怖しろよ！　貴様らの敵に、魔狼の牙に！」

「ユーディット!!」

　そこへ残る戦乙女が再突撃する。

　マナはそちらを見ることなく、身軽に身を翻ひるがえして攻撃をかわす。

　解放されたユーディットは一気に距きよ離りを取った。

　戦乙女たちが集まり、マナに向かって武器を構えるものの、それ以上は動けない。

　数すう瞬しゆんの攻こう防ぼうで戦乙女の半数が戦せん闘とう力を失い、ユーディットもまた剣を失なくしていた。

「ユーディット……。我々では無理だ。これ以上の戦いは……」

　戦乙女の一人がうめく。

「どうした？　もうかかってこないのか？　まだ戦ってあげてもいいんだぞ。お前たちの仲間を殺したんだ。さあ、攻撃して来い！　アタシと戦えよ！　神々の犬ども！　アタシを殺すんだろ！」

　マナは両手を広げ、挑ちよう発はつする。

　ユーディットは彼女を睨にらみ、屈くつ辱じよくにその身を震ふるわせるが唇を嚙かみ、堪こらえる。

「撤てつ退たいですわ……。わたくしたちの手には負えません。テュール様の指示を仰あおぎます」

「……テュール？」

　その言葉に反応し、マナが前へ出ようとする。

　しかし、戦乙女たちの動きは速かった。生き残った戦乙女たちは散開し、動けなくなった仲間と、亡なき骸がらを回収して、速すみやかに離り脱だつする。

　ユーディットは未練ありげに最後までマナとクラウスを睨みつけていたが、何も言い残しはせず、そのまま全速力で離脱していく。

　マナはしばらくの間、戦乙女たちの消えた闇やみを見つめながらも、やがて興味を無くしたかのように、大きく背せ伸のびしながら、あくびする。

　戦乙女の羽音が聞こえなくなった。

　そして、洞どう窟くつの広間には、マナとクラウスたち姉弟きようだいだけが取り残される。

「凄すさまじいな」

　クラウスは呆あきれた顔で言った。

　リンデは、マナが戦った跡あとをただただ呆ぼう然ぜんと見ている。

「人間が作れる範はん囲いで最強の武器だった火砲で歯が立たなかった相手を、一方的に倒たおすなんて。なんであの剣を素す手でで砕けるんだ。おかしいだろ」

　マナがクラウスたちのほうに顔を向ける。

　封印が破れたからか、氷に宿っていた光は目に見えて薄うすれ、闇が降りた洞窟の中、彼女の姿を地面に転がったランタンが照らし出す。

　炎ほのおの光を浴びてなお、その髪かみは銀色に輝いていた。炎よりもなお赤い瞳ひとみはじっとクラウスを見つめ、牙が覗く唇が笑みを形作る。

　彼女に対して、クラウスは芝しば居いがかった仕草で一礼した。

「マーナガルム。俺はベルトールの息子むすこ、クラウスだ。魔狼よ……」

「貴様の名にも、くだらない挨あい拶さつにも興味はない」

　マナは一いつ笑しように付す。

「だが、人間如ごときがアタシを利用したな」

　血の色をした瞳が、残る炎の色に妖あやしく輝く。

「戦乙女を退けるために、それだけのために、貴様はアタシをうまく使ったわけだ」

　クラウスはいつの間にか後ずさっている自分に気づいた。

「人間如きが。魔狼であるアタシをだ」

　マナが浮うかべる笑みは人のものではなかった。野生の狼のものとも違ちがう、獰どう猛もうで残ざん忍にんな笑みが美しい顔に浮かぶ。

　そして、次の瞬間、クラウスはマナによって地面に引き倒されていた。

「がっ……!?」

　抵てい抗こうをする間はおろか、その動きを察することもできなかった。

　倒されたクラウスにマナは跨またがり、自らの唇に舌を這はわせている。

　リンデが声にならない悲鳴を上げるが、クラウスはわずかに動くことすらもできない。

　叩たたきつけられた衝しよう撃げきに喉のどから呼気が漏もれ、押さえ込まれた身体からだがミシミシと悲鳴を上げた。

「人間。原初の呪じゆ術じゆつを知っているか？」

「原初の呪術？　魔法か？」

「神々の扱あつかう魔法。それは滅ほろびた古き巨きよ人じんどもの魔法の集大成、そこから洗練した高度な技術だ。アタシの身を封ふうじているのもそれだ。だが、神々は魔法という技術そのものを独どく占せんしている。霜の巨人ヨトウンの魔法や、流出した神界の魔法程度ではこの封ふう印いんを破ることは不可能だ」

「だが」と、彼女は続けた。

「魔法の根源は強い願いと、それをかなえるために払はらう犠ぎ牲せいにある。それこそが巨人の魔法よりも古い原初の呪術。魔法の根源。原初の呪術は大きな犠牲を求めるが、それゆえに強い力を持つ。神々の魔法をも打ち破るほどにな。神々の魔法は支し払はらうべき代だい償しようを抑えるための技術を高めたものだ」

「願いと犠牲か」

　クラウスは呟つぶやく。

「俺も伝説として聞いたことがある。かつて、神々の長おさ、オーディンは魔法の知識を得るために、自らを槍やりで刺さし貫つらぬき、世界樹の枝で首を吊つった。つまりは、自分自身を犠牲として捧ささげるという呪術を行うことで、魔法を得るという願いをかなえた」

「人間如きにしてはものわかりがいいな。あれも原初の呪術のひとつだ」

　マナの顔が近づく。その吐と息いきは血のような鉄の臭においでありながらもどこか甘い。

「つまりは、だ。犠牲さえ払えば、アタシの力を押し止とどめる封印を解くことができる。この忌いま々いましい肉体からアタシ自身を解き放つことさえもかなう。素す晴ばらしいと思うだろ？」

「犠牲さえ払えば……というところが気になるかな」

「小こ賢ざかしいな」

　マナの声は楽しげでいながらも、どこか冷たい。

「貴様の思うとおりだ、人間。貴様をその生いけ贄にえにしてもいい。だが……」

　嘲ちよう笑しようと共にマナは右手を振ふり上げた。メリメリと鋭い爪つめが伸のびていく。

「その前に、貴様の腕うでを、足をもいでやる。目を抉えぐる、舌を引き抜ぬく。魔狼を利用した代償としては安いだろ？」

「ちょっと高くないか？　それに舌は困る。俺の身体じゃ、腕よりも足よりも使える部分なんだ」

　背筋に冷たいものを感じながらもクラウスは喋しやべり続ける。

「それに……俺は戦乙女に追われて、苦くるし紛まぎれにお前を解放したわけじゃない。お前にとっても有用な話はあるし、そもそも、解放したわけだから、お前には一応、俺に対して恩が……」

「なあ、人間。貴様は鳥や猪いのししを捕つかまえた時、そいつと口を利きくのか？　人間如きの囀さえずりに、魔狼が耳を貸すと思うのか？」

「ま、待て……！」

　言葉通りマナは耳を貸すことなく、振り上げた鉤かぎ爪づめをクラウスに叩き下ろそうとする。

　その時、彼女の腕にしがみつく者がいた。

　声にならない声が漏れた。

　リンデがその小さな身体で、必死にマナの腕に抱だきついている。

「お姉ちゃん！　やめるんだ！」

　マナが無造作に腕を振る。

　それだけでリンデは払いのけられて、地面に叩きつけられた。

「……っ!?」

　彼女の唇から苦痛の息が漏れる。

「このクソ狼おおかみ！　お姉ちゃんに手を出すぐらいなら、今すぐ俺を喰くえ!!」

「黙だまれ、人間」

　クラウスの顔面を押さえつけて、マナは振り返る。

「バカな人間がもう一人いたのを忘れていたな。アタシに触ふれるとは、貴様は……」

　マナの言葉が止まった。

「姉弟なのか」

「そうだ。お姉ちゃんには手を出すな……！」

　リンデはその緑の瞳に涙なみだを滲にじませながらも、唇を嚙んで必死に起き上がろうとしていた。

　マナはその姿を見て、かすかに表情を陰かげらせる。

　何かを言おうと、リンデは口を開くが言葉は声にならない。

「なんだ？　この娘むすめ、言葉を……」

「神とかいう奴やつらに深く傷つけられてな」

　忌々しげにクラウスは言った。

「貴様らは……」

　言おうとしたところで、マナは目を丸くした。

　懸けん命めいに起き上がったリンデはマナを見み詰つめて何かを覚かく悟ごしたように頷うなずくと、唐とう突とつにその服に手をかけた。

　彼女はふわふわとした外がい套とうを脱ぬぐと、上着の前をはだける。

　簡素な下着に包まれた白い肌はだが剝むき出しになる。肉付きは悪く、その胸は平へい坦たんだが、長い旅の中でもなお滑なめらかさを失ってはいない。

　肌をさらした羞しゆう恥ちからか、頰ほおを赤く染めた彼女はマナから目を逸そらす。

「何故なぜ脱いだっ!?」

　魔狼に似合わぬ素すっ頓とん狂きような声が上がった。

「『クラウスを食べるなら、わたしを食べて……。怖こわいけど、痛いのは嫌いやだけど……でも、クラウスのためだもの。わたしはクラウスのお姉ちゃんだもん』……う、うぅぅぅ。お姉ちゃん……！」

　クラウスが唇くちびるを嚙みしめる。その瞳にもまた涙が滲んでいた。

「いい話みたいに勝手に言って、感極きわまるな！　貴様、あの娘むすめが喋らないからって、自分に都合がいいふうに話を盛ってるな!?」

「ふざけるな！　俺とお姉ちゃんは強い絆きずなで結ばれている。だから、俺にはお姉ちゃんが言いたいことが、声にせずとも伝わるんだ」

　リンデも強い覚悟を宿した瞳でマナを見つめて、首を縦に振っていた。

「そうなのか？　それでいいのか？」

「だが、そんなことよりも、クソ魔狼！　お姉ちゃんに手を出すのも喰うのも許さない！　喰うなら、俺を喰え！」

　クラウスが叫さけぶ。

　さらには服をはだけたままのリンデが首を横に振りながら、マナに突とつ進しんして腰こしのあたりにしがみつく。

「『食べて！　わたしを食べて！』やめろ！　やめるんだ、お姉ちゃん!!　くそー！　俺を喰えって言ってるだろ！」

「いや、だから……！　独ひとり芝居は……」

　言おうとしたマナは涙を堪こらえて必死にしがみつくリンデと目が合ってしまった。

　クラウスが叫び、リンデが必死でしがみついてくる。

「く、くそ！　実際、そのつもりなのか!?　だから、違う！　こ、この……。アタシは……その……！」

　マナは困り果てた顔で天を仰あおいだ。

「ああもう！　知るかー！」

　犬が濡ぬれた身体から水を払う時のように、その身をブルンと振るう。

　リンデが転がり、クラウスはその隙すきにマナの下から抜け出た。

　同時に彼は刀に手をかけた。

　それには目もくれず、マナは立ち上がると、頭を搔かき、深くため息をついた。

「もういい」

　疲つかれた顔で言うと、彼女はクラウスに背を向け、手を小さく振った。

「もういいから、どこかへ行け」

「どういうことだ？」

「貴様らにつき合うのに疲れた。貴様も姉も許してやる。封印のせいで、身体も重い……。だから、もうどこかへ行け」

　マナはボソリと「……姉弟きようだいを殺す趣しゆ味みもない」と呟く。

　そして、歩き出そうとした。

「断る。まだ話は終わっていない」

　クラウスが言った。

　マナはもう一度深くため息をつくと、立ち止まる。

「貴様は本物のバカなのか？　まだ懲こりないのか？　アタシを利用しようなんて、まだ考えているのか？」

「そのとおりだ。俺はお前を利用したい」

　クラウスはきっぱりと言い切った。

　マナの眉まゆがピクリと動く。

「俺がお前に望んでいるのは、戦乙女を追い払う程度のことじゃない」

　クラウスはリンデのもとへ歩み寄ると、彼女を後ろから抱いた。

　リンデもまたクラウスと共にマナを見つめる。

「俺たちは神々に追われている。戦乙女を退けたこと。それで奴らが諦あきらめるならいい。だが、戦乙女が舞まい戻もどるなら。あるいは、あの時のように、神々が来るなら……。お姉ちゃんを狙ねらうなら……俺は相手が神でも殺す」

　マナはしばらく黙り込む。そして、失笑した。

「たかだか戦乙女どもを相手に手も足も出なかった人間が何を言う。貴様如ごときは……」

「神々の黄昏。かつてあったと聞く、神々と邪じや悪あくな巨人の戦いくさ。その中で奴らは多くの巨人を葬ほうむった。その中には魔ま狼ろうの一族もいるんだろ？」

　クラウスの言葉にマナは笑えみを消す。

「だからなんだ」

　マナが言った。

　形のない、とてつもない圧力が放たれる。

　ただそれだけでクラウスはリンデと共にたじろぎ、後退させられる。

　彼女が踏ふみしめた地が砕くだかれ、喉のどの奥から響ひびく唸うなりは大気を揺ゆるがす。

　広い洞どう窟くつの天てん井じようからパラパラと石がこぼれ落ちた。

　しかし、クラウスとリンデは視線を逸らさない。

「蘇よみがえった魔狼。お前はその恨うらみを晴らさないのか？　一族の仇かたきを討うたないのか？　このまま逃にげ隠かくれするというのか？」

「黙れ」

「俺は確信した。そんな荒あらい気き性しようを持つお前が、誇ほこり高き魔狼の一族が、このまま逃げ隠れして、いずれ狩かり出されるような生き恥はじをさらすとは思えない」

「黙れと言ったぞ、人間！　貴様如きにアタシの何がわかる!?」

「知るか。だが、これだけは言える。神々を恨むお前と、神々を退けたい俺たちの利害は一いつ致ちする」

「利害の一致？」

　マナは笑みひとつ浮うかべぬまま鼻を鳴らす。

「それはアタシと同等の力を持つ者が言える言葉だろ。人間如きは何の役にも立たない。神々の犬如きを相手にしても無力なことは、今しがた証明されたところだ」

　マナの喉から獰どう猛もうな唸りが漏もれる。

「確かにアタシは戦う。神を喰い殺す！　だが、それは魔狼の生き残りであるアタシがやることだ！　神は殺す！　神は敵だ！　アタシは戦い、殺し、殺せなければ死ぬだけだ！」

「力を封ふうじられた身でそれができるのか？　それとも捨て鉢ばちか？」

　クラウスは怒いかりに燃えるマナの瞳ひとみの奥に、どこか乾かわいたものを感じた。

　燃え上がる怒りと憎にくしみとは裏腹に、彼女の心は乾き、冷えている。そんな印象を受けた。

「俺たちはお前とは違ちがう。別にこちらから奴らを殺しに行く気はない」

「なら、なおさらだ。貴様らとアタシの道は交わらない」

　クラウスは首を横に振ふる。

「だが、奴らは俺たちを追ってくる。お姉ちゃんを殺そうとする」

「そこの娘を？　何故だ？」

「わからない。だが、それが事実だ。俺たちは人界ミズガルズからこの地の果てまで逃げてきた。それでもまだ奴らは、俺たちを追い回す」

　クラウスはマナのほうへと足を踏み出した。

「俺とお前の目的は違う。だが、道は交わっている。俺たちは神々奴らに狙われている。お前は神々を殺したい。なら、共に行けば、奴らと戦うことになるはずだ」

「そんなもの、アタシ自らが、神々を探し出して殺せばいいだけだ。神界に行けばいい」

「そうかもな。だけど、この世界はお前の知る世界なのか？」

「なに？」

「お前が封ふう印いんされてどれだけの時間が過ぎた？　ここはまだお前が知るままの世界なのかと聞いているんだ。例えば、お前は月を喰くったという。だけど、俺はそもそも、月なんてものを見たことがない。かつて太陽と共にあった星だと聞いたことがあるだけだ」

　マナが言葉に詰つまり、口をつぐむ。

「それでも……神界の場所が変わるわけじゃない」

「テュール」

　クラウスはその名を口にした。

　マナの表情が強こわ張ばる。その奥歯がギリと音を立て、踏みしめた岩の地面が再び砕ける。

　叩たたきつけられる怒ど気きに、今度は退ひくことなく、クラウスはその目でマナを見み据すえる。

「戦乙女が言った名前だな。神の名のはずだ」

「だから、何だ？　返答次し第だいでは、首をもぐ」

「テュールがいる場所を、俺は知っている」

「それがどうした。そんなことで交こう渉しように……」

「お前とテュールの間に何があるかなんて、俺には関係ない」

　そう言うと、クラウスはリンデの手を引いて、洞窟の奥、戦乙女たちが飛び去って行った方向へと歩き出す。

「だが、俺はテュールが治める地に用があるんだ。そう言ったらどうする？」

「……貴様」

「俺の最新の知識で案内してやってもいいんだぞ」

　マナは黙だまり込む。

　クラウスは構うことなく歩いて行く。

「貴様が必要になることなど、あるわけがない」

　そう言うと、マナはクラウスと距きよ離りを開けたままで、彼と同じ方向へ歩き出す。

「ただ、今は行く道が同じだけだ」

　クラウスは赤い帽ぼう子しのつばをわずかに下げた。

「それでかまわない。が……道は交わっていたようだな」

　帽子で隠した顔の、その口元に小さな笑みが浮かぶ。

「ただ、その道の中で、お前にとって俺が必要だということがわかるだろうな」

「世よ迷まい言ごとを」

　呆あきれた顔で言って、ふとマナは眉を上げる。

　彼女は不ふ審しんげな顔で、クラウスと並んで歩くリンデをチラリと見る。

　眉まゆ根ねに皺しわが寄る。腕うでを組み、首を傾かしげる。

「……どうでもいいが、その娘むすめは妹じゃないのか？」

　マナは思わず問う。

「お姉ちゃんだ」

　クラウスが真顔で答え、リンデが深く頷うなずく。

「いや、だが小さ過ぎるだろ」

「お姉ちゃんだ」

「……そうか」

　マナは納なつ得とくのいかない顔で頰ほおを搔く。

　そして、もう一度、リンデを見た。

　その視線に気づいたリンデが怯おびえた様子を見せた。自らを抱だくようにした彼女の姿はどこか怯えた子こ兎うさぎのようでもあった。

「……かわいい。撫なでたいな」

　マナがポツリと言う。

「え？　お前、今、何て言った？」

「なんでもない」

　顔を背そむけつつも、マナはチラチラとリンデの様子を窺うかがっていた。







[image: ]




　マナが封じられていた広間から、グリパヘリルの洞窟を抜ぬけるまでは、氷の国ニヴルヘイムからの距離を思えば、それほど時間はかからなかった。

　赤い帽子を押し上げると、クラウスは空を見上げる。

　数日を洞窟の中で過ごしていたこともあり、かなりの眩まぶしさを覚かく悟ごしていたが、日中にもかかわらず、その国の光は弱かった。

　空には鉛なまり色いろの雲が重く垂れこめ、大地に届くはずの太陽の光を遮さえぎっている。

　クラウスたちの前に広がるのは、一面の荒こう野やだった。

　曇どん天てんの空と同じく色あせたその地には、岩と砂ばかりが広がる。時々、背の低い木が見えるものの、その木も緑の葉はほとんどつけておらず、枯かれかけているかのようだった。

　荒野を横切り、川が流れているが、その水は澱よどんでいる。

　振り向けば、氷の国と死の国ヘルヘイムを隔へだてる峻しゆん厳げんな山脈がそびえていた。

　山やま肌はだの一部にぽっかりと空いた洞窟の出口の周りには誰だれが作ったものなのか、見上げるほどに巨きよ大だいな石像が並ぶ。だが、その顔は削けずり落とされ、石像自体も半数が崩くずれて、もはや何を意味していたものなのかもわからない。

「ここが死の国か」

　クラウスはその国の名を口にした。

　彼のすぐ横にはリンデが並び、クラウスと固く手を繫つないで立つ。

　その後ろではマナが興味なさそうにあくびしていた。

「……っ!?」

　リンデが小さく息を漏らし、クラウスに身を寄せた。

　彼女の視線の先に目をやったクラウスもまたわずかに驚おどろいた表情を見せる。

　先ほど、クラウスたちが抜けてきたグリパヘリルの洞窟の出口から、人が列を成して歩み出してくる。

　列はまったく何もない場所に忽こつ然ぜんと出現していた。彼らはクラウスたちをチラリと見ながらも、そのまままっすぐに死の国の奥へと向かって歩いていく。

　よく見れば荒野には同じように列を成している人々がいた。

　その顔色は一様に青白く、目には生気が感じられない。

「何を驚いている、人間。あれは死者たちだ」

　マナが口を開いた。

「この死の国は死者の魂たましいが至る場所。ここに至った死者の魂は血と肉を持つ」

　洞どう窟くつの出口からは次々と新たな死者たちが肉体を持ちながら歩み出してくる。

「人間の死者のうち、戦士の死者は主神オーディンと豊ほう穣じようの神の片割れフレイヤが分け合い、死者の軍勢として迎むかえる。水死者は海神エーギルが管理する。それ以外の死者が訪おとずれるのが、ここだ」

　マナの言うとおり、現れる人々には女性や子供、老人、戦士には見えない者たちが多い。

「死の国の支配者は女王ヘル。あいつはこの国を統治しない。何もないこの場所で、死者たちは望むことをして過ごす。あるいは何もせずに朽くちていく。唯ゆい一いつ、この国から出ることができないという掟おきてを課せられてだ」

　マナは洞窟を振り返った。

「その境を護まもる者。それが魔ま狼ろうガルムだった」

　ポツリと言うと、彼女は荒野の向こうへ目をやる。

「だが……今は少し違うようだな」

　マナが一歩を踏ふみ出す。

　まばらに生える低い木々と枯れた草、岩が転がる大地の向こう、荒野を横切る川のさらに先に、城じよう壁へきに護られた街らしきものがかすかに見えた。

「あそこには、ヘルの屋や敷しき、エーリューズニルがあったはずだ」

「そのとおりだ。マーナガルム。だがもうヘルはここにはいない」

　クラウスは言う。

「神ラ々グのナ黄ロ昏クの後……つまりは、お前が封印された後なんだろうな。死者の女王ヘルは姿をくらませたと聞いている」

「あの女は巨きよ人じんに加勢したからな。自らが従える死者たちを巨人の軍勢に加えた」

「俺はお前と違って若いから伝承に残る話でしか知らないが。戦いくさに勝利した神々はこの死の国へも兵を進めた。だけど、その時にはもうヘルの姿はなかったそうだ」

「なら、今、ここを統治する者がいるとすれば……。そうか。ここなのか」

　マナの声に明らかな殺意が滲にじむ。

「察しがいいな。さすがは伝説の魔狼」

　クラウスは頷いた。

「司法と戦の神テュール。それが現在の死の国の支配者だと聞く」

「奴やつがここに……」

　マナは牙きばを見せて凄せい惨さんな笑えみを浮うかべた。

　彼女はそのまま歩き出す。クラウスたちもそれに続いた。

「人間。貴様の案内とやらは必要ないようだな」

「そう言うな。むしろ、俺は魔狼マーナガルムと司法神テュールの因いん縁ねんに興味があるな」

　そう言ったクラウスの喉のど元もとにマナの爪つめが突つきつけられていた。

　彼は何の反応もできない。皮が破れ、血が一いつ滴てき流れる。

「貴様に話す必要があると思うか？」

「好こう奇き心しんは旺おう盛せいなほうだし、情報は握にぎっておきたいんだが……」

　マナの爪に力が込められる。

「今はやめておいてやるよ」

「賢けん明めいだが、貴様はどうして、そんなに態度がデカいんだ。たかが人間の分際で」

　マナは半ば呆れた顔で言うと、爪を引いた。

　クラウスの横ではリンデがホッと胸を撫で下ろす。

「むしろ、アタシが聞きたいな。生きた人間が死の国に何の用だ？」

「『貴様に話す必要があると……』」

「アタシの声真似まねはやめろ！　案外似ているのが腹立たしい！」

「戦乙女ヴアルキユリアを騙だました時のは、俺の考えたマーナガルムの声でしかなかったからなぁ。俺には何事でもより完成度を高めたい欲求があるんだ。案外、声が愛らしいのは驚きだった」

「愛らしい……」

　マナが声を詰つまらせる。目を丸くした顔、白い頰に朱しゆの色が落ちた。

「……え？　照れてるのか？　魔狼」

　それを見て、クラウスもまた意外な反応に戸と惑まどいを覚えたが、顔には出さなかった。

「照れるか！　バカか、貴様!?　魔狼に愛らしいとか言う奴は初めて見た。それだけだ」

　声を荒あらげつつ、彼女は自分の身を顧かえりみる。

「……そうか。今のアタシは人の身に封ふうじられているからな。人の基準ではそうなのか」

「まあ、確かに。美人だ」

　平然と言いつつも、クラウスは自分の言った台詞せりふになんとなく照れる。

　実際、マナは美しいと、クラウスは思う。

　氷のような美び貌ぼうという表現が似合う冷たく整った顔つきをしていながらも、切れ長の目の奥、赤い瞳ひとみには相反する情熱的な感情が宿る。均整の取れたしなやかな体つきと、戦いの中で見せた荒あら々あらしく野性的な身のこなし。それらが奇き跡せき的なバランスでせめぎ合い、月喰くらいの魔狼という銀の少女の美しさを作り上げていた。

「何を見ている」

　言われて、クラウスは我に返る。

「あえて言えば愛らしいという言葉に照れた魔狼の顔を……」

「うるさい。もうそれはいい！　いいから、貴様の目的を吐はけ」

　マナが唸うなり声を上げた。

　クラウスもまた、彼女の姿に感じた想おもいをおくびにも出さず、口を開く。

「死の国に用があったんじゃない。グリパヘリルに封じられているという魔狼の助力を求めてだ。つまりは、お前が欲しかった」

「な……」

　クラウスがしれっと言うと、マナは目を見開き、言葉に詰まる。

「……と言ったら？　って、続けようと思ったんだけど……。まさか、また照れたのか？」

「だから、照れるか！」

　マナはクラウスの胸むなぐらをつかみ上げた。

「おい、人間。魔狼を侮あなどるなよ。貴様の五体を引き裂さくことがどれほど容易たやすいか、理解できないほど愚おろかか？　それとも今のアタシが人間をどこまで投げ飛ばせるか、記録を取る手伝いをしてくれるのか？」
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「いや、俺も驚いた。魔狼がこんなに純じゆん朴ぼくな反応を見せるなんて……痛っ!?　いったぁっ!?　お姉ちゃん!?」

　リンデがクラウスの太ももを思いきり平手で叩たたいていた。柔やわらかそうな頰ほおを紅潮させ、さらには膨ふくらませた彼女は、手首のスナップを効かしてもう一発、クラウスのももを叩く。

「『女の子をからかうようなことを言う、クラウスなんて大だい嫌きらい！』だって!?　ゴメン！　ゴメン！　ちょっとした軽口なんだ！　反省してるんだ！　だから、許して……！　地味に確実に痛いし……！　お姉ちゃんに嫌きらわれたりなんかしたら、俺は……」

　マナに吊つるされたままでクラウスは必死に謝る。

　もう一発叩こうとしてリンデは戸惑い、手を止めた。それから彼女はクラウスの太ももを優やさしく撫なでる。その顔には本当に申し訳なさそうな表情が浮かんでいた。

「『反省したならいいの。わかってくれればね。ゴメンね。クラウス。痛くしちゃって……ナデナデしてあげるから。ね？』……ふふふ。お姉ちゃんの飴あめと鞭むち。これだから、お姉ちゃんはたまらない。どうだ？　マーナガルム。俺のお姉ちゃんは厳しくも優しいだろ」

「人間、お前……」

　何とも言いがたい顔でうめくと、マナはクラウスを放り投げて、後ろに下がった。

「痛いな。もっと丁てい寧ねいに扱あつかえよ」

「うるさい。貴様はちょっと気持ち悪い。アタシに近づくな。姉が好き過ぎだろ」

　マナは思わずえずきそうになる。

「まあ、それはともかくだ。俺とかわいいお姉ちゃんがこの国に来た理由だったな」

「当たり前みたいに話を続けるな。アタシは心底引いてる。同じ空気を吸いたくない」

「さっきも言ったとおり、俺とお姉ちゃんは……いや、お姉ちゃんは神々に追われている」

「それだ。人間などを神が狙ねらうわけがない。貴様らにはそんな価値はないはずだ」

「お姉ちゃんの可か憐れんさ以外は確かにそうだ。だけど、事実、俺たちは戦乙女に追われ続けてきた。そして、俺にもお姉ちゃんにもその本当の理由がわからない。だからこそ、理由を知りたい。それを知るかもしれない人たちに会いたい」

　うつむいたリンデの髪かみをクラウスは優しく撫でた。彼女は抵てい抗こうしない。

「死んでしまった人たちに……」

　リンデがクラウスの袖そでを引く。彼女はクラウスを見上げ、悲しげに首を横に振ふる。

「そうだね。今のは俺の目的だ。俺はただそういう打算のみで死の国を目指していた。だけど、お姉ちゃんは違ちがう」

　クラウスは小さく息を吐く。

「お姉ちゃんはただ純じゆん粋すいに、父さんや母さん、村の仲間たちに会いたいんだ。神々に殺された人たちに……」

「貴様らそうか……。親を……」

「勘かん違ちがいはしないでほしいんだが、お姉ちゃんは心優しいからそういうふうに考えている。だけど、俺は違う。死んだ人たちは死んだ人だ。それに引き摺ずられたりはしない」

　クラウスはリンデを優しく抱だき寄せた。

「俺はお姉ちゃんが生きてさえいてくれればいい。そのための情報を得るために、ここに来た。その事実は変わらない」

　クラウスに抱いだかれたリンデは逃のがれようともがき、彼の身体からだを叩く。

　彼女はクラウスの言葉を否定するように、しきりに首を横に振る。

「『そう……。クラウスは目的のためには手段を選ばない。かつての肉親に情も抱かない。非情な男なの。だけど、わたしは……お姉ちゃんはクラウスのそんなところが好き……やだ！　姉と弟の関係としてよ！　勘違いしちゃイヤ！』だって!?」

　リンデはクラウスの手に指を絡からめて、そのまま器用に指を固めた。

「いたたた!?　お姉ちゃん!?　いたたたたっ!!」

「今の声真似はその娘むすめの本意じゃなかったわけだな。なんとなくわかってきたぞ」

　マナはなるほどと頷うなずいた。

「人間。貴様、気持ち悪い上に、案外、めんどくさい奴だな。それは十分にわかった」

「うるさい！　お前なんかに、俺とお姉ちゃんの何が……いたたたっ!?　わかった！　わかったから、お姉ちゃん！　マナにちゃんと謝るから！　マナ、ゴメン！　悪かった！」

「いや、謝られても。あと、貴様の姉は案外、痛めつけ方が見事で驚おどろいている」

　クラウスが悲鳴を上げるのを、マナは呆あきれた顔で見ていた。




　　　　◆　◆　◆




「遠目にもデカいとは思っていたけど……」

　クラウスはその城じよう壁へきを見上げ、思わず口にする。彼の傍かたわらではリンデも呆あつ気けに取られていた。

　荒こう野やを流れる川にかかる大きな橋を越こえ、休息を交えつつもさらに二日を歩き、クラウスたちはグリパヘリルの出口から見えていた城じよう塞さいに辿たどり着いた。

　かつてヘルの屋や敷しき、エーリューズニルがあったという場所に築かれた城塞。近くで見るその城壁はクラウスが人界では見たこともないほどに高いものだった。

「それにこの城壁、何重もあるな。これは」

　ぱっと見ても三重以上の城壁がその街を取り囲んでいることがわかる。

　さらには一番外側の城壁はいまだ建築中で、外側には足場が築かれていた。

　多くの人々が城壁に取りつき、工事を進めているが、そこに張り巡めぐらされた足場は狭せまく、傍はた目めにも脆もろく見える。

「死者か」

　クラウスは彼らを見て呟つぶやく。そこにいる者たちは誰だれもが、一目見てわかるほどに血色が悪く、目には生気がない。虚うつろな目のまま、彼らは城壁を築き続けている。

　強制的な労働に見えるものの、奇き妙みようなことにそれらを監かん督とくするものは少なかった。逃とう走そうを見張る兵士などの姿は一いつ切さいない。

　リンデがクラウスの袖を引いた。

　彼女が見ているほうに、クラウスも視線をやる。

　城壁の建材にもたれかかりぐったりとうなだれた死者たちがいる。彼らは動かず、呼吸すら止まっているように見えた。屍しかばねのように地面に転がり、ピクリとも動かない者たちもいた。

「……っ!?」

　リンデが息を漏もらした。

　バキリと、木が折れる音がして、城壁の足場が壊こわれた。死者の男の一人がそこから足を滑すべらせて落ちる。

　かなりの高さから落ちた男の身体は頭から地面に叩きつけられた。何かが潰つぶれる音が鈍にぶく響ひびく。

　彼は大きく痙けい攣れんすると、動きを止める。その下に赤黒いものがじわりと広がっていく。

　しかし、それを見ても、誰も助けようとはしなかった。一いち瞥べつしても、ただ黙もく々もくと自分の作業を続けるだけだ。

　リンデが駆かけ寄ろうとする。

「待って。お姉ちゃん」

　クラウスはそんな彼女を止める。

「『だって、早く助けないと死んじゃうわ！』というお姉ちゃんのその優しい心は本当に尊いものだと思う。さすがはお姉ちゃんだ。でも……。あれは多分」

　クラウスは落ちた男を指差す。その身体がピクリと身じろぎする。

　リンデが目を見張った。

　男はよろよろと立ち上がり、流れた血を拭ぬぐうと、何事もなかったかのように、再び城壁に取りつき、また作業を再開した。

　また、別の男が落ちるが、それもまたしばらくすると蘇よみがえる。

「死者はもう死なない」

　マナが当たり前のことのように言った。

「死んだとしても、すぐに蘇る。あの肉は魂たましいが形となっただけで、本質は生きた肉じゃない。だから、五体をバラバラに刻んだとしても、夕方には生き返る。腹を満たす必要すらない」

　マナは地面に転がる死者たちに目をやった。

「そして、この死の国で存在することに倦うめば、死者たちは朽くちていく。存在する意志を失った魂が滅ほろびるわけだ」

　マナがあごで指した死者はその肉体を半ばまで崩くずれさせていた。破れた皮ひ膚ふの下、剝むき出しの肋ろつ骨こつが覗のぞき、死体そのもののようにも見える。

「ガルムによって生者の世界と隔かく離りされ、死者として生の未練を営む静かな世界。それがかつての死の国だったはずだ」

　言いながら、マナは忌いま々いましげに死者たちが築く城壁を見上げる。

「テュール……。何を考えている。何故なぜ、こんなものを築く」

　マナは城門へと目をやった。グリパヘリルから列を成してやってくる死者たちはそこに入っていく。

「ここにいるのか。テュール」

「それはどうかな」

　クラウスが言うと、マナが不快そうに顔をしかめる。

「どういうことだ？　返答次し第だいじゃ、ねじ切るぞ」

「どこをだよ。そんなことより、あれを見るといい」

　クラウスが指したのは、色あせた荒野のはるか先だった。

　死の国の光景は川や城塞を除けば、地の果てまでただただ岩と砂、まばらな木々があるだけだ。

　だが、その果てには別の城壁があった。

　死の国の奥には、さらに長く続く防ぼう壁へきらしいものまでもが築かれている。まだ建造途と中ちゆうの防壁は、エーリューズニルの城塞が玩がん具ぐに見えるほど、信じがたく長大なものだ。

「この街を防備に使う気でいるとすれば、ここが抜ぬかれた時のためか？　奴やつらは何に備えている？　何に怯おびえている？」

　防壁の向こうにもまた荒野があり、そこにもまた建造途中の城塞都市らしいものがある。

「どうだろうな。このどれかにテュールがいる。そう考えるのが妥だ当とうだとは思うが……」

「貴様、知っているわけじゃないのか？」

「俺の類たぐいまれなる話術で聞きだすことぐらいはしてやるよ」

　舌打ちするマナを無視して、クラウスはさらに遠くに目を凝こらす。

　灰色の空には九つの世界に広がる世界樹ユグドラシルの枝が見える。

　空を天てん蓋がいのように覆おおうそれがある光景は氷の国や、クラウスたちの故郷、人界から見るものと似ていた。

　大樹の幹は後方を見れば、はっきりと見える。氷の国との間を隔へだてる山脈よりも高く、世界樹ははるか彼方かなたにそびえ立つ。

　九つの世界を繫つなぐ根の数本は枝と同じように空をまたぎ、空から地へと続く柱のように、この死の国の大地にも根ざしていた。

　それは城塞や防壁の彼方、死の国の奥底にある。

　クラウスは目を細めた。

　根の周囲に黒い影かげが雲うん霞かの如ごとくまとわりついているのが見える。

「あの根の先はフェルゲルミルと呼ばれる泉に浸つかっている」

　マナは言った。

「そして、あの根に群がっているのは、黒こく竜りゆうニーズホッグの群れだ」

「グリパヘリルでもあれの幼体を見た。世界樹と死者を好んで喰くう悪あく食じきの黒竜。世界樹が朽ちかけている原因だと聞いている」

　そびえる世界樹の葉の多くが赤茶けていた。そもそも、その葉すら少なく、枝や幹の表皮には剝はがれ落ちた部分が目立つ。

　いつから存在するのかもわからないその大樹が、死に向かって傾かたむいているのは明らかだった。

　グリパヘリルで見た不気味な幼体の群れがクラウスの脳のう裏りをよぎる。

　蛇へびのようでありながらも無数の脚あしと甲こう殻かくを持つ生物。洞どう窟くつの暗がりの中で、数えきれないほどのニーズホッグが、フェルゲルミルの泉の底から枝分かれして地下を這はってきた世界樹の根の先せん端たんに群がっていた。

　もし、世界樹が枯かれれば、あの樹によって繫がっているとされる九つの世界はどうなるのか？　海を隔てて、空に、地下にまで広がる九つの世界はバラバラになるのだろうか？

　なんともいえない怖おぞ気けを振ふり払はらい、クラウスは世界樹の幹を顧かえりみる。

　世界樹の別の根が下りる先、山脈の向こう、ここからは見えない海の彼方、九つの世界の真ん中には、クラウスたちが生まれた人界があるはずだ。さらにその中心には神々が住まう神界アースガルズが存在する。

「なんだ。門はまだできてもいないのか」

　そう言うと、マナは無造作に城門のほうへと歩き出した。

　彼女が言うとおり、城じよう壁へきの門はまだ築かれてもおらず、門衛の姿もない。

「魔ま狼ろう様は警けい戒かい心しんがないのか」

　一いつ瞬しゆん、止めようと思いつつも、クラウスはそんな言葉でマナが止まるとは思えないと考え直し、リンデと共にマナの後を追う。

　実際、門の内側にも見張りらしい者はいなかった。

「ここ自体が建造中だからか……。それとも、恐おそれる者がいないからか……」

　後者だとすれば、何故、こんなものを築く必要があるのか？　神々の黄昏の戦いくさによって、神々に敵対する勢力は壊かい滅めつしているはずだ。

　疑問が頭をもたげたが、答えは出なかった。

　城壁は全部で六重だった。城壁自体はどれも分厚く、例えば、大量の火か砲ほうを用いても簡単には破は壊かいできないと思えるものだった。完成したものに神々が魔法を用いていればなおさらだ。

　さらには、それぞれの門の位置をずらすことで敵が一気に侵しん入にゆうできないようにし、城壁には多くの銃じゆう眼がんや何か大型の兵器を設置するための設備などが用意されてもいる。

「本当に何と戦う気だ」

　呟くクラウスはグリパヘリルから歩んできた死者たちに交じり、六重の防壁を抜けた。

　防壁の内側には兵舎や厩きゆう舎しや、その他ほかにも倉庫らしいものなど、戦に用いるための設備が立ち並んでいる。明らかにそこは人が住むための場所ではなかった。

　その中を死者たちが行き来し、新たな建物を作り続けている。彼らの誰もが虚ろな目をし、道のあちこちには朽ちかけた死者たちがうずくまる。

　グリパヘリルからやって来た死者たちは何かに引き寄せられるかのように、黙々と街の中央を目指して歩いていた。

　マナが足を止める。

「あれは何だ？」

　彼女の視線を追い、クラウスは小さく息を漏らす。

　兵舎や倉庫の向こう、グリパヘリルから来た死者たちが向かう先、城じよう塞さいの中央に、黒い石柱がそびえていた。よく磨みがかれ滑なめらかに黒光りするそれは、石柱というよりも石せき碑ひに近い。それにしても大き過ぎるものだった。

　その表面には何かがビッシリと刻み込まれているのが、遠目にもわかるが、距きよ離りがあり過ぎて、何が刻まれているのかはクラウスには見えなかった。

「あそこには何があったんだ？　ヘルの屋や敷しき、エーリューズニルか？」

「そのとおりだ。この城塞はかつてのエーリューズニルを中心に築かれているようだな」

　マナが牙きばを見せた。

「死者が最初に向かう場所。そして、エーリューズニル。なら、やはりここに……」

　マナが足を踏ふみ出そうとするが、それよりも前にリンデが飛び出した。

　彼女は声にならない声を上げて、クラウスの袖そでを引いて振り返る。その表情は驚おどろきとも、喜びとも、悲しみとも言いがたい。

「お姉ちゃん？」

　切実に訴うつたえるようなリンデが指差した先に目をやる。

「あいつ……」

　クラウスは驚きの声を漏らした。

　資材を運び行き交かう人の中に、クラウスは見覚えある人物を見つけた。

「ブルーノ」

　その名を口にする。

　氷の国での戦乙女との戦いで共きよう闘とうし、命を落とした壮そう年ねんの戦士がそこにいた。

　彼の肌はだは青白く、生前の武装は身につけていない。ブルーノは明らかに死者だった。

　同時に、クラウスは違い和わ感かんを覚える。

　今、視線の先にいるブルーノは姿自体はほぼそのままながらも変わり果てていた。

　ブルーノの顔からは、戦乙女を相手に命がけの戦いを挑いどんだ覇は気きは失われていた。

　彼は疲つかれ果てた表情でうつむき、石材を運び、積み上げ続けている。

　時折、何かに怯えるように周囲を見回していた。

　死者の目に生気はないものだが、今のブルーノの澱よどみ、怯え、疲ひ弊へいした顔は、クラウスが見たこともないものだった。同じ顔をしていても、生前とはまるで別人だと彼は思う。

　リンデもまた今の彼の姿を案じていた。

「お姉ちゃんの言いたいことはわかる。だけど、あれはブルーノだ」

　言いつつも、クラウスは変わり果てた彼の姿から目を逸そらしてしまった。

「あいつが死んだ戦いから一か月。俺たちはずいぶん回り道をしてしまったけど……。死者ならもっと早く辿たどり着いたんだろうか」

「知り合いか？　お前が思うよりも死者の足は速いぞ。疲れることも、眠ねむる必要もないわけだからな。死の国に引き寄せられ、ただ歩き続ける」

　クラウスとリンデの様子に興味を示したのか、マナは言った。

「マナ。死者は生きている時とは変わってしまうものなのか？」

「変わるだろ。生にしがみつく努力をする必要がなくなる。たいていは気力を失なくす。そして、いずれ朽くちていく。ゆっくりとだがな」

「それにしても……」

　クラウスはブルーノの姿に異質なものを感じた。

　彼は極きよく端たんに何かを恐れている。

　その時、怯えるように周りを見ていたブルーノとクラウスの目が合った。

　ブルーノは驚きに目を見開く。

　クラウスはどんな表情を浮うかべていいものかと迷いつつも、帽ぼう子しを取った。

「クラウス！　てめえ、ここに……！」

　ブルーノは足を止めた。一瞬笑おうとした彼の表情が歪ゆがむ。

「ち、違ちがう！　今のは……！　仕事を放ほう棄きしたわけじゃ……！」

　ブルーノの喉のどが詰つまり、声が止められた。

「ぐぇっ」

　彼の喉に荒あら縄なわが巻きついている。

　それは何もない虚こ空くうから唐とう突とつに姿を現していた。縄なわのもう一方の端はしは空に消え、どこにも繫がっていない。

　ブルーノの身体からだが吊つり上げられる。喉を搔かき、もがくが逃のがれることはできない。

「ブルーノ！」

　彼のもとに駆かけ寄ろうと、クラウスは地を蹴ける。

　しかし、もがきながらも、ブルーノは手でそれを制した。

　それを見たクラウスの足が緩ゆるむ。

　直後、ブルーノの首がゴキリと嫌いやな音を立てた。

　クラウスが声を上げ、リンデの膝ひざが折れる。

　ブルーノの長身はどこに繫がっているのかもわからない荒縄にダラリと吊るされていた。

　数秒を待ち、縄が忽こつ然ぜんと消えた。最初から何もなかったかのように跡あと形かたも残らない。

　そして、解放されたブルーノの身体が地面に叩たたきつけられた。

　クラウスとリンデは駆け寄り、彼を助け起こす。

　だが、その首は確実にへし折れていた。呼吸も脈もない。

「いや、だけど……。ブルーノは死者なはず」

　彼の言葉に応えるように、見開かれていたブルーノの目が焦しよう点てんを取り戻もどした。

「がはっ！」と咳せき込み、その身体を大きく震ふるわせると、ブルーノは身を起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか？　と聞くのはちょっとおかしいか？」

　ブルーノは応えない。彼は頭を抱かかえて小刻みに身体を震わせている。呼吸は荒あらい。

　リンデが優やさしくその背を撫なでる。

　徐じよ々じよにブルーノが落ち着きを取り戻していく。

　そんな中、クラウスは周囲の様子を窺うかがっていた。

「今の縄はなんだ」

　誰だれか攻こう撃げきを仕し掛かけた者がいる。そう考えたものの、周りにいるのは死者たちだけだった。

　彼らは首をへし折られて一度死んだブルーノを気の毒そうな目で見るものの、誰も助けようとはせず、黙もく々もくと作業を続けているだけだった。

「すまねえ……。クラウス」

　震えが残る声でブルーノは言った。

　彼は額を押さえ、頭かぶりを振り、それから、ようやく顔を上げた。

「久しぶりだな……」

　そう言った彼の目はわずかに濡ぬれていた。怯おびえ、泣いたのだということを、クラウスは理解する。

　生きていた頃ころのブルーノは決して他人に涙なみだなど見せる男ではなかった。

「そうか……。てめえも死んだのか」

「いや。実は生きている」

「なに!?」

　クラウスはリンデを抱だき寄せる。

「見てわからないか？　俺たちは生きたまま、ここに来たんだ」

「な……。そうなのか……。俺はてっきり、てめえも死んだものかと……。俺と同じになったもんだと」

　驚き、それから、ブルーノは目を伏ふせた。

「情けない姿を晒さらした」

「そんなことはない」

　クラウスが言ったものの、ブルーノは首を横に振る。

　彼の表情にはまだ恐きよう怖ふが残る。

「ブルーノ……。今のは何だ？　お前たち死者はここで何をさせられている？」

「それは……」

　答えようとブルーノは口を開き、だが、迷い、言葉を止めた。

「いや。今日はもう刑けいを執しつ行こうされた。大丈夫なはずだぜ」

　恐怖を押し殺すように自らの胸をつかみ、ブルーノは立ち上がる。

「ここで話せば、他の奴やつらの邪じや魔まになる」

　ブルーノが歩き出す。

　ついて行こうとして、クラウスはマナを見た。

「お前にも情報は必要だろ」

「まどろっこしい」

　不満げながらも、マナはクラウスに続く。




　　　　◆　◆　◆




「そうか……あのあと、そんなことになったのかよ」

　城塞の内側、既すでに完成した兵舎の陰かげで、ブルーノは壁かべにもたれていた。

「月喰くらいの魔ま狼ろうか……。にわかには信じがたい話だが」

　チラリとマナを見る。

　マナはそれには興味を示さず、不ふ機き嫌げんそうな顔で佇たたずんでいた。

「あの時死んだ奴らを何十人もここで見かけた。俺が神々なんかに勝てると思い込んだから……神に歯向かったから、死の国なんぞに……」

「いや、読み違えたのは俺だ。戦乙女の強さを甘く見ていたんだ」

　クラウスが言ったが、彼は首を横に振ふった。

「全すべての責は俺にある。てめえも巻き込まれたんだ」

　ブルーノは悔くやしげに拳こぶしを握にぎりしめる。

　それに対して、クラウスは何も言えなかった。

「……なあ、ブルーノ。ここは何なんだ」

　クラウスは代わりに問う。

「この城じよう塞さいは何だ？　それに、さっき、お前を襲おそった縄は？　誰がやった？　そもそも、あれは攻撃なのか？　死者たちは何をさせられている？」

「焦あせるなよ。ちゃんと答える」

　ブルーノはやはり何かに怯えるように周囲に視線を走らせる。

　恐怖を抑おさえ込もうとするように奥歯を嚙かみしめてから、ブルーノは口を開く。

「クラウス。てめえも知っているようだが、この国を支配するのは法と戦いくさの神テュールだ。この城塞は奴の命令で死者に築かせている」

　ブルーノは遠くで工事を続けている人々に目をやった。

「俺たちは血と肉を得ても、それはもう生きた者とは違う。飯も睡すい眠みんも必要ない。だから、テュールは休むことも許さない。朦もう朧ろうとした意識のままここに引き寄せられ、歩き、辿り着いてから、俺は眠りもせず、休みもせず、この城塞を築かされている」

　ブルーノの表情には疲ひ労ろうの色が濃こい。生きていた頃よりもだいぶ老けて見えた。

「今、らしくもないと思ったか？」

「……確かに。生きていた頃のお前なら、勝ち目がなくても歯向かったんじゃないかな……とは思った。勝手な印象だが」

　生前のブルーノは圧あつ倒とう的な強さを持つ戦乙女を相手にしても、諦あきらめることなく、彼女たちへの復ふく讐しゆうのために仲間を集めて戦いを挑んだ戦士だった。

「そうだ。らしくもない。神を恨うらみ、刃やいばを向けた俺が……今はこうだ」

　ブルーノは自じ嘲ちよう的に笑う。

「俺の首をへし折った縄。あれはテュールの力だ」

　彼の言葉にマナが興味深げに眉まゆを動かした。

「テュールには法を施し行こうする……いや、刑けい罰ばつを執行する力がある。この国ではテュールによって、全てが定められている。それに反すれば、逆らえば、刑罰を処される」

「そうか。それがテュールの力」

「そうだ。課された仕事を中断した。だから、俺は一度殺された。絞こう首しゆ刑けいでな」

　そう言ったブルーノの唇くちびるが震え、額に汗あせが浮く。

「絞首刑は軽いもんだ。奴に刃を向ければ……反乱なんて起こせば……！　何度も殺された。よくあんなえぐい刑罰を思いつくもんだ！」

　ブルーノの歯がガチガチと音を立てた。

「なるほど。街の中央にあるあの黒い石柱……いや、石せき碑ひか。あれは法を刻んでいるのか」

　クラウスは城塞の中心にそびえる石碑を見上げた。

　あふれる恐怖を抑えながら、ブルーノは頷うなずく。

「だが、死者は死んでも生き返る」

　マナが言った。

「何をそれほど恐怖する？」

「だから怖こわいんだろうがよ!!　魔狼って奴にはわからないか？」

　ブルーノはうめいた。

「何度逆らっても、何もできずに殺される！　腹を裂さかれても、首を落とされても、四し肢しを引きちぎられても、どんな殺され方をされても、また意識を取り戻す！　一度じゃないんだ！　何度でも何度でも死ぬ！　てめえはそれを味わったことがあるのかよ!!」

　よろめいた身体がずるずると崩くずれ落ちる。

「……課されたことをずっとやり続けるしかない。しかも、俺たちはもう死なねえ……。些さ細さいなことで殺されるが死なねえ……。なんだ、これは……。俺の望んだ死は、こんなもんじゃねえだろうが……。もっと雄お々おしいものだったんじゃねえのか？　俺たちは死んでも、奴らに弄もてあそばれるのかよ……」

　ゴトリと音がした。

　クラウスたちが目をやれば、建物の陰にうずくまった死者がいた。頭はなかった。

　死者の頭は地に落ち、ざらりとした黒い土か灰のようになって崩れた。

「死者は死なないが滅ほろぶんだ。こんな毎日を続けるうちに、血肉となった魂たましいがすり減っていく。滅んでいく……」

　ブルーノは顔を押さえる。

　泣いていることがわかったが、クラウスにはかける言葉がなかった。

「それだけじゃねえんだ……。奴は、テュールは……俺たちを。仲間たちを……」

　その時、不意にけたたましい音が空に鳴り響ひびいた。

　振り仰あおいで見れば、城じよう壁へきの上には鐘かねが吊つるされた尖せん塔とうがいくつもあり、それらが甲かん高だかい音を打ち鳴らしている。

「腐くさった匂においがする」

　マナが呟つぶやいた。彼女の赤い瞳ひとみは警けい戒かいを露あらわにしている。

「来た……。来やがった！」

　ブルーノが声を上うわ擦ずらせる。その顔は恐怖のあまり歪ゆがんでいた。

　クラウスは地上に大きな影かげが落ちるのを見た。

　見上げた空から黒く不気味な怪かい物ぶつが舞まい降りてくる。

　それは濡れたようにぬるりと輝かがやく黒い鱗うろこで身を包んだ竜りゆうだった。

　蝙蝠こうもりに似た大きな翼つばさをはためかせ、四つの目をギラギラと光らせた竜は、鉤かぎ爪づめを備えた足を幾いく本も持つ。その喉のどからは耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうが[image: 迸]ほとばしり、粘ねばりつく唾だ液えきが飛び散った。

　空を舞う黒竜は一頭だけではない。

　黒竜に従い、翼を持つ蛇へびや、長虫と竜を入り混じらせたかのような生物が次々と降りて来る。先頭を切った黒い竜ほどではないものの、それらもクラウスたちからすれば巨きよ大だいな魔物に他ほかならない。

　最も巨大な黒竜はクラウスたち目がけて降下してきていた。

「お姉ちゃん！」

　クラウスは硬こう直ちよくしたリンデを抱かかえて、その場を飛びのいた。

「こいつ、ニーズホッグか」

「正確にはこいつら全てがニーズホッグだ。一定の形をしてるわけじゃない」

　マナはクラウスなどよりも速く動き、兵舎の上に立っていた。

　そんな中で、ブルーノは動かない。

　クラウスの記き憶おくにある彼ならば、立ちすくむことなどなかったはずだった。

　怯えた顔で、唇を笑うように歪めて、彼は迫せまる黒い竜を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　そして、巨大な黒竜が大地に降り立つ。

　その巨きよ軀くは城壁の高さに匹ひつ敵てきする。

　鋭するどい鉤爪がブルーノを大地もろとも潰つぶし、引き裂いた。

　さらには醜みにくく並んだ牙きばを持つ顎あごがブルーノを嚙み砕くだき、すり潰す。

　ビシャリと散った血と肉だけが建物の壁と地面に残される。

「ブルーノ……」

　リンデを護まもるように抱だき、クラウスはうめく。

　小さな姉はその目に涙なみだを滲にじませて震ふるえていた。

　城壁の内外を問わず、竜たちが降り立つ。

　ニーズホッグの群れが大地を揺ゆるがし、死者たち目がけて殺さつ到とうする。

　悲鳴を上げ、逃のがれようとする死者にニーズホッグたちが喰らいつき、虫を啄ついばむ鳥のように、彼らをその牙へかけていく。

　絶ぜつ叫きようが上がり、肉と骨が嚙み砕かれる音が次々と響いた。

　さらに死者たちに異変が起きる。

　ニーズホッグに襲われ、腕うでや脚あしを失い動けなくなった死者や、逃れようとした死者たちの首にどこからか現れた縄なわが巻きついていく。さらには唐とう突とつに出現した刃が首を狙ねらって落ち、鉤が腹へと突つき刺ささる者もいた。

「これもテュールの、法の力なのか……」

　死者たちは吊るされ、斬ざん首しゆされ、腹を抉えぐられて振り回され、それでもなおもがくところに黒竜の牙が迫る。

　苦痛と恐きよう怖ふの声を上げて死者たちは黒竜と法に蹂じゆう躙りんされていく。

　リンデが嗚お咽えつを漏もらした。

「『ひどすぎる』か……。お姉ちゃんが思わなくても、俺だって思う」

　クラウスは腰こしに提さげた刀に手をかける。

　だが、荒あれ狂くるう黒竜は数多く、その一頭一頭がクラウスなど爪つめ先さきにかけるだけで殺すことができるほどに強大だった。

　石材を抱えた子供が怯おびえて転び、その喉に縄が絡からみつく。

　助けようとした母親には何もない場所から現れた鋸のこぎりが襲いかかり、その肉に食い込んだ。

　子供の首がしなり、母親が絶叫する。

　それに反応したのか、最初に現れた最も巨大なニーズホッグが頭を巡めぐらせ、口を開いた。

　クラウスの手にはマナの氷ひよう塊かいの前で使った火薬玉が握りしめられていた。

「注意ぐらいは逸そらせる。奴やつらの意識を俺のほうへ引き寄せれば……」

　その腕をリンデがつかんで止めようとする。

「だけど、お姉ちゃん……あの人たちの姿は……！　俺は……！」

「不快だ」

　冷えた声がした。言ったのは、マナだった。

　兵舎の上に立つ彼女の赤い双そう眸ぼうは眼下で起こる惨さん劇げきを忌いま々いましげに見つめている。

　その手に銀の煌きらめきが散り、直後、マナの姿が消え失うせる。

　銀光が走り、子供の首を捉とらえた縄が断たち切られ、母親の腹を抉る鋸が砕け散った。

　牙の曲刀《双そう牙がハティ》を握にぎりしめたマナが親子に迫る巨大なニーズホッグの前に立つ。

　そのまま地を蹴けった彼女は荒あら々あらしく吼ほえるニーズホッグと交差した。

　切断というよりも、肉を咀そ嚼しやくする音に近い生々しい音が鳴り、わずかに遅おくれてニーズホッグの首がずり落ちた。

　だが、首を斬きり落とされてなお、黒竜は止まらない。

　もがきながら、振ふり返り、その鉤爪をマナへと振り下ろす。

「竜りゆう如ごときが……！」

《双牙ハティ》がそれを真正面から受け止める。

　牙が蠢うごめき、黒竜の爪つめを喰くらい潰し、さらに、マナの膂りよ力りよくは自分よりもはるかに大きな巨竜をはね飛ばした。

　空中に打ち上げられた巨きよ体たいは兵舎や倉庫を押し潰しながら転がり、大きく一度痙けい攣れんしてようやく動きを止める。

　マナの赤い眼まな差ざしが、残るニーズホッグを睨にらんだ。

　それに気け圧おされたのか、最も巨大な竜が倒たおされたからか、ニーズホッグたちはマナのいる場所から退ひき、悔くやしげな雄お叫たけびを残すと翼を広げて空へと飛び上がった。

　黒竜たちが算を乱して逃にげていく。

　だが、街の外からはいまだニーズホッグの咆哮が木霊こだまし、空には隙すきを窺うかがうように別の黒竜たちが舞まっていた。

　クラウスはリンデを抱いたまま、それを啞あ然ぜんとして見ていた。

「そうだ。ブルーノが」

　衝しよう撃げきを振り払はらうように首を振ると、クラウスはニーズホッグに潰された戦士のもとへと駆かけ寄る。

　そこに残るものは、鉄てつ錆さびに似てはいるが、どこか腐ったかのような、人のものとは違ちがう血の臭いと、マナと黒竜の戦せん闘とうで崩れた建物の残ざん骸がいに散った血肉だけだ。

　クラウスは、その顔を隠かくすように帽ぼう子しを押し下げた。

　彼の腰のあたりを小さな姉が優やさしく撫なでた。

「俺のせいじゃないって？　それはそうだ。だけど……」

　割り切れないし、何もできなかったことが情けない。

　続けようとしたその言葉を、クラウスは吞のみ込んだ。

「『それに、死者は死なないわ。どんなことになっても、夕方には生き返る。マナさんがそう言ってたわ』か。そうか。確かにそのはずだ」

「残念だが違う」

　クラウスが振り向けば、そこにはマナが立っている。

　彼女の手から《双牙ハティ》の姿は消えていた。

　その後ろではマナが助けた親子が抱だき合って、泣いているのが見えた。

「どういうことだ？」

「死者は死なない。朽くちるだけ。切り刻まれたとしても、夕刻には蘇よみがえる。だが、それは血肉と化した魂があればだ」

　クラウスは地に残されたブルーノだったものを見る。

　あるものはわずかな血と肉の染しみだけだった。

「ニーズホッグは死者を喰らう。それは魂を喰らうということだ。ゆえに、奴に喰らわれた者は蘇ることなどできない」

　彼女の言葉にクラウスは応こたえることができなかった。

　残されたブルーノの血と肉が黒い灰となって崩れ、地に溶とけていくのをただ見下ろす。

　いまだニーズホッグの咆哮が響く街の外はともかく、城じよう塞さいの内側の人々は懸けん命めいにもとの労働に戻もどろうとしている。

　テュールの法によって処しよ刑けいされた死者たちが転がる中で、彼らに目をくれることもなく、ただ恐怖だけをその顔に滲ませて、人々は立ち上がり、歩き出す。

　処刑された人々も蘇ればすぐに動き出していた。

　マナの鼻がかすかに動いた。彼女は顔を上げ、城塞の中央、黒い石せき碑ひがそびえる方向を見る。その表情は険しい。

「やっぱりここで当たりだったみたいだな」

　マナの声には確かな緊きん張ちようがあった。

　クラウスもまた、マナが睨む方向から来る何かを感じた。

　リンデを抱いたまま、彼は動くことができない。空気そのものが重みをもってのしかかってくるような、異質な重圧が満ちていく。

　それは周囲の死者たちも感じているのか、足を止めてしまった者が法の力のもとに処刑された。

　気づけば空にはニーズホッグに代わり、戦乙女たちが舞っていた。

　その中には金きん髪ぱつの戦乙女ユーディットの姿もある。しかし、彼女はクラウスを睨みつけながらも襲おそってはこない。

　城壁の外で暴れるニーズホッグの咆哮と、戦乙女たちの羽音に混じり、鉄の足音が聞こえてくる。

　長い時間が過ぎた。実際には数分も過ぎてはいないが、少なくともクラウスにはそう感じられた。リンデが息を吞む音がする。

　マナが殺したニーズホッグと、それが崩くずした瓦が礫れきの向こうから一人の男が姿を見せる。

　その壮そう年ねんの男は飾かざり気けのない外がい套とうで全身を覆おおっている。その内側には堅けん固ごな甲かつ冑ちゆうで武装した屈くつ強きような肉体が垣かい間ま見みえた。

　男の表情は硬かたく、笑えみのひとつもない。短く刈かられた髪かみと、醸かもし出される触ふれるもの全すべてを叩たたき斬ろうとでもいうかのように張り詰つめた雰ふん囲い気き、一いつ切さいのムダを削そぎ落としたかのような身のこなし。それはまるで戦場で振るわれ続けた肉厚の刃やいばのようだと、クラウスは心の内で思った。

　ゆっくりと迫る男の目はじっとマナを見み据すえていた。

　男が左の手で外套の内、腰に帯びた剣けんを抜ぬき放った。刀身にも鍔つばにも飾りひとつない、彼自身の雰囲気にも似た質しつ実じつ剛ごう健けんな長剣だった。

　対して、マナはその両手に牙の曲刀《双牙ハティ》を生み出し、握りしめた。

　足を止めた男と、《双牙ハティ》を手にしたマナが睨み合う。

「司法神テュール……！」

　マナはその神の名を口にした。
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　戦乙女ヴアルキユリアたちが舞まい降りてくる。

　彼女たちは建物の上に立ち、離はなれて対たい峙じするマナとテュールを遠巻きに取り囲む。

　テュールのすぐ傍そばに地上へ降りたユーディットが跪ひざまずいた。

「テュール様。あの者が……」

「月を喰らいし魔ま狼ろうマーナガルム」

　テュールはマナを見据えて言った。

　マナが応えようと口を開いた。

　しかし、彼女よりも前に出る者がいた。

　クラウスだ。

「テュール。お前に聞きたいことがある」

　クラウスの声は重い。

「ニーズホッグは明らかにあの鐘かねに呼ばれてきた」

　クラウスは城じよう壁へきの尖せん塔とうにいくつも備えられた鐘を顧かえりみる。

「鳴らしたのは、お前か？　死者を好むニーズホッグに、死者たちを喰わせた。ニーズホッグは死者は襲っても、街は破は壊かいしていない」

　クラウスの言葉どおり、城塞には傷一つない。街の中で破壊されたものは、マナによって吹ふき飛ばされたニーズホッグが押し潰つぶした兵舎ぐらいだ。

「ニーズホッグと手を結んでいるのか？　死者を餌えさにでもしているのか？　お前は統治者だ。人を護る神のはずだ！　それが何故なぜ、こんなことをする！」

　テュールは応えない。それどころか、彼はクラウスを一いち瞥べつすらしなかった。

「テュール!!」

　怒いかりを隠すことなく、赤い外套を乱して、クラウスは腰の刀に手をかけ、テュールへと踏ふみ込もうとする。

　その腰にリンデが抱だきつき、止めようとする。

　姉を引き摺ずりながらも、クラウスはもう半歩前に出る。

「……だけど、お姉ちゃん……！」

　リンデの腕うでに精せい一いつ杯ぱいの力がこもっていた。

　クラウスは奥歯を嚙かみしめ、うめく。

「確かに……。何の準備もなく、真正面からやるのは虚きよ幻げん師のやることじゃない。相手は戦乙女ですらなく、神だ。勝てるわけがない。だけど、あいつは……！」

　クラウスは地に染みたブルーノの残ざん滓しを見る。

　踏みとどまったクラウスには構うことなく、テュールが重々しく口を開いた。

「マーナガルムよ。改めて名乗ろう。我は法の神テュール」

　言いながら、彼はマナへと鉄てつ靴かを踏み出す。

「かつての死の国ヘルヘイムの女王ヘルに代わり、死の国を統治する者だ」

　対するマナは両手に《双そう牙がハティ》を握りしめ、野や獣じゆうのように牙きばを剝むき、赤い瞳ひとみには愉ゆ悦えつすら浮うかべていた。

「我は主神たちの管かん轄かつから漏もれた死者たちを管理する」

　テュールが足を止めた。

「だが、我が管理するものはそれだけではない」

　マナとテュールの間には大きく踏み込めば刃が届くほどの距きよ離りしか残っていない。

「神界アースガルズに仇あだを為なした巨きよ狼ろうの血を引き、月マーニを喰くらった魔狼。マーナガルム。お前の封ふう印いんの監かん視しも我が務めだ」
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「なら、封印が解けた今、お前はお役やく御ご免めんだな。アタシが封印を破ろうとしていたことに気づかなかったとは間ま抜ぬけな話だ」

　間合いを測りながら、マナが言う。

「封印が破壊されつつあることは理解していた。だが、今回の事態が我の失態であることは認める」

　マナがククッと笑う。

「そこの戦乙女のせいかもな。そうじゃなければ、噓うそばかりつく人間か」

「テュール様。申し訳ありません……！」

　ユーディットが悔くやしげに唇くちびるを嚙むも、テュールは振ふり返らず、クラウスのほうも見ようとはしない。

「マーナガルム。再度封印を受け入れろ」

　テュールは表情をかけらも変えず、言い放つ。

「アタシがおとなしく従うとでも思っているのか？」

「ならばこの剣を振るう。我はテュール。法と共に戦をも司つかさどる神だ」

「戦神。それがどれほどのものか、楽しみだな！」

　マナが二本の剣を擦すり合わせる。牙の如ごとき鋸のこぎり刃ばが嚙み合い、ガリガリと音を立てた。

「なら戦やろうか！　戦神テュール!!」

　そして、地を蹴ける。

　牙を剝き出すマナの顔は獰どう猛もうな獣けものそのものだった。

　マナとテュールが互たがいの武器の間合いに入る。

「死ねよ、テュール!!　貴様を引き裂さく!!　五体を刻み、骨までも喰い尽つくしてやる!!」

《双牙ハティ》を力任せに叩きつけながら、マナは吠ほえる。

　クラウスを後ろから抱くリンデが小さく息を漏らした。

「マナが激げき昂こうしている……？　確かに」

　彼女の表情は戦乙女と戦った時と同じように戦いの愉悦に染まっていた。

　だが、クラウスとリンデにはその赤い瞳の奥に抑おさえきれない怒りがあふれているように見えた。彼女の動きもまた先ほどよりも荒あら々あらしい。

「さあ、喰われろ!!」

　テュールはマナの双剣を左手のみで握にぎる長剣で真っ向から受け止めた。牙の刃が肉厚の刀身に喰らいつき、激しい火花を散らす。

「封印なんて半はん端ぱなこと言うな!!　狩かってみせろよ、戦神!!　神ラ々グのナ黄ロ昏クの時と同じように！　あいつと同じようにな!!」

　戦乙女の剣とは違ちがい、テュールの長剣は《双牙ハティ》に嚙み砕くだかれはしない。

　マナが双剣を押し込むが、その動きがピタリと止まる。

「……っ!?」

　左手一本で握りしめたテュールの剣は、渾こん身しんの力で押し込まれていた《双牙ハティ》を軽々とはね上げた。

「このっ……!?　バカ力が!!」

　剣をはね除けたテュールの力にあえて逆らわず、マナは後転する。

　空中で身を翻ひるがえし、逆さまになった姿勢から彼女はテュールの首を狩るように、左右の剣を叩き込もうとした。

　マナの剣がテュールを捉とらえるかに見えたその時、彼女の動きが止まった。

「なっ……!?」

　驚おどろきの声を上げようとしたマナの喉のどが詰まる。

　彼女の四し肢しに、首に、太い縄なわが絡からみついていた。その縄は虚こ空くうから伸のび、端はしは虚空へと消えている。

「ぐ、がっ」

　四肢全すべてと胴どう、首に絡みついた縄が凄すさまじい力で引かれる。マナの身体からだが四方へと伸び、ミシリと嫌いやな音がした。

「法の力か!?」

　クラウスが目を見張る。

　マナの全身を引きちぎろうとする縄の力が一気に増し、締しめ上げられたマナの喉から苦痛のうめきが漏れた。

「が……がぁぁぁぁっ!!」

　マナは力を振り絞しぼると、腕に絡みつく縄を無む理り矢や理りに引き寄せ、その牙で嚙みちぎった。さらに自由になった手で剣けんを振るい、全身を捕とらえていた縄全てを切断する。

　しかし、その時、既すでにテュールはマナへと長ちよう剣けんを振り下ろしていた。

「このっ……！」

　自由を取り戻もどしたマナはとっさに剣をかざし、テュールの一いち撃げきを受け止める。

　だが、戦神の斬撃はマナの身体を剣もろとも吹き飛ばした。

「ぐあっ!?」

　弾はじき飛ばされたマナはそのまま倉庫のひとつに衝しよう突とつし、それをぶち抜ぬいて、さらに別の建物に激げき突とつ。その壁かべをも大きく罅ひび割れさせながら、ようやく止まった。

「く、くそ……」

　銀の髪かみを乱しながらも起き上がろうとするマナの眼前に、倉庫を跳とび越こえたテュールが落ちてくる。

「反逆者よ。裁きを下そう」

　テュールが言った次の瞬しゆん間かん、マナの至近、何もない場所から分厚い刃やいばが現れ、彼女の首を狙ねらって落ちた。

「マナ！」

　クラウスが声を上げた。

　とっさにマナは双剣の片方を首と刃の間に潜もぐり込ませ、直ちよく撃げきを防ぐ。《双牙ハティ》の刀身が落ちてきた刃を嚙み砕き、へし折った。

　しかし、空中で剣を振りかぶったテュールはそのままマナへと刃を叩たたき込む。

　マナはその斬撃をもう一方の剣で受け止めるが、テュールの剛ごう腕わんは牙が剣けんごとマナをさらに壁へとめりこませる。

　罅は壁全体に広がり、建物が倒とう壊かいした。

　岩がん塊かいにまみれながらも、マナはその中から辛かろうじて転がり出る。

　双剣を握りしめ、歯を食い縛しばり立ち上がろうとするが、彼女は起き上がることができない。

　もがくマナにテュールは剣を手にゆっくりと近づいていく。

「くそ……」

　クラウスはうめく。

「お姉ちゃんの言うとおりだ。確かに俺が斬きり込んだところで勝ち目がないどころか、近づくだけで死にかねない」

　湧わき上がる無力感と衝しよう動どうを堪こらえるように、外がい套とうをつかむ。

「だけど、このままじゃまずいな……」

　クラウスはテュールへの怒いかりを押し殺しながら、思考を巡めぐらせる。

　テュールの強さの前に、マナは敗色濃のう厚こうだ。肉体だけではなく、力そのものも封ふうじられていると彼女は言っていた。本来の力がどの程度のものかはわからないが、少なくとも、このままでは勝てない。

　マナが敗れれば、クラウスたちは神々に抗こうする術すべを失うことになる。

「だけど、今、俺には仕込んだ幻まぼろしも噓もない……」

　それでも何かをしようと奥歯を嚙かみしめるクラウスの横に無造作に歩み出る者がいた。

「お姉ちゃん？」

　さっきまでクラウスを後ろから抱だきしめていた彼女は、テュールとマナが荒あれ狂くるう戦場へと臆おくすることなく足を踏ふみ出す。

「法の神テュールよ」

　透とう明めい感かんのある声が響ひびいた。不思議なほどよく通るその声は、クラウスが忘れるはずもないものだった。

「お姉ちゃん、声を……」

　リンデが声を発している。

　啞あ然ぜんとしながらも、クラウスは彼女の様子がおかしいことに気づいていた。

　リンデの目はそこにあるものを見ながらも、どこか遠くを見つめているようでもあった。緑の瞳ひとみの奥には淡あわい輝かがやきが宿る。

　彼女の顔からは表情が消え、重々しくも透明感のある声が歌うようにあふれる。

「友であった巨きよ狼ろうとの約束を違たがえ、代だい償しようとしてその右みぎ腕うでを失った法の神よ。偽いつわりを吐はいたその舌はもはや正当さを失い、お前は法の神としての資格を失なくした」

「これは預言か？　いや……」

　クラウスは朗々と語るリンデを見つめる。彼女は胸を張り、テュールに向かう。

　かつてリンデは預言を告げる時、瞑めい想そうし、歌や音楽、薬の効能によって、あの状態を作り出していた。

　だが、今のリンデは何もしていない。そもそも、彼女はあの日以来、言葉を失っていたはずだ。

　クラウスの脳のう裏りをよぎるのは老人のふりをしていたオーディンに対して、語りかけた時のリンデの姿だった。

　実の弟の困こん惑わくをよそに、リンデは語り続ける。

「その報むくいとして、隻せき腕わんの神は魔ま狼ろうの牙きばに喉のど笛ぶえを裂かれて滅ほろぼされる。そのはずだった」

　リンデの声が沈しずむ。

「だが、お前は生きている。何故なぜだ？　法の神テュール。お前は何故、生きたまま、ここに立つ？　何故、法の神を名乗る。お前に神たる資格があるのか？　友たる巨狼を謀たばかったお前に」

　いつの間にか、テュールはその目をリンデへ向けていた。ここまで表情ひとつ変えなかったテュールの顔にほんのかすかだが動どう揺ようの色が滲にじむ。

「少女よ。そうか。お前は……」

　起き上がれないマナを無視して、テュールはリンデのほうへ足を踏み出した。

　その瞬間、クラウスは動いていた。

　虚きよ幻げん師としての仕込みはなく、その力が神には遠く及およばないことも理解して、クラウスは今できることを頭の中で弾き出しながら、行動に出る。

「法と戦いくさの神よ！　俺はベルトールの子、クラウス！」

　叫さけび、赤い外套を派手に翻す。

「テュールよ！　受けろ！　これが俺の一手だ！」

　帽ぼう子しを脱ぬぎ、その内から取り出したものを投げ放った。

　テュールはやはりクラウスを見もせず、自らへ投じられたものをただ斬り捨てる。

「あれは……!?」

　ユーディットが声を上げた。

　テュールが斬ったものは小さな木き彫ぼりの動物だった。小鳥の形をしたそれは綺き麗れいに切断されている。

「俺の自じ慢まんの秀しゆう作さくなんだ。和なごんでくれ」

　そう言った次の瞬間、テュールの足元から黒こく煙えんが吹ふき上がった。

　いつの間にか戦神の足元には掌てのひら大の玉が転がっていた。それはクラウスが木彫りの動物を投げると同時に、帽子の内に隠かくしていたものを転がし、蹴り飛ばしたものだ。

　猛もう烈れつな勢いで吹き出した煙けむりがテュールを包み込み、彼とその周囲の視界を奪うばう。

　同時にクラウスはリンデのもとへ突とつ進しんする。

「お姉ちゃん。言葉が戻ったの？　さっきのは……」

　問いかけるクラウスの前でリンデの瞳に宿る光が揺ゆらいだ。

「ここまでか。わたしはお前の姉をお前に託たくそう」

「何を言って……」

　リンデの瞳の光が失われ、その身がよろめいた。

　とっさにクラウスはその身を支える。

　腕うでの中で彼の姉は不思議そうに目を瞬またたかせている。

「『どうしたの？』って……。憶おぼえてないの？　いや、今は」

　クラウスは疑問を抑おさえ込む。

「一いつ緒しよに逃にげるんだ。お姉ちゃん」

　姉の手を引き、煙けむりにまぎれて、クラウスは駆かける。

　そのまま彼は瓦が礫れきの中にうずくまったままのマナのもとへと走り寄った。

「マーナガルム。手を貸す。撤てつ退たいだ」

　そう言うと、彼女と手を繫つないだままでマナに肩かたを貸した。

「ふざけるな……」

　マナはそれを払はらいのけようとするが、身体に力が入らないのか、よろめく。

「余計な真似まねをするな。人間如ごときが……」

　マナが苦しげな表情のまま牙を剝むく。

「アタシは戦う……。奴やつを嚙み殺す！」

「だけど、お前の力はテュールには通用しなかった。力が封ふう印いんされているから。そうだと言ったな。むしろ、そういうことにしておいてやる」

「うるさい、黙だまれ」

　クラウスは彼女を強ごう引いんに引き摺ずる。

「それでも、アタシは戦う。戦って、負けて死ぬならそれでいい。アタシは神なんぞから逃げるわけには……！」

「お前は死ぬことなんてできない」

　クラウスは言った。

「なに？」

「テュールは……神々はお前を殺さずに封印していた。神々の黄昏で敵対した巨人や魔狼を全すべて殺してきたにもかかわらずだ」

　言い返そうとして、マナが言葉に詰つまる。

「理由はわからない。だけど、それはお前を封印したがっているということだ」

　クラウスは冷静に続ける。

「お前はテュールに負けても死ねない。敗れればまたあの氷の中に封印されるだけだ。今回は隙すきを突つけたが、次はもう脱だつ出しゆつなどできない。あの氷の中で永久に辱はずかしめられるんだ」

「貴様……！」

「それでもいいなら、ここに残って戦え」

　クラウスは彼女を突き放した。

　よろめきながらも、マナは倒たおれない。怒りに燃える赤い瞳がクラウスを睨にらみつける。

「人間如きには誇ほこりがないようだな。神は貴様の敵だろ！」

「そのとおりだ。親を、仲間を殺されて、お姉ちゃんから言葉を奪われて、目の前で見知った顔を蜥蜴とかげの餌えさにされても、逃げるぐらいに、俺には誇りなんてない」

　クラウスの顔が歪ゆがむ。

「お前……」

　帽子を押し下げながら、クラウスはマナに背を向ける。

「俺はここで殺されるわけにはいかない。できるだけのことはする。あとは自分で選べ。魔狼」

「上空から奴を探しますわよ！」

　煙えん幕まくの向こうでユーディットが叫ぶ声がした。

「話し過ぎた。音を消す」

　クラウスはポケットから取り出したものを遠くへと投げる。

　それは封印されたマナの前で使った火薬玉だった。いくつもの破は裂れつ音が立て続けに響き、クラウスの足音を消す。

「くそ……！」

　マナはまだ迷いながらも、クラウスの後を追い、足を踏み出した。

　まだテュールから受けたダメージが抜ぬけていないのか、その身体からだがよろめく。

　それをクラウスはもう一度支えた。

「貴様の手など借りる必要はない」

「俺がお前の役に立つところをきちんと見せておかないとな」

　有う無むを言わせず、もう一度マナに肩を貸し、リンデの手を握にぎって、クラウスはその場を脱だつするべく走り出した。

　その時、突とつ如じよ、後方から暴風が巻き起こった。

「うわっ!?」

　クラウスたちはその暴風に巻き込まれて、吹っ飛び、為なす術すべなく転がる。

　地に伏ふして見れば、クラウスが放った煙幕はその突とつ風ぷうに散らされていた。

　マナとの戦いの中で積み上がった瓦礫の上に、剣けんを振ふり下ろした姿勢でテュールが立っていた。

「今の、剣圧だけでやったのか……。冗じよう談だんみたいだな」

　言いながらも、クラウスは次の手を模も索さくすべく、外がい套とうの内に手を入れる。

　しかし、空では戦乙女たちが弓矢を構え、テュールは臨戦態勢を取っている。

　マナは膝ひざを突き、倒れてはいないものの、息は荒あらく、まだテュールと戦えるようには見えない。

　リンデがクラウスを見上げた。彼女の唇くちびるが何かを言いたげに開いたが、言葉は出ない。

　彼女をかばうように抱き寄よせて、クラウスは必死に次の手を講じようとする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　リンデに言いながらも、絶望的な状じよう況きようであると認めざるをえない。

　腕の中の姉のぬくもりを感じ、それでも諦あきらめるわけにはいかないと、自らの心を叱しつ咤たする。

　鉄てつ靴かが鳴り、テュールが足を踏み出した。

　その背後に、突如、巨きよ大だいな影かげが立ち上がる。

「ニーズホッグ!?」

　ユーディットが叫んだ。

　クラウスたちもまた驚おどろきを隠せない。

　マナに首を落とされ絶命していたニーズホッグがその巨きよ体たいをもたげて動き出していた。

　首のない身体をいびつによじらせ、建物を踏ふみ砕くだきながら、ニーズホッグの巨きよ軀くがテュールに背後から襲おそいかかる。

「テュール様！　危ないですわ！」

　ユーディットたち戦乙女がとっさに矢を放ち、黒こく竜りゆうの鱗うろこと肉が爆はぜる。

　だが、痛みすら感じていないかのように、黒竜はたじろがず、止まらない。

「死人を操あやつる魔法……巨人か」

　叩たたきつけられたニーズホッグの鉤かぎ爪づめを斬きり捨てながら、テュールは呟つぶやく。

「今だ」

　その隙を突き、クラウスはもうひとつの煙玉を投げる。

　リンデを抱かかえ、マナと目配せすると、クラウスは走りだそうとした。

「ひぇひぇひぇ。こちらですよ。月喰くらいの魔狼と、人間さんたち」

　そこに声が聞こえた。

　並ぶ倉庫の狭はざ間まに一人の少女がいる。

　それは奇き妙みような少女だった。

　彼女は実じつ年ねん齢れいよりもずっと小さく見えるリンデよりもさらに幼く見える。

　左右で束ねられた彼女の髪かみは不思議なことに黒と白の二色に分かれていた。やけに青白い顔にはニヤニヤと粘ねばつくような笑えみを浮うかべ、クラウスたちを見る目はどこか澱よどみ、暗い印象を与あたえる。

　マナがあからさまに訝いぶかしむように眉まゆを動かし、クラウスが抱えるリンデもまた不安げにクラウスへと身を寄せる。

「何者だ？　人のいいお姉ちゃんですら怪あやしんでる」

「ひぇひぇひぇ」

　作ったような笑い声を残して、少女は倉庫の狭間に消えた。

「だけど、今は……。あいつは少なくともテュールの仲間じゃない」

　マナの舌打ちを聞きながら、クラウスは少女を追った。

　倉庫の陰かげに入れば、彼女はクラウスが来るのがわかっていたかのように、ニヤついた笑みと共に待っていた。

「抜け道を通りますよ。そこまで行けば、おそらくテュールを撒まくことだけはできます」

　クラウスは少女に従い、走る。

　背後ではニーズホッグが暴れているのか、地じ響ひびきと倒とう壊かい音、巻き込まれた人々の悲鳴が聞こえていた。

　これで逃げられると、クラウスは一いつ瞬しゆん思った。

　同時に彼の心の隅すみで何かが引っかかる。

「あくまで撒くことができるだけ……ですけどね」

　少女が言う。

　彼女の言葉に、クラウスは心の中で鳴り響ひびく警けい鐘しようが何を意味するのかを理解した。

　テュールとの対決時、マナを捕とらえた縄なわと襲いかかった刃やいばの力。あれはまぎれもなくテュールの法の力だ。

　マナは彼に刃を向けたことで法の執しつ行こうを受けた。あるいは、彼は何らかの方法でマナに対して、自ら定めた法を適応した。テュールがこの死の国の為い政せい者しやである以上、それは容易たやすい行こう為いなのかもしれない。

　テュールの法の力はどこまで及およぶのか？

　クラウスがその疑問に至った時、彼はテュールの声を聞いた気がした。

「反逆者に裁きを」

　直後、傍かたわらを走るリンデの五体を縄が搦からめ捕とった。小さな身体を四方へと引き伸のばされ、喉のどに巻きついた縄が細い首をしならせる。

　同時にクラウスは自分の首を目がけて、虚こ空くうより現れた刃が落ちてくるのを見た。

「お姉ちゃん！」

　クラウスは抜ばつ刀とうした。

　その刀は自らを狙ねらう刃を無視し、一瞬の躊ちゆう躇ちよすらなく、リンデの縄を切断するべく走る。

「ぐっ!?」

　しかし、彼の刀は届かなかった。

　クラウスの五体もまたどこからか現れた縄によって搦め捕られた。

　刀を握る手も、足も動かず、全身の骨が軋きしみを上げる。首を絞しめつけられ、呼吸が止まる。

　クラウスは動けない姉目がけて、自分の首へと落ちるものと同じ刃が出現するのを見た。

　首に食い込んだ縄が上げられぬ声と共に喉を潰つぶす。

　遠のく意識の中、クラウスが最後に見たものは自分と姉に迫せまる金属にも似た光だった。
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　首を失った黒竜の巨体が大地を揺ゆらし、抉えぐり、突とつ進しんする。

　テュールは自分よりもはるかに巨大な竜に対して、臆おくすることなく踏み込み、真正面から長ちよう剣けんを振るった。

　左手一本で握りしめた長剣がニーズホッグの鉤爪を砕き、足を裂さき、強固な鱗をも粉ふん砕さいして胴どうへと食い込む。

　ニーズホッグは自らの勢いのままに肉と骨を裂かれ、無様に転てん倒とうする。

　その巨軀は転げたあとも動き回っていたものの、しばらくして唐とう突とつに動きを止めた。

　刃にこびりついた黒い血を払はらい、テュールはマナたちが逃にげたほうに目をやった。

「ヘルの残党か」

　魔ま狼ろうと人間たちの姿はもうそこにはない。

　彼のもとに戦乙女ヴアルキユリアたちがやって来る。

「テュール様！　わたくしたちはマーナガルムとクラウス、リンデの追つい撃げきを……」

　テュールはそれを手で制した。

「よい。お前たちではマーナガルムには勝てない」

　テュールの言葉に、ユーディットは悔くやしげにうつむく。

「恥はじることではない。それに、追う必要自体がない。マーナガルムは生きているが、我が領土に入ったならば、どこに潜ひそもうが我が手を逃のがれることはできない。人間たちは既すでに死んでいる」

「テュール様のお力でございましたら、確かに」

「人間の……あの少女の死し骸がいの回収をお前たちに任せる。あとはマーナガルムが己おのれに迫る危機に気づくか。気づいたとしても……」

　テュールは抜き放ったままの剣に目を落とした。マナの《双そう牙がハティ》と激しく打ち合い、ニーズホッグを一刀のもとに斬り捨てた剣には刃こぼれひとつない。

「人の身に封ふうじられてしまえば、この程度か。ガルムの姉妹」

「ガルムとは確か……。神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦において、テュール様が仕留めた魔狼の名」

「巨狼フェンリルの血を引く獰どう猛もうな狼だった。かつてはグリパヘリルの洞どう窟くつに繫つながれ、死者の女王ヘルのもと、この国の法を破った者……生と死の境を越こえようとした者を喰らっていたが」

　テュールは虚空に目をやる。わずかだが、その瞳ひとみに感情が揺れた。

「戦乙女よ。お前たちは死骸を回収後、オーディンのもとへと帰れ。残るマーナガルムと刃を交えるのは我のみで十分」

「しかし、テュール様は……」

　ユーディットは何かを言おうとして、口をつぐんだ。

　テュールがわずかに表情を動かす。

『残念だが、人間も死んではおらんよ。テュール』

　空から声がした。大おお柄がらな鴉からすが一羽舞まい降りてくる。

　戦乙女たちが鴉に対して平へい伏ふくする中、その鳥はテュールの肩かたに留まった。

「フギン。オーディンか」

　テュールはフギンと呼んだ鴉に問いかける。

『そのとおりだ。我が友、テュールよ』

　鴉から声がした。それは年老いてはいるが強い力がこもった声だ。

「全フてリをズ見ス通キすヤ高ル座ヴか。人間たちが生き残るのを見たのか」

『そのとおりだよ、我が友。わしは全てを知る。全てを見通す高座が、フギンとムギンの鴉が、この世界のことごとくを知らせてくれる』

「魔法の深奥に触ふれた者。全てを知る者か」

　テュールがほんの少しだけ、その眉を動かした。

「その力を持ちながら、滅ほろびを越えながらも、お前はいまだ人間の少女一人を恐おそれるのか」

『全てが見える。滅びを越えた。この世界を保たねばならぬ。だからこそ、恐れるのだろう？　もっとも、わしが見ることもかなわぬ未来もある。ゆえに苦労しておるのだがね』

　フギンを通じて神々の長おさは言う。

『わしにその座を譲ゆずったお前にもわかるはずだよ。違ちがうのかね？』

　テュールは応こたえず、その剣けんを鞘さやに納める。

『我が友。我が臣下。法と戦を託たくせし、テュールよ。お前に命じる。あの人間を殺せ。月喰らいの魔狼は再び牢ろう獄ごくへと繫げ』

　テュールはやはり応えない。鉄てつ靴かを響かせて、彼は街の中央へと歩き出す。

『不服かね？　テュール。ならば、滅びを受け入れるのかね？　世界と共に』

　テュールはかすかに顔を歪ゆがめた。

「くだらぬことを問う。法も戦もこの世界の安あん寧ねいのためにある」

『それは失礼したな』

　フギンが翼つばさを広げた。

『ならば、お前に委ゆだねよう。我が友よ。我が臣下よ。我が願いを聞き届け、使命を果たせ』

　その肩から鴉が飛び去る。

　テュールは立ち止まり、それを見上げた。

　鉛なまり色いろの雲が立ち込める空には夕日の色が滲にじみつつあった。

　大鴉フギンの姿は遠ざかり、やがて見えなくなる。

　振ふり向けば、ユーディットたち戦乙女は平伏したままでいた。

「不安か？　我の行動が」

「いえ。そのようなことは……」

　テュールは金の髪を持つ戦乙女を見下ろす。

「ユーディットと言ったな。フギンが来る前、お前は何を言おうとした？」

「それは……」

「言え」

　有う無むを言わせぬテュールの言葉に、ユーディットは迷いながらも口を開く。

「それでは恐れながら。無礼を承知でお尋たずねします」

　深く息を吸い、ユーディットはテュールの目を見つめて言葉を続ける。

「先ほどのマーナガルムとの戦い。何故なぜ、テュール様は攻こう撃げきの手を緩ゆるめたのですか？　あの魔狼を打ち倒たおした時、一いつ気き呵か成せいに攻せめかかれば、無力化は容易だったはずです」

　仲間の戦乙女が止めようとするが、それを振りきり、ユーディットは言葉を続ける。

「それはテュール様の余よ裕ゆうだったのかもしれません。しかし、わたくしには……迷いがあるかのように、そう感じられました。もしや、テュール様と魔狼の間には何か……」

「迷い……か」

　テュールがかすかにだが、その表情を動かした。何かを考えるように、彼はその視線を虚空へと向ける。

「あるいはそうかもしれん」

　テュールは言った。

「ユーディット。お前は人界ミズガルズにある国の王女だったな」

「え……は、はい」

　唐突に問われ、ユーディットは戸と惑まどいを見せる。

「お前の父が戦において、オーディンの加護を得る……つまりは王を勝利に導くために、人としての生を捨て、戦乙女になった。そして、お前はオーディンの命で幾いく度どとなく王に勝利の祝福を与あたえた」

　テュールの言葉にユーディットの表情が陰かげった。

「だが、今、その王はオーディンの死者のエイン軍勢ヘリアルに名を連ねている。オーディンは戦士を戦わせ、鍛きたえ上げ、英えい雄ゆうとして収しゆう穫かくする。お前は自らの手で父と兄弟の魂たましいを戦ヴ士アのル宮ハ殿ラへ連れて行った」

「……父も兄も弟も、戦士です。それを望んでいましたわ」

　言いながらも、ユーディットの表情には陰りがある。

「オーディンは自らの手勢を増やすことを望むだけだ。お前を戦乙女としたのも、そのために過ぎない。お前の父の最後の戦で祝福を与えず、お前に見捨てさせたのも、収穫の時期が来たからだ。自ら人界を回り、その手で戦の火種を蒔まいてもいる。にもかかわらず、お前がオーディンのために戦うのは何故だ？」

「テュール様……」

　押し殺した声でユーディットは言う。

「いけませんわ。オーディン様の意思に異議を唱えるなど……」

　唇くちびるを嚙かみしめたユーディットを、テュールは見下ろし、そのまま彼は口を閉とざした。

　テュールは戦乙女たちに背を向けると、再び街の中央へと歩き出す。

「マーナガルムも、あの人間も、我が手中にある」

　彼の目はそこにそびえる黒い石せき碑ひを見つめていた。

「我が法を破るならば。お前は我と戦において雌し雄ゆうを決する他ほかないのだ。マーナガルムよ」




　　　　◆　◆　◆




　小さくうめき、クラウスは目を開けた。

　身体からだのあちこちが痛む。だが、自分が生きていることを認にん識しきする。

「どこだ……」

　その目に最初に映ったものは洞ほら穴あならしい天てん井じようだった。

　グリパヘリルの洞窟などとは比べ物にならないほど天井が低く、小さく狭せまい洞穴で、自分が寝ねていることに気づく。

　クラウスは寝しん台だいの上にいた。人の手が加えられているらしく、周囲にはいくつか簡素な家具が置かれてもいる。

　洞穴特有の石と黴かびの臭においと、湿しめった冷たい空気を感じる。

　身を起こそうとしたところに桃もも色いろの髪かみの少女が飛び込んで来た。

　小さな頭がクラウスの胸に突つっ込んだ。

「うっぷ」

　そのまま後ろに転げ、寝台の縁ふちに頭を打ちつけながらも、クラウスは少女を見る。

「お姉ちゃん!?」

　少女──リンデはクラウスの胸に抱だきつき、そこに顔を埋うずめていた。

　服にリンデの涙なみだが染しみてくるのを、クラウスは感じる。

　ぶつけた頭の痛みを堪こらえつつも、クラウスはリンデの小さな身体を抱き返した。

　姉と弟は狭い寝台の上で強く抱きしめ合う。

「『クラウスのこと心配してたの……。クラウスに、愛する弟に万が一のことがあったりしたら……わたし、どうしたらいいかわからない！　どうなっちゃうかわからない！　本当にどうなっちゃうの!?　だから……！』うぉぉぉぉ！　俺も、俺もだよ、お姉ちゃんーっ!!」

　クラウスはそのままリンデの薄うすい胸に顔を埋めた。

　リンデは涙目のままながらも、弟の顔を小さな手でつかんで押しのけようともがく。

　だが、クラウスは構わない。

「ああ……。お姉ちゃん。わかるよ。わかるよ。姉弟きようだいで抱き合うなんて恥はずかしいということだね？　でも、大だい丈じよう夫ぶ。誰だれも見ていないから」

　暴れるリンデがクラウスの頭をはたき、目め潰つぶしを敢かん行こうする。

「痛い！　痛いよ、お姉ちゃん!?　だけど、誰も見ていないから！」

「いや、見ているからな。貴様には見えなくなったかもしれないけど、見ているから」

　声がした。やや上うわ擦ずった声ながらも、クラウスはその声に聞き覚えがある。

「お前の姉が明らかに嫌いやがってるから、離はなれろ。気の毒だ」

　声の主、マナは抱き合う二人を引き剝はがす。

　寝台から逃のがれたリンデはそのままマナの後ろに隠かくれて、怯おびえた顔をする。

「な、なんてことだ……」

　目潰しで涙が滲にじんでぼやけた目でその光景を目まの当たりにして、クラウスはよろめいた。

「お姉ちゃんが魔ま狼ろうなんかにすがるなんて……。俺はなんて真似まねをしてしまったんだ……。寝ね起おきで見たお姉ちゃんがかわいくてしかたなくて、ちょっと冗じよう談だんでは済まないほど興奮してしまっていたとはいえ……」

「その言い訳自体も極きわめて気持ち悪いな」

「ああ！　俺はなんてことを！　お姉ちゃんに嫌きらわれたら、生きていくことなんて！」

　クラウスは嘆なげき、寝台の上に崩くずれ落ちた。

　それを横目に、マナは自分の陰かげに隠れるリンデを見る。

　まだ少し怯えた様子の彼女に、マナは恐る恐る手を伸のばす。

「今なら……今なら、この娘むすめの頭を撫なで……」

　リンデがマナの陰から飛び出し、彼女の手は空を切った。

　小さな少女は嘆くクラウスに駆かけ寄ると、寝台の上で崩れ落ちた彼の頭を抱かかえ込むようにして、それから、そっと撫で、目を細めて優やさしく微笑ほほえんだ。

「お姉ちゃん……。慰なぐさめてくれるのか？　こんな俺のことを……」

　リンデが頷うなずき、クラウスは再び彼女を抱きしめた。

　今度はリンデも抵てい抗こうせず、クラウスも無理な頰ほお擦ずりはしない。

　マナは伸ばしたままだった手を引っ込め、深くため息をつく。

「マーナガルム」

　リンデと抱き合ったままで、クラウスはじっとマナを見つめる。

「俺とお姉ちゃんがあの状じよう況きようで生きている。そして、お前がここにいる」

　意識を失う直前、かすかだが見えたものがクラウスの脳のう裏りをよぎる。

　それは金属に似た光。マナの鉤かぎ爪づめのようだった。

「助けてくれたのはお前だろ。礼を言う」

　クラウスは頭を下げた。

「な、なんだ。突とつ然ぜん、殊しゆ勝しようなことを言って」

　マナは後ずさると、バツが悪そうに、プイと顔を背そむけ、鼻を鳴らした。

「ただの気まぐれだ」

「気まぐれ……ですか。わたしは違ちがうと思うのですけど。例えば、彼の境きよう遇ぐうに自分を重ねたとか。ひぇひぇ」

　別の声がした。

　クラウスたちが目をやれば、いつからいたのか部屋の中に、一人の少女がいた。左右で束ねた髪は白と黒の色に分かれている。陰いん気きな笑えみを浮うかべ、澱よどんだ瞳ひとみがクラウスたちを見ていた。

「あの時の……」

　エーリューズニル跡あとの城塞で、テュールに追われるクラウスたちを導いたあの少女だった。

　彼女はどこか人を嘲あざけるような笑みを顔に張りつけたまま、そこに佇たたずんでいる。

　クラウスは寝台を下り、リンデを背にかばうと、警けい戒かい心しんを露あらわにした顔で少女を見返す。

「そう警けい戒かいしないでくださいよ。ひぇひぇ」

　ニヤついた笑みを消さぬまま、少女は言う。

「貴様こそつまらないことを言っていると、頭をねじ切るぞ」

　マナが凄すごんだ。洞どう窟くつがかすかに振しん動どうし、小さな石が崩れて落ちる。

「おーおー、怖こわい怖いです。ひぇひぇ」

　言葉とは裏腹に、少女はたじろぎもしない。

　クラウスの袖そでをリンデが引いた。

「……あいつも、俺たちを助けてくれた、か。確かにそうみたいだね。実際、あそこでは助けられたわけだ」

「ひぇひぇ。理解いただき、ありがたいですね」

　クラウスは顔をしかめ、マナもまた不快感を隠そうとはしていなかった。

「礼は言う。だけど、お前は何者なんだ？　それにここは……」

　クラウスは周囲を見回した。その洞穴自体は広いものでも深いものでもなさそうだった。外からは夕日の淡あわい赤光がかすかだが届いている。

「ひぇひぇひぇ。よく聞いてくれましたね。わたしは……」

「お前が巨きよ人じんだということだけはわかっている」

「ひぇっ!?」
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　クラウスが言い切れば、少女が驚おどろきの声を上げた。

　彼の後ろではリンデが小さく息を吞のむ。

「『こんなに小さいのに巨人？　お姉ちゃんより小さいのに！』確かに、お姉ちゃんが言うとおりだ。だけど、かわいいのは、どう見てもお姉ちゃんのほうだ」

　リンデが頰ほおを紅潮させる。

「それはそれとして、俺がその子を巨人だと思った理由は単純だよ。神々と敵対した邪じや悪あくな巨人たち……。例えば霜の巨人ヨトウンは神々と同じく魔法を使う。それを使えば、子供の姿をとることだって不可能じゃないだろう。そして、死の国ヘルヘイムはかつて巨人と邪じや神しんの血を引く女王ヘルによって支配されていた。今はテュールの支配下にあるとはいえ、この地にその残党……ヘルの一族や霜の巨人が残っていてもおかしくない。それに……」

「それに？」

　薄うすら笑いを浮かべたままで少女が興味深げに身を乗り出す。

「『ひぇひぇ』とか笑う幼女はちょっと……」

「ひぇ……!?　むむ。これは意外性を狙ねらってみたんですけど……。ダメでしたか」

「ダメというか、いったいどういう意外性を狙ってみたんだ」

　少女が不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「……まあ、いいでしょう。隠してもしかたのないことです。見た目は幼女。しかし、その正体は巨人です。驚いてもいいですよ」

「わーおどろいたー。それにしても、あっさり明かしたな」

「お前たちをテュールから逃にがして、こんな洞ほら穴あなにこもっていて、今いま更さら怪あやしくないと言っても何の説得力もありませんからね」

　肩かたをすくめると、彼女は隅すみに置いていた椅い子すを引き、足を組んで座った。

　浮かべた笑みは陰気だが、どこか蠱こ惑わく的な雰ふん囲い気きが混じる。

「わたしはモーズグズ。かつて……テュールがこの死の国へと攻せめ込むまで、女王ヘルの屋や敷しきへと続くギャラールの橋の番人だった者です」

「エーリューズニルに行く途と中ちゆうにあった橋か。やけに大きな橋だったけど、本来は主がいたわけだ」

「そうですよ。役目を果たしたいものなのですけど。この姿も理由あってのことで……」

「テュールから隠れているから、とか？」

「どうでしょうねぇ。乙女おとめの秘密ですよ」

　言いつつも、モーズグズは否定はしない。

「ここはお前の隠れ家ということか」

「そのとおりです。見てのとおりのボロ屋。テュール神の法とやらで肩かた身みが狭せまい霜の巨人ですからねぇ」

　言いながらも、彼女の表情には苦く渋じゆうの色はない。

「それなら、何故なぜ、俺たちを助けて、ここに招き入れた？　神々と敵対するお前は、俺たちを助けることで不利益を被こうむる可能性が高い。仮に、テュールから隠れているとしたら、特に危あやういはずだ」

「まったくもって、そのとおりです。いざという時のためにと、ヘル様のお屋敷、エーリューズニルの跡を経由して仕し掛かけていた幻まぼろしの魔法は破れ、この隠れ家ももうテュールの目から逃れることはできないでしょう。ああ、なんということでしょうか」

　危機感のない顔で言う。

「あの時、マナが殺したはずのニーズホッグが蘇よみがえって、テュールを襲おそっていた。あれもお前の使った魔法なのか？」

「そうですよ。わたしもこれで死の国に住まう巨人の一人でしたから。死人を操あやつる魔法など容易たやすいことです」

　こともなげに言った。

「それで、人間さん。わかっているのでしょう？　そこまでしてあなたを助けた理由が」

　クラウスは壁かべに背をつけて佇むマナを見た。

　彼女自身はおもしろくもなさそうに眉まゆを上げる。

「それは月喰くらいの魔ま狼ろうマーナガルムが解放されたから。そして、マナが神々と争っていたからだ」

「べ、別に助けたくて助けたわけじゃないんだからね！」

「……？」

「きょとんとしないでくださいよ」

　モーズグズは不服そうに頰を膨ふくらませる。

「いや、いきなりそんなめんどくさそうなこと言われても」

「これでもダメですか……。せっかく、こんな愛らしい姿になっているのですから、籠ろう絡らくしたかったんですけど……。人間の趣しゆ味みは難しいですね。まあ、人間なんかは魔狼のオマケですけど」

「お前が偏かたよっているだけだ。俺はお姉ちゃんなみに可か憐れんで儚はかなげで、なおかつ精神的包容力のある女の子じゃないと興味ないんだ」

　言われたリンデは思わずその頰を押さえてうつむいた。照れているらしく頰が赤い。

「ほうら！　かわいいだろ！」

「お前ら、めんどくさいんですけど」

　モーズグズが吐はきそうな顔をした。

「それなら、何かお望みの方向とかありますか？　わたしとしては、お前みたいな気持ち悪い性せい癖へきの人間は願い下げなんですが」

「じゃあ、お兄ちゃんって呼んでみてくれないか」

「お兄ちゃん。わたし、モーズグズです！　お兄ちゃんのことを性的な目で見てる！」

　椅子の上で立ち上がり、モーズグズは両手を頰の横で重ねてかわいらしく身を乗り出す。

　それを見て、リンデが不安げな眼まな差ざしでクラウスを見上げる。

「『妹のほうがいいの？　お姉ちゃんが妹と間ま違ちがわれるたびに、それはそれでありだと思ってるの？　ゴメンね……お姉ちゃん、姉で……』だって!?　バカなことを言わないでくれ。俺はお姉ちゃんのほうが断然いい。ここだけの話、お姉ちゃんっ子と言えば、ベルトールの子、クラウスと、故郷でも有名だったじゃないか。あいつ、姉とベタベタして気持ち悪いって言われた日もある」

　ホッと胸を撫なで下ろしたリンデとクラウスが見つめ合う。

「じゃあ、なんでやらせたんですか！　邪悪な巨人を弄もてあそぶとか、なんて人間です！」

「おい、巨人。相手してたら、身がもたないぞ。月を喰らったアタシが胸焼けをしている」

「そもそも、相手が霜の巨人とわかっていて、変な感情を持つわけないだろ」

　クラウスが言えば、モーズグズが露ろ骨こつに顔をしかめた。

「巨人は俺たち人間を脅おびやかす敵だ。人界ミズガルズに攻め込み、人を喰らう。巨人の国ヨトウンヘイムの霜の巨人ヨトウン。それは人の形をしたものだけじゃない。巨狼、竜りゆう、人を脅かす魔物全すべてを総そう称しようして巨人だと言ってもいい。人間の天敵だ」

「そのとおりですね。わたしたちは神々に作られ、庇ひ護ごされるお前たちが憎にくい。それが神々と敵対する巨人というものです。マーナガルムの魔狼の一族もまた巨人の一種。邪神と巨人の間に生まれし種です」

　悪びれる様子もなく言うと、モーズグズはマナをチラリと見た。

「しかし、まあ、それはともかく。助けてくれたのはありがたかったよ」

　そう言うと、クラウスは寝しん台だいの傍そばにあった赤い外がい套とうを着込み、出していた道具をポケットや鞄かばんに仕し舞まい込んでいく。

「それで、お前はマナを利用したいんだろ？」

「協力してもらいたい。そう言い換かえたいですね」

「バカが。アタシが何故、貴様に力を貸す必要がある？」

　マナは吐き捨てた。

「アタシは何者にも利用されるつもりはない。魔狼が貴様と同じ一族だと？　貴様らのような薄うす汚ぎたない巨人なんぞと同じにするな」

「あなたもわたしたちと同じはずですよ。神々に対して、テュールに対して恨うらみを抱いだく者です。何故なら、神々は、そして、テュールは、あなたの父親、巨狼フェンリル。それに妹である死の国の番人、魔狼ガルムの仇かたきでしょう？　それだけじゃないですよね。あなたは神々に……」

「黙だまれ」

　マナの拳こぶしが壁を打つ。壁が砕くだけ、陥かん没ぼつし、大地が揺ゆれ動うごく。

　赤い双そう眸ぼうが怒いかりにギラついていた。

「これは失礼しました。ご気分を害されたなら、心から謝罪します」

　モーズグズの表情に後ろめたさなど欠片かけらもない。

「しかし、あえて言います。あなたはわたしに力を貸すべきなんです。何故なら、あなたたちが置かれている状じよう況きようは既すでに絶望的なものなのですから」

「貴様、苦くるし紛まぎれに何を……」

「それに関しては、この巨きよ人じんの言うとおりだ。マーナガルム」

「人間にしては察しがいいですね」

「どういうことだ？　回りくどいのは好きじゃない」

「なら、説明してやろう。マナ。お前は知らないかもしれないが……」

「貴様の姉も首を傾かしげているだろうが」

　クラウスはそんなリンデを後ろから抱いて、頭の上に顎あごを乗せる。そして、不敵な表情を見せた。

「俺とお姉ちゃんは一心同体。ゆえに、俺が知ることはお姉ちゃんも知る。知らなかったか？」

「うるさい！　いいから続けろ！　貴様らを……いや、貴様だけ殺して、その娘むすめを……」

「黙れよ、クソ魔狼。寝ね言ごとは氷の中で言え。お姉ちゃんに手を出すことだけは……」

「あの……話を続けてもらえますか？」

　モーズグズが言うと、リンデも頭の上のクラウスの顔を両手で叩たたく。

「お姉ちゃんがそう言うなら……。マナ。今回だけだからな、許すのは」

　照れた様子でクラウスは咳せき払ばらいする。

　マナが本気で嫌いやそうな顔をした。

「それで、魔狼。お前はテュールの法の力という奴やつを理解しているか？」

「アタシに絡からみついた縄なわ、首を落としに来た刃やいば。それに、死者どもを襲った胸むな糞くそ悪わるい力だろ。つまりは、テュールが決めた法に従わなければ、決められた処しよ刑けい法が来る」

「だいたいは合ってる。だが、重要な部分が抜ぬけているな」

「どういうことだ？」

　リンデもまた首を傾げていた。

「テュールの法とは何なのか」

「だから、それは奴の決めたものだろ」

「そのとおりだ。だけど、法が法であるには何が必要だと思う？」

「言ったな。アタシはそういう回りくどいのが嫌きらいだ」

　マナの声が怒ど気きをはらむ。

　クラウスはため息をつくと、リンデの髪かみに頰ほおを寄せた。

「和なごむな！　また、貴様の姉、嫌がって叩いてるだろ！」

「和むだろ。叩かれるの含ふくめて。ともかくだ。法が法であるために必要なこと。それは法が告示されることだ。そうしなければ、法は法たりえない。そうだろ？　モーズグズ」

「そのとおりです。それがテュールの力の源泉」

「だから、テュールは法をこの国に、死者たちに示している。そうすることで、どれほど理り不ふ尽じんであっても、法の力は行使される」

「示す……あの石せき碑ひか。エーリューズニルの中央にあった」

「えらいぞ、伝説の魔狼。そのとおりだ」

　リンデが不思議そうに首を傾げる。

「そう……。お姉ちゃんが今思っている疑問。それはもっともだ。何故、テュールの法が執しつ行こうされたのに、俺たちは無事なのか」

「あんなもの、アタシが嚙かみ破ったからだろ」

　リンデはマナに対して、フルフルと首を横に振ふった。

「まさにそのとおりだ。だけど、お姉ちゃんの疑問はさらにその先にある。魔狼マーナガルムの短たん絡らく的な考えのはるか先に」

「人間、貴様……！　いや、そこの娘に言ったわけじゃなくてだな……怯おびえるな！　アタシは別に、そんな……」

「お姉ちゃんの疑問。それはどうして一度法の力を破っただけで、俺たちは無事でいられるのか？　ということだ。もう一度……いや、命を奪うばうまで何度でも、あの攻こう撃げきが襲おそってきてもおかしくはないはずだろ？」

「確かに……そういえばそうか」

　マナは頷うなずいた。

「だけど、その答えは出ている。マナとテュールが戦った時。あの時も、テュールの法はお前を一度しか襲わなかった。それから、仕事を放ほう棄きしたとみなされたブルーノは刑けい罰ばつを受けた。だが、あいつは言った。『今日はもう刑けいを執行された。大だい丈じよう夫ぶなはずだぜ』と。事実、一度絞こう首しゆ刑けいにされたあと、ブルーノに刑罰は執行されなかった。それらを踏ふまえて考えると、同じ刑は一度しか執行されない。さらには、即そく座ざに新たな法を施し行こうすることはできない」

「新たな法を施行できないというのは、どういうことだ？」

「だって、そうだろ。考えてもみろ」

　クラウスは気取った仕草でマナを指す。

「俺がテュールなら、お前が死ぬ……いや、殺さないのか。なら、お前を無力化する法を定めて、あの場でお前を捕とらえる」

　腕うでを組み、マナは考え込む。

「確かに……」

「この解かい釈しやくで合っているんだろ？　モーズグズ」

　クラウスが問うと、彼女は喉のどの奥で笑うような音を立てた。

「人間にしては物事を見ていますね。あなたの言うとおりですよ」

「最初からそこの巨人に確かめればよかったのに、偉えらそうに……」

　マナは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたかのような顔をする。

「しかし、それなら、何も問題はない。法の力とやらは力で嚙み破ることができる」

「確かにそうだけど、お前、それに足を引っ張られて負けたんだろ。いや……素の力でも負けてたか……」

「黙れ！　それは封ふう印いんがあるからだ。これさえ破ることができれば、アタシは……」

「まあ、お前の言うとおり、テュールの刑罰は力ずくで破ることができる。……今は」

　クラウスの言葉にリンデが表情を変えた。

「そう……。お姉ちゃんはさすがだ。気づいたんだね」

「アタシから見ると、気づいたのかどうかわからないんだが。貴様、適当言ってないか？」

「俺とお姉ちゃんは一心同体だ。心と心で通じ合っている。それが絆きずな」

　リンデはまんざらでもない顔をしていた。

「いいから本題を続けてみろ」

「……愛を知らない悲しい魔ま狼ろうめ。ともかくだ。確かに、今のテュールの法なら破ることもできるし、対応の術すべもある。だけど……さっきも言ったな。お前を即座に無力化させる刑罰を施行できれば？」

「奴は新たな法を施行することができない。貴様がそう言ったはずだろ」

「即座に施行することはできない。俺はそう言った」

　クラウスはモーズグズを見る。

「お前なら知ってるだろ？　テュールが新たな法を追加した場合、つまりは、あの黒い石碑に新たな法を刻んだとすれば、それはいつ執行される？　お前が俺たちの状況が絶望的だと言ったのは、そういうことだろ？」

　モーズグズが耳みみ障ざわりな声で笑い、肩かたを上下させる。

「本当に頭が回るのですね。さすがは魔狼を束そく縛ばくから解き放った人間」

　モーズグズが陰いん気きな目でマナを見た。その奥には深い闇やみがある。

「真夜中。かつて月というものが、天頂にあった時間。その時点でおそらく今、テュールが新たに刻んだ法が適用されるようになるでしょう」

「俺がテュールなら、人間は殺す。魔狼は無力化してからゆっくりと捕とらえる」

　クラウスは言った。

　リンデが深く息を吞のみ、マナは牙きばを剝むく。

「『その力から逃のがれる手はないの？』か。相手は神だからね」

　クラウスは静かに言った。

　何かを言おうとしながら、マナは黙り込んだ。

　クラウスもそれ以上何も言わない。モーズグズだけが濁にごった笑えみを浮うかべていた。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、マナが忌いま々いましげに舌打ちし、クラウスに背を向ける。

「辛しん気き臭くさいな。その上、黴かび臭くさい」

「わたしの住すみ処かをけなすの、やめてくれますか？　あなたたちをかくまったせいで、もう使えなくなる場所なんですけど」

　モーズグズの抗こう議ぎは気にせず、マナはそのまま部屋を後にする。

　それからしばらくして、クラウスは姉の頭を優やさしく撫なでるとマナの後を追った。




　　　　◆　◆　◆




　洞どう窟くつの外は暗い。既に日は沈しずみ、死の国の荒こう野やには夜の闇が降りていた。相変わらず空を覆おおう雲で星すら見えない。

　クラウスは大地に立ち込める闇の中を見回す。

　銀色の少女はそこにいた。

　石の上に腰こしかけたマナは何をするでもなく、暗い夜空を見ていた。

　いつも軽口を叩く時のような表情を浮かべると、クラウスは口を開こうとする。

　だが、何も言えなかった。

　空を見るマナの赤い瞳ひとみにいつもの輝かがやきはなかった。

　自信に満ち、野や獣じゆうのように獰どう猛もうで、戦乙女や神を相手にしても一歩も退ひかず、恐おそれることを知らない魔狼はそこにいない。

　少なくともクラウスはそう感じた。

　夜空を映す彼女の瞳にはどこか空むなしさと寂さびしさが宿る。戦いにおいて、命を捨てることすら厭いとわない彼女に、今は儚はかなさすら覚える。

　闇の中に浮かぶマナの姿はただ一人取り残された少女のようだった。

　事実、そうなのかもしれないと、クラウスは思う。

　マナと共に生きたはずの魔狼の一族というものを、今を生きるクラウスは知らない。少なくとも封印された魔狼以外が存在するという話を聞いたことはなかった。

　ならば、マナは……。

「何か用があるんだろ？」

　クラウスの考えを断たち切るように、不意に声がかけられた。

　マナが振り向いていた。面めん倒どうくさそうにあくびをした彼女はいつもと変わらない。ふてぶてしさと自信にあふれた魔狼がそこにいた。

「ああ、まあ……」

　クラウスは自分の中に生じていた何とも言えない気持ちを隠かくし、振り払はらうべく、帽ぼう子しのつばに触ふれた。急なことに気持ちの整理がつかず、言葉が出ない。

「おい、人間。貴様に聞きたいことがある」

　マナは腕を組み、フンと鼻を鳴らす。

「貴様は何故なぜ、アタシを助けようとした？　テュールとの戦いの中、アタシを置き去りにすれば、簡単に逃れることができたはずだ。それを何故、危険な真似まねをしてまで助けた？」

　クラウスは少し考え、肩をすくめた。

「決まってるだろ。俺の目的はモーズグズと同じだ。お前を利用しようと思っているだけだ。逃にげたところで、テュールにお姉ちゃんを見られた以上、逃げおおすことはできない。お前という力がなければ」

　クラウスは空を仰あおいだ。

「お前を利用したかった。それだけだ」

　わずかに迷いながらそう答える。

「……お姉ちゃんを助けたい。そのためにお前が必要だった」

　言い切ると、クラウスは自分の表情を隠すように帽子を下げた。

　モーズグズの隠れ家にいた時のように、二人の間に沈黙が降りる。

　洞窟はエーリューズニルに臨のぞむ丘おかの陰かげにあった。これだけ近くにありながら、テュールに見つかっていないのは、何らかの魔法のおかげなのだろうと、クラウスは思う。

　遠くには街の篝かがり火びが揺ゆらいでいた。

「……そうだ。貴様の姉だ」

　マナが低い声で呟く。

「あれはなんだ？　テュールを前にした貴様の姉は明らかにおかしかった。言葉を取り戻もどしたようだったが、それとも違ちがう。貴様らが神々に追われるとすれば、あれが原因だ」

「そうだな」

　クラウスは認める。

「以前にも、神を前にした時に見た。お姉ちゃんは神々の託たく宣せんを告げる巫女みこだ。そのはずだった。だけど、あの時のお姉ちゃんは違った……」

「神を前に変へん貌ぼうする……か」

　マナは目を伏ふせる。

「貴様にはあの言葉の意味がわかったのか？」

「言葉の意味？　テュールに対して言った、預言のような言葉か」

　頷いたマナの表情に翳かげりがあった。それは先ほど見せた、たった一人だった銀の少女のものと同じだ。儚く寂しげな影かげがその横顔に落ちる。

「『友であった巨きよ狼ろうとの約束を違たがえ、代だい償しようとしてその右みぎ腕うでを失った法の神よ。偽いつわりを吐はいたその舌はもはや正当さを失い、お前は法の神としての資格を失なくした』」

　クラウスはリンデの言葉を繰くり返す。

「『その報むくいとして、隻せき腕わんの神は魔狼の牙に喉のど笛ぶえを裂さかれて滅ほろぼされる。そのはずだった』

『だが、お前は生きている。何故だ？　法の神テュール。お前は何故、生きたまま、ここに立つ？　何故、法の神を名乗る。お前に神たる資格があるのか？　友たる巨狼を謀たばかったお前に』」

　マナはその言葉に聞き入っていた。

「預言のようだけど、違う。これは未来ではなく、過去を告げているようだ。だけど、そんな過去なんてないはずだ。少なくともテュールは生きている。俺が知る限り、テュールは魔狼ガルムを滅ぼし、神々の黄昏の戦いを生き延びた」

　クラウスはいつになく沈ちん痛つうな面おも持もちのマナを見る。

「……マナ。お前、何かを知っているのか？」

「アタシは……」

　話すべきか迷いつつも、マナは口を開く。

「アタシの父親は巨狼フェンリルだ。邪じや神しんロキと巨人アングルボザの間に生まれた父は、その力を神々に恐れられた。そして、奴やつらのもとに軟なん禁きんされる形で育てられた」

「巨狼の過去か。それは初耳だ」

「テュールは……その頃ころの父の世話をしていた。他ほかの神々が父を恐れる中、唯ゆい一いつ、近づいたのはテュールだけ。その勇気を認めて、父はテュールと友情を育はぐくんだ。二人は友だった。アタシはそう聞いている」

　マナの赤い目が遠くを見る。

「神々は結局、父を恐れるあまり、捕らえようとしたそうだ。そのためだけに、呪アわンれドしヴ黄ア金リグレイプニルを作り出した。そして……」

　マナの声に怒いかりが混じる。

「テュールは父を謀った。奴に騙だまされて、父は捕らえられ、自由を奪うばわれた。神々奴らは捕らえた父を、神々の黄昏の戦いくさの前に殺した。戦士として、魔狼として戦うことすら許さずにだ」

　マナの声は低い。

　クラウスにはその姿があふれる激情を自分の内に抑おさえ込んでいるかのように見えた。

　神々によって親族を理り不ふ尽じんに奪われ、自らも狙ねらわれ続けている。それはまるで自分たちのようだと思う。

　モーズグズは言った。マナは自分とクラウスの境きよう遇ぐうを重ねたのだと。

　たった一人の銀の魔狼の寂しげな面おも影かげがちらついた。

「マナ……。お前は」

「勘かん違ちがいするなよ」

　マナは抑えた声で言う。

「アタシは別に父の死には何も感じていない。騙される奴が悪い。アタシの妹、ガルムもテュールに殺されたが、それも同じだ。あいつがテュールより弱かった。だから、殺された。それだけだ」

「そうか」

　短く応えながらも、クラウスは言葉とは裏腹な彼女の強い感情を感じる。

　自分を彼女と重ねようとするのは違う……と、クラウスは無む理り矢や理りに思い直そうとする。

　過去になど執しゆう着ちやくしないし、マナは利用するべき存在なのだと考える。今はただ、姉の幸せのみを望んでいるはずだ。

　だが、クラウスの胸には自分でも理解しきれない感情が残った。

　クラウスはしばらくの間、黙だまり込み、それからようやく口を開く。

「俺が知っていたのは、フェンリルが捕とらえられ、殺されたことだけだ。テュールとの関係や計略で捕らえられたということまでは知らなかった」

「奴らも自分の汚きたない手を広めることはないだろ」

　マナが吐き捨てる。

「しかし、貴様が知らないことを、あの娘むすめは知っていた」

「そうだな。お姉ちゃんが……どうして」

　マナに対して生じた感情を振ふり払い、クラウスは考える。

　今、考えるべきはリンデのことだ。

　クラウスもリンデも同じ村で育った。彼女もまた神々と魔ま狼ろうの戦いについて、聞いた伝承は同じはずだ。

「仮に神しん託たくを授さずかっているからだとしても、それを授ける者もまた神々のはずだ。なら、自分たちに都合の悪いことを告げるはずがない。……お姉ちゃんは何から神託を受けた？　それに、どうして、神々を前にした時にあんなことを口にする？」

「アタシが知らないこともある。『右腕を失った』とは、『隻腕』とはどういうことだ？」

「確かに……さっきの戦い。奴は片かた腕うでしか使っていなかったけど……」

　深くまとった外がい套とうの下、腕うでがないようには見えなかったと、クラウスは思う。

「そうだ。マナ。ひとつ思いついたんだが」

　クラウスは軽く手を打った。

「フェンリルとガルムは死んだ。なら、二人はこの死の国にいるんじゃないのか？　血肉を持った魂たましいが残っているなら、その力を……」

「神々の戦を貴様ら人間のものと同じに考えるな」

　マナがクラウスの言葉を遮さえぎった。

「神々が殺すということは、魂までも滅ぼすということだ」

「魂も……」

　クラウスは呟く。

「いや、待て。それはあくまで魔狼や邪神、巨人どもを相手にした時のことだ。貴様ら、とるに足りない人間を相手にしたなら、わざわざそこまでは……その……」

　言葉に窮きゆうしてマナはうつむいた。

　その姿を見て、クラウスは苦く笑しようする。

「お前が気を遣つかうとはな」

「ふ、ふざけるな！　アタシは……！」

「すまん。先に無神経なことを言ってしまったのは、俺だ」

「謝るな！　貴様らしくもない！　そういう奴じゃないだろ！　貴様はもっと人のことを舐なめていて、無意味に態度がデカくて、噓うそばかりつく。そういう奴だろ！」

「そうだな。まったくもってそのとおりだ」

　二人は言葉をなくす。

　死の国の生なま臭ぐさくも乾かわいた風が吹ふき抜ぬけていく。

「さて」

　しばらくして、クラウスは呟いた。

「本題だ。マーナガルム。テュールに負けた、案外弱い伝説の魔狼」

「いきなり失礼だな！　この場で腸はらわた抉えぐるぞ！」

　吼ほえるマナを、クラウスは平然と見る。

「やれやれだ。お前を解放したのは、神々にぶつければ、あいつらを殺してくれると思ったからなのに」

「何もできない人間風ふ情ぜいがよく言う」

　クラウスは石の上に座るマナを見下ろし、マナは牙きばを剝むく。

　そうしながらも、二人の目は笑っていた。

「まあ、実際のところだ。今のお前じゃテュールには勝てない。それは確かだろ」

「うるさい。アタシはまだ本気を出していない」

「その上、このまま逃にげていても、真夜中には法の力で仕留められる。手て詰づまりだな」

「他人ひと事ごとみたいに……」

　だが、マナは否定はしない。

　洞どう窟くつを出ていった時のマナの表情から、クラウスは彼女が力を封ふうじられた自分とテュールとの力の差を感じていることを悟さとっていた。

「だから、お前の力が必要だ」

　マナの言葉を遮ると、クラウスは彼女のすぐ傍そばへと歩みだした。

「マーナガルム。俺はこの身をお前に捧ささげる。原初の呪じゆ術じゆつというやつで、お前はその身を封ふう印いんから解き放て」

「正気か？　それとも、自分が何を言っているか理解していないのか？」

　マナは驚おどろきを隠かくせない。

「確かにアタシは貴様の肉体を生いけ贄にえとして原初の呪術を行うことで、封印を破り、力を取り戻すことができる。だが、その代償はわずかなものでは済まない」

「何故なぜ戸と惑まどうんだ？　月喰くらいの魔狼」

　クラウスは表情を変えず、その視線も逸そらさない。

「人が神に戦いを挑いどむ。神を殺そうと言うんだ。とうに覚かく悟ごはできている」

　クラウスは平然と言った。

「お姉ちゃんが生き残ればいい。お前が神々の辱はずかしめを拒こばむなら、断る理由はないはずだ」

　彼の視線を正面から受け止めて、マナはしばらくの間、黙り込む。

「もっとも……俺が命全すべてを代償とするなら。お前が信用できるかもう少しだけ考えてみるし、お前がお姉ちゃんを護まもってくれるように、情にほだされるような話をしてみるが」

「侮あなどるなよ。アタシは人間の情などに興味はない」

　クラウスは苦笑し、マナは牙を剝いて笑う。

「だが……」と、彼女は続けた。

「手は結んでやる。アタシと貴様たちが生き残るために……。神を殺すために」

　マナはクラウスの手を取った。だが、彼女が握にぎったのは掌てのひらではなく、その手首だ。

「人間。貴様の血肉を代償としてアタシは力を取り戻もどす。だが、それは生半可な代償ではない。貴様は死ぬ」

「……そうか」

「まだだ。早まるな。だから、貴様と契けい約やくを交かわす」

「契約？」

「貴様如ごときではそのまま生贄としても、力が足りない。だから、アタシは原初の呪術を行うための、そしてその力を増すための、神々の呪のろいをも凌りよう駕がするための契約をあらかじめ貴様と交わしておく。指を出せ」

　そう言うと、マナはクラウスの手首を握りしめたまま彼の前に跪ひざまずく。

　クラウスの手を引くと、彼女はその親指に唇くちびるを寄せた。

　マナの唇に血が滲にじんだ。彼女はその牙で自らの唇を嚙かみ切っていた。

「何をするんだ？」

「アタシと貴様の血と血を混ぜ合う。それによって、アタシたちはひとつの存在となる。そういう意味を込めた原初の呪術、契約だ」

　言いながら彼女はクラウスの指先を血が滲む口に含ふくんだ。チクリとした痛みが彼の指先に走る。血と唾だ液えきが入り混じる水音がピチャリと鳴った。

「アタシたちは呪術で深く結びつく。これによって、アタシはお前の血肉以外を、解呪の呪術に使うことはできなくなる。魔法は払はらうべき代だい償しようと、その力を増す儀ぎ式しきによって、その効果を定める。結びついた肉体は呪的に融ゆう合ごうし、契約は払われた代償の持つ力をより強くする」

　口に入れた指先をマナの舌が舐めていた。生温かで柔やわらかく、かすかな痛みを帯びた感覚にクラウスは思わず吐と息いきした。

「少なくとも貴様が死ぬまではこの呪術は解けない。アタシたちはひとつになる。ん……」

　マナの鼻から息が漏もれた。彼女の身体からだがかすかに震ふるえた。

　クラウスの指先から背筋、そして、脳のう髄ずいへと得たこともない感かん触しよくが走った。それは身体の内側にあるものを、指と舌を通して送り合ったような、血潮を交こう換かんしたかのような奇き妙みような心地ここちだった。

「う……」

　不快ではないその感覚に、クラウスは声を漏らす。

　マナの舌が指先に絡からみつき、チュッと血が吸われた。

「ん、ふ……」

　鼻から抜ける息を残して、マナが唇を離はなした。クラウスの指先は薄うすい赤色で濡ぬれている。

　彼の前に跪いたままで、マナは彼を見上げる。

　夜の闇やみの中でなお銀色の髪かみは美しく煌きらめいて流れ落ちる。血でも塗ぬったかのように赤い唇をした彼女の白い頰ほおは上気している。血と同じ色の瞳ひとみは熱を帯びて潤うるんでいた。

　綺き麗れいだと、クラウスは素す直なおに思った。

　動くことができぬまま、彼はじっとマナを見つめる。彼女もクラウスから目を離さない。

　それから彼は自分がマナに見み惚とれていたことに気づく。

「も、もういいのか？」

　慌あわてて目を逸らすと、クラウスは差し出したままだった手を引いた。

「あ、ああ」

　マナも立ち上がると、どこかバツが悪そうに別の方向を見る。

「これで契約は交わされた。太古の呪術のひとつだ。神々の呪じゆ詛そにさえ抗こうする力を持つはずだ。そして、貴様の払う代償も緩かん和わされる。死ぬことだけはなくなったはずだ」

「なるほど」

　クラウスは頷うなずく。

「俺のことを心配してくれたのか。イイ魔狼もいたもんだ」

「自うぬ惚ぼれるな。貴様如きはどうでもいい。ただ呪術の効率を優先しただけだ。それに……貴様が死ねば、貴様の姉はどうなる？　すごいことになるだろ」

「お姉ちゃんを泣かせてしまうか……。確かにそれは望まないな」

　クラウスは頷いた。

「だが、今一度言うぞ。貴様の払う代償は大きい。それは……」

「俺も今一度言う」

　クラウスはマナの言葉を遮る。

「言ったはずだ。何だってする。どんな犠ぎ牲せいも払うと」
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「テュールを討うつ」

　モーズグズの隠れ家に戻るなり、クラウスは言い切った。

　その後ろでマナが頷く。

「……っ!?」

　リンデが声にならない声を上げると、クラウスに突とつ進しんしてしがみつく。

　赤い外套をつかむと、そのまま器用によじ登り、肩かた車ぐるまされるかのような形でクラウスに足をかけ、握った拳こぶしを振ふり下ろした。

　赤い帽ぼう子しの上からリンデはポコポコとクラウスを叩たたく。頰を紅こう潮ちようさせて、目め尻じりに涙なみだを浮うかべた彼女は眉まゆを上げて怒おこっていた。そして、さらに叩く。叩き続ける。

「いたっ!?　いたたた!?　お姉ちゃん!?　『お姉ちゃんのことはいいの！　だから、そんな危ないことはやめて！』って？　そう言ってもらうのは嬉うれしいよ。だけど……」

　叩かれながらクラウスは言う。

「お姉ちゃんのため。だから、やるんだ」

「言っておくけど、貴様、全然かっこよくないからな。叩かれて、帽子ずれてるし」

　マナは真顔で言った。

　リンデが息切れして、振り下ろす拳が止まる。

　肩の上に乗ったまま、彼女はクラウスの頭を後ろから抱だきしめた。

「どちらにしても、こうするしかないんだよ。俺たちが生き残るには」

　静かに、優やさしく告げるが、リンデは頷こうとはしない。

「勝算があっての言葉なのですか？」

　モーズグズは他人事のように言った。

「むしろ、こう聞きたいな。ある！　と言えば、お前は協力して、命を張ってくれるのか？」

「またまたご冗じよう談だんでしょう？」

　モーズグズは悪びれない。

「うまく倒たおしてくれればよし。そうでなければ、また暗あん躍やくするだけ。その程度だろ。お前が考えているのは」

「死の国の行く末に対しては真しん剣けんですよ。この国はそもそも、生への未練を失い、虚うつろに朽くちて地に還かえった意志なき魂たましいの残ざん滓しを世界樹ユグドラシルの滋じ養ようとするための場所です。テュールの支配は、ニーズホッグから世界樹を護っているようで、地に還るべき魂を浪ろう費ひしている……目の前の脅きよう威いを抑おさえているだけに過ぎません。愚おろかな男です」

「とはいえ」と、平然と彼女は続ける。

「残念ですが、テュールによって支配されたこの国では、わたしができることは限られているのですよ。神を殺せる者に全てを託たくす。その程度しかできることはないのです」

　モーズグズは「ひぇひぇひぇ」と声を立てて笑った。

「俺たちが失敗しても他ほかの候補がいるんじゃないか？」

「どうでしょうね？　しかし、それなら、問いましょう。魔ま狼ろうマーナガルムと、ただの人間は、法と戦いくさの神を殺すことができるのですか？」

「勝ち目はある」

　クラウスは躊ちゆう躇ちよせずに言い、マナはそれを否定しない。

「だから、お姉ちゃんも俺を信じてほしい」

　肩の上の姉を顧かえりみて、クラウスは言った。

　リンデはまだ少し戸惑いつつも、眉を下げる。

「ウーリから継ついだ噓うそと幻まぼろしの技わざ。それを信じてほしい」

　クラウスは赤い外がい套とうを翻ひるがえし、洞ほら穴あなの出口へと振り返る。

「司法と戦の神テュール。奴やつは既すでに俺の虚きよ幻げんの中にいる」
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　見上げるばかりの巨きよ狼ろうがテュールを見下ろしていた。

　その巨きよ軀くは山のようであり、あるいは天地に届くほどにも見えた。

　針のように鋭するどく太い獣じゆう毛もうは、神こう々ごうしさすら感じさせる銀の輝かがやきを宿す。

　司法と戦の神を見下ろす目は野や獣じゆうの獰どう猛もうさと共に深い知性をも湛たたえていた。

「何故なぜとは問わん。唯ゆい一いつ、俺を恐おそれなかったお前だ」

　巨狼が言った。その顎あごと牙きばは血にまみれている。

　その巨軀が身じろぎするが、それ以上のことはできない。

　狼の身体は巨体には見合わない細い紐ひもで縛しばりつけられていた。しかし、その紐は巨狼が力任せに引きちぎろうとしても、嚙みちぎろうとしても一いつ切さい傷つかない。

　グレイプニル。女の髭ひげ、猫ねこの足音、魚の息、岩の根、熊くまの腱けん、鳥の唾液から作られた魔法の紐はミシミシと音を上げるものの切れず、巨軀へと食い込んでいく。

　それは巨狼──フェンリルを捕ほ縛ばくするためだけに作られた呪アわンれドしヴ黄ア金リだ。

「代償は払わせた」

　血まみれの顎から放たれる生温かな吐息がテュールの身を撫なでる。戦神の足元には赤黒いものが滴したたり落ちていた。

　表情を変えぬテュールの後ろで笑い声が聞こえた。それは彼以外の神々が上げたものだ。

「哀あわれだな。友よ。王の座を追われ、奴に都合よく使われ……そして、貴様は俺たちの呪いを受ける。逃のがれることなどかなわん。貴様らは穢けがれ、歪ゆがむ」

　テュールは応こたえない。嘲ちよう笑しようすら混じる声の中で、液体の滴る音がかすかに聞こえる。

　滴るのは血の泡あわだった。

　ふと気付くと、テュールが見ている光景が変わっていた。

　牙の並ぶ口から血を流すのは汚よごれた狼だった。その体毛は黒く凝こり固まった血のせいで、もとの色もわからない。

　大地が震え、空には雷らい光こうが走り、怒ど号ごうと剣けん戟げきの音が響ひびき渡わたる戦場に、テュールはいた。

　憎にくしみに染まった狼の目がテュールを睨にらみ、折れ砕くだけた牙がガチガチと音を立てた。

　咳せき込む狼の喉のどから大量の血がこぼれ落ちた。

「……父は信じていたのに。貴様は裏切った」

　血ち反吐へどと、あらん限りの呪のろいと共に血ち塗ぬれた狼はそう言った。

　テュールは目を開けた。彼は直立したまま微睡まどろんでいた。

　テュールが立つのはかつてのヘルの屋や敷しき、エーリューズニルの玉座の間だ。

　法の石せき碑ひの近くに建て直した屋敷には過去の主の面おも影かげはない。

「夢か」

　テュールは呟つぶやく。

　その時、にわかに屋敷が慌ただしくなった。

「いや……」

　虚こ空くうに目をやり、テュールは呟いた。全身を覆おおう外套がかすかに動く。

　玉座の間の扉とびらが開き、一人の戦乙女が慌てて飛び込んで来た。

「テュール様！　来ました！　マーナガルムです！　エーリューズニルの城塞の外に、真正面からやって来ました！」

　テュールは迷うこともなく、鉄てつ靴かを踏ふみ出した。

　戦乙女を従え、屋敷を後にしながら、彼は呟く。

「我を呼んだのはお前だったか。友よ。そして、その娘むすめよ」
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　エーリューズニルの城塞の外、夜の闇やみの中に戦乙女ヴアルキユリアたちが舞まう。その下に対たい峙じする人ひと影かげがあった。

　篝かがり火びの炎ほのおに照らし出されたそれは《双そう牙がハティ》を手にしたマナとクラウス、そして、彼に抱だかれたリンデだった。

　対するは深く外套をまとい左の手で剣を握にぎりしめた神、テュールだ。

「テュール様が出る必要などありませんわ。ここはわたくしたちが……」

「下がれ」

　空中の戦乙女たちに告げると、テュールはその双そう眸ぼうでマナを睨む。

「投降しろ」

　戦神は言った。

「断る。アタシたちがここに来たのは、貴様と決着をつけるためだ」

　即そく答とうし、マナは《双牙ハティ》を突つきつけた。

「そうだ。俺たちはお前を殺す」

　クラウスが続く。

　テュールは彼のほうを見ず、かすかに眉だけを動かした。

「テュール。貴様は法の神であると同時に戦の神なんだろ？　ならば、法などというつまらない手ではなく、戦いで決着をつけろ。アタシと……それから、こいつと戦やれ。貴様もそのために、のこのこ出てきたはずだ」

　マナは後ろに立つクラウスを剣で指す。

　クラウスは抱いていたリンデを離はなした。心配そうに彼を見る姉の頭を撫でると、赤い外套をはためかせながら、テュールへと向き直り、腰こしの刀に手をやる。

「アタシとそこの人間が貴様と戦う。アタシたちが負けたなら、この身を好きにしろ。ついでにこいつは首をくれてやる」

「不足だ」

　テュールは言い放つ。彼はマナもクラウスも見ていない。視線の先にはリンデがいる。

「そこの娘の命も賭かけろ」

「ふざけるな。お姉ちゃんの命は……」

「わたしの命を欲ほつするのか？　虚きよ偽ぎに身を浸ひたし、その命脈が尽つきたはずの司法の神が」

　テュールの言葉に応えたのは、クラウスでも、マナでもなく、リンデだった。

　緑の瞳ひとみが光を帯びる。彼女は唄うたうかのように言った。

　リンデの様子は明らかに神が現れる前とは違う。

「やはりそうか。娘よ」

　ほとんど表情を変えないテュールの声にかすかだが殺意が宿る。

「命尽きたはずの神々がわたしの命を欲する。それもまた歪ゆがみ。滅ほろびるのがお前の運命だ」

　リンデはクラウスとマナを見た。

「だが……人の子と力を失いし魔ま狼ろうがその歪みを引き摺ずり出せるのか？」

「……まるで他人ひと事ごとのようだな」

　マナが言ったが、リンデは応じない。

「神との邂かい逅こう。それがお姉ちゃんを変えるのか……」

　クラウスはそれを予測していたかのように呟く。

　リンデはそれにも応えず、一方的に言い放つ。

「戦え。そして、生き残れ。お前たちが歪みを引き出せるのか。わたしは見届けよう」

　リンデはクラウスたちから離れ、凹おう凸とつのない胸を張って立つ。そこには普ふ段だんのリンデのおどおどとした雰ふん囲い気きはない。

　クラウスはまだ姉に何か言いたげにしていたが、それを振ふりきるように、テュールへと視線を転じる。

　マナも同様に二ふた振ふりの牙が剣けんを構え直した。

「待たせたな。戦神」

　マナがテュールへと踏み出す。

　クラウスは横へ走り、マナから離れたところで、刀に手をかけた。

「これは貴様とアタシたち二人の決けつ闘とう。いいな。認めろ」

「いいだろう」

　テュールが左の手で長剣を構える。

「来い。魔狼。それに人間よ」

　テュールの言葉と同時に、マナが地を蹴けった。

　銀の髪かみがなびき、その後ろに弾はじけた土が散る。
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　戦せん闘とうの口火を切ったのはマナだった。

　一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめたマナの《双牙ハティ》がテュールに叩たたき込まれる。

　繰くり出された二連撃をテュールはただ一本の剣で巧たくみに捌さばき、力でもって弾き返した。

　だが、マナは止まらない。弾き返されてなお、強ごう引いんに連撃を繰り出す。

　それは護まもりを捨てた攻こう撃げきだったが、テュールはなお全てを捌く。

「だが、お前もガラ空きだ」

　そこへテュールの真後ろからクラウスが突っ込む。

　マナが正面から向かうと同時に、彼は全力で走り、テュールの背後を取っていた。

　マナに隙すきができたのと同じく、その攻撃を防いでいるテュールの背後にもまた死角が生まれていた。

「行くぞ、戦神！」

　クラウスがテュールの至近に踏み込み、刀を抜ぬき放つ。

　その動きに空中のユーディットは目を見張った。

「何故なぜ、テュール様の法の力が働かない……!?　『王に武器を向けた者は斬ざん首しゆ』その刑けい罰ばつは、クラウスにはまだ執しつ行こうされていないはずですわ!?」

　テュールを襲おそうマナにも、クラウスにも、エーリューズニルで戦った時のように、法の力は作用していなかった。

「それはそうだ」

　クラウスはそうなることを確信していた。

　エーリューズニルで一度、法の執行を受けたマナはともかく、クラウスがテュールに攻撃を加えれば、対応する法の執行を受けるはずだった。だが、刑罰は機能していない。

「テュールは決闘を受け入れた。だからこれは、テュール自身が望んだ戦い。それを罪とすることなどできない」

「そんな！　テュール様！　決闘など撤てつ回かいを……」

「戦神の誇ほこりにかけて、そんなことできるはずがない。そうだろ。テュール」

　クラウスはテュールの背に刃やいばを走らせる。事実、彼は法による妨ぼう害がいを受けない。

　金属の激げき突とつ音が響ひびき、テュールの外がい套とうが裂さける。その斬撃は確実に彼を捉とらえていた。

「……っ!?」

　そのはずだったが、クラウスの口から出たのはむしろ焦あせりを帯びたうめきだった。
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　外套の裂け目から覗のぞくテュールの鎧よろいにはかすかな傷きずもなく、クラウスの刀の刃には亀き裂れつが生じている。

　さらにマナが連打を繰り出し、受けるテュールの隙を突く形でクラウスがさらなる斬撃を繰り出すも、テュールはそちらを振り向きもしなかった。

　クラウスの刀はテュールの背を斬きるも、火花を散らすだけで、傷ひとつ入れることができない。

「人間の攻撃なんてよける必要もない。そう見切っていたのか」

　再び迫せまるマナの攻撃に対して、テュールが動いた。

「いい加減、喰くわれろ！」

　繰り出された《双牙ハティ》を捌き、受け流し、さらには長剣ごと全身を振り回す。

　その動きは背後のクラウスのことなど無視した、一対一の戦いをする者の動きだった。

「ぐぁぁっ!?」

　だが、巻き起こる旋せん風ぷうはただそれだけで至近距離にいたクラウスを巻き込み、薙なぎ払はらう。

　枯かれ葉はのように舞った長身は為なす術なく城じよう壁へきに叩きつけられる。

　テュールはそれを顧かえりみることもなく、マナ目がけて長剣の連撃を叩き下ろす。

「このっ……！」

　マナは《双牙ハティ》を重ねてそれを受けた。

　しかし、戦神渾こん身しんの一いち撃げきはその護りすらこじ開け、彼女を弾き飛ばした。

　地を抉えぐりながら後退しつつも、彼女は辛かろうじて倒たおれずに踏ふみとどまるが、刃がかすめた肩かた口ぐちには血が滲にじんでいた。

「まだだ。まだだぞ、マナ」

　全身を壁かべに叩きつけられながらも、クラウスは刀を杖つえとして起き上がる。

　歯を食い縛しばり、テュールの背を睨にらみつけた。

　しかし、テュールの目も意識も、もはや正面にいるマナにしか向けられていなかった。

　クラウスの身体からだは悲鳴を上げている。

　視界が揺ゆらぎ、足元もおぼつかない。それでも、彼は前へ踏み出そうとする。

　だが、その時、身体を支えていた刀身が限界を超こえて折れた。

　クラウスの身体が倒れていく。

「人間!?　おい！」

　マナの声が聞こえたが、クラウスは自分の意識が徐じよ々じよに遠ざかるのを感じていた。
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　クラウスとリンデは泉の畔ほとりにいた。村が滅びたあの日から、数日が過ぎて、神々が去り、二人はようやくそこに戻もどってくることができた。

　屍しかばねが立ち並ぶ。強きよう烈れつな死し臭しゆうと濃のう厚こうな血の臭いの中で見知った人々は朽くちていく。

　数日前、赤く染まっていた泉は何事もなかったかのように、澄すんだ色を取り戻していた。

　クラウスが膝ひざを突つく。リンデはその背中を抱だいた。

　彼の視線の先にあったのは、赤い外套をまとう亡なき骸がらだった。

　外套にはいくつも穴が開き、愛用していた帽ぼう子しは草の上に落ちている。

「ウーリ……」

　彼はうつ伏ぶせに倒れて動かない。草の上にはいまだ消えない血ち溜だまりが残る。

　周囲には戦乙女のものなのか、羽根がたくさん散っていた。

「俺たちのために……。相手は神だったのに……。絶対に勝てない相手だったのに……！」

　クラウスは地面を殴なぐる。

　ウーリがうつ伏せで死んでいる理由。それは彼が退ひかず、最後まで戦ったからだ。

　噓うそと幻まぼろしを好み、虚きよ幻げん師を名乗った青年の死が、クラウスとリンデを生かしている。

　クラウスは地に落ちた彼の帽子に触ふれた。

「俺は虚幻を継つぐ。お姉ちゃんを護る。倒れるなら、その時はウーリと同じように……！」
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　刀が折れ、地に膝を突いたところで、クラウスは耐たえた。

　彼はその帽子に触れる。

「そうだ。倒れるなら、俺は……」

　奥歯を嚙かみしめて、クラウスは再び立ち上がった。

　折れた刀を捨て、赤い外套の内から短刀を抜き放ち、よろめきながらもテュールへ向かい、踏み出す。身体はまともに動かないが、クラウスは止まらない。

　マナを睨むテュールがかすかに眉まゆを動かした。

「何故、まだ戦う」

　背を向けたままでテュールが問う。

「貴様の手では我を傷つけることもできない」

「神の鎧か。なら、鎧のない場所を突き刺させばいい。お前の皮ひ膚ふさえ刃を弾くなら、貫つらぬくことができるまで何度だって突き立てる」

　クラウスの身体が大きく揺れた。

　その喉のどからゴボリと血の塊かたまりがこぼれた。

　大量の血を吐はき、クラウスは今度こそ地面に手を突く。それでもなお、彼の眼まな差ざしはテュールに向いている。

「人間よ。名を訊きこう」

　テュールが言った。

「前にも名乗ったんだがな……」

　荒あらい息の下、唇くちびるの端はしから滴したたる血を拭ぬぐいもせず、クラウスは笑おうとして、もう一度、咳せき込む。

「ベルトールの子、クラウス。お前たちに全すべてを奪うばわれた者だ」

「そうか」

　テュールは表情を変えない。

「ベルトールの子、クラウス。お前はよくやった。たかが人間でありながら、戦神である我を前に一歩も退かずに。だが、もうお前は終わる」

　テュールは告げる。

「その血の量、肋あばらが腸はらわたに刺さったのだろう。お前は死ぬ。だが、真の戦士は死後、戦ヴ士アのル宮ハ殿ラに迎むかえられる。それは戦士にとって理想的な最さい期ごだ」

「残念ながら俺は戦士じゃないんだ。虚幻師ってのを名乗っててね」

　そう言うと、クラウスは戦いを見守る姉を見る。

　彼女はいまだ瞳ひとみに光を宿していたが、何も言おうとはしない。

「俺が死んだら、お姉ちゃんも死ぬ。それだけは絶対に許さない」

　膝を震ふるわせながらも、クラウスは再び立つが、もはや短刀を握にぎることすらおぼつかない。

「だが、事実、お前には我に一撃を与あたえる術すべもない」

「確かに……。人間の身体って奴やつは脆もろい。お前たちは汚きたないよ。そんなに強くて」

　星の光も届かない暗い夜空を仰あおぐ。

「それでも、まだ俺には手がある。俺にはお前を殺す手段がある。最後の武器がある」

　赤い外套を握りしめ、クラウスは残る力を振ふり絞しぼって叫さけびを上げた。

「やるぞ！　マーナガルム！　切り札を切る！」

　その声に応こたえるようにマナは大きく跳ちよう躍やくし、クラウスの頭上を飛び越こえて、彼の背後に立った。

　テュールを前に、満まん身しん創そう痍いのクラウスは赤い外套を翻ひるがえす。

「巨きよ狼ろうの末！　月を喰らいし魔ま狼ろうマーナガルムよ！　俺はお前との契けい約やくを履り行こうする！」

　血を吐きながらも彼は叫び、その背後に立つマナが《双そう牙がハティ》を振りかぶった。

「我が血肉を代だい償しように、牙の戒いましめを解き放つ！　人の身に封ふうじられた魔狼の咆ほう哮こうを呼び起こせ！　誇り高き血潮よ、我が血に応えよ！」

　クラウスはその右みぎ腕うでを彼女に差し出す。

「喰らうぞ、貴様の血肉!!」

　マナの振るう《双牙ハティ》が上下からクラウスの右腕に襲おそいかかった。

　肉がちぎれ、骨が砕くだける音が響き、次の瞬しゆん間かん、クラウスの右腕が付け根から切断される。

　その行動にほとんど表情を変えないテュールが、そして、いまだ瞳に光を宿すリンデも驚おどろきを見せた。

「何を考えている？　お前の姉も心配している」

　リンデが声を上げる。

「嬉うれしい、な……。お姉ちゃんに心配されるなんて……！」

　かすれた声で言いながら、クラウスは崩くずれ落ちる。

　だが、彼の目は前を、テュールを睨んでいた。

「行けっ!!　マーナガルム!!」

　地面に赤黒いものをブチまけ、歯を食い縛り、額に汗あせを浮うかせ、苦痛に顔を歪ゆがめながらも、クラウスは叫ぶ。

「俺の血と肉と骨、その全てを糧かてとしろ！　駆かけろ！　吼ほえろ！　喰らえっ!!　血に飢うえた魔狼よ!!」

　マナが咆哮を上げた。暗い空へ轟とどろくそれは、大地と空を震わせ、砂さ塵じんをも巻き起こす。

　クラウスは弾はじき飛ばされて転がる。リンデがよろめき、滞たい空くうする戦乙女たちもまた姿勢を崩した。

　そんな中、テュールだけは微び動どうだにしない。

　そこへマナが地を蹴けり、突っ込んだ。

「テュール。お前は知らないかもしれないが……そうなった魔狼は案外手ごわいぞ」

　クラウスが地に転がったまま、唇の端を上げる。

　長ちよう剣けんを手にしたテュールと、《双牙ハティ》を振りかぶったマナの距きよ離りが一気に詰つまる。

　牙きばを剝むき出したマナの横顔は美しい少女のものでありながらも、獣けものの獰どう猛もうさをも露あらわにしていた。

「確かにもらった！　人間！　貴様の血肉を!!」

　地を駆けるマナの速度は明らかに先ほどよりも速い。

「人の身から解放はされないか……！　しかし、湧わき上がる！　湧き上がってくる!!　アタシの本当の力……魔狼マーナガルムの力が!!」

　赤い瞳を爛らん々らんと輝かがやかせ、獰猛な雄おたけびを上げて、マナはテュールへと斬きりかかる。《双牙ハティ》が唸うなりを上げ、テュールの長剣と真正面から衝しよう突とつした。

　マナは右手の剣けんのみでテュールと力を拮きつ抗こうさせ、さらには彼を半歩下がらせた。

　刃やいばと刃を嚙み合わせたまま、続けざまに繰くり出した左の牙が剣けんが彼の長剣を弾く。

　テュールがほんのわずかだがうめいた。

「アタシの勝ちだ!!」

　さらなる右の斬撃が無防備となったテュールの胴どうを薙なぎ払はらう。

「がっ……!?」

　そう見えた次の瞬間、うめきを上げたのはマナだった。

　テュールが深くまとっていた外がい套とうが大きく翻っていた。

　その下から突き出し、マナの腹に食い込んでいたのは、これまで使われていなかったテュールの右の腕うでだった。

　クラウスが苦しげな息を吐く。

「鉄の腕」

　リンデが呟つぶやいていた。

　クラウスとリンデの視線の先、マナの腹にめり込んだテュールの腕は鉄でできていた。

　あるいは鉄以外の金属かもしれない鈍にび色いろの腕がマナを打ち据すえ、吹ふき飛ばした。

　辛かろうじて着地したマナは血の混じった唾つばを吐く。

「テュール!!　貴様、その腕はなんだ!?」

《双牙ハティ》を構え直したマナの顔にも動どう揺ようの色は濃こい。

　テュールは長剣を生身の左手で握りしめ、右の鉄てつ腕わんを下げたままマナへと近づいていく。

　その右腕は肩かた口ぐちから指の先まで全てが鋼鉄の塊だった。

　鉄の腕は歪いびつな形に作られていた。その指は三本しかなく、代わりに一目見てわかるほど頑がん強きような形に作り上げられている。籠こ手てよりも無骨に、何枚もの装そう甲こうが重ねられた腕がギシギシと軋きしむ音を立てる。

「この鉄腕は黒妖精ドヴエルグの力により作られた呪アわンれドしヴ黄ア金リ」

　テュールは重い声で言った。

「マーナガルム。我が右腕はお前の父、巨狼フェンリルを捕ほ縛ばくするために失われた」

　その言葉にマナが忌いま々いましげに顔をしかめる。

　リンデの眼差しに宿る光がかすかだが瞬またたく。彼女は口を開いた。

「そう……。神々は徐じよ々じよに力をつけていく巨狼を恐おそれ、姦かん計けいを案じた。巨狼に力試だめしを持ちかける。『お前の力なら、束そく縛ばくを破ることができるはずだ。そういう遊びをしよう』と。最初は鉄てつ鎖さレージング。次はその二倍の硬こう度どを持つドローミ。巨狼はそれらを軽々と砕く」

　リンデの言葉は預言を告げる時と同じく、歌を口ずさむかのようだった。

「神々は次に細い紐ひもを差しだした。警けい戒かいを見せた巨狼に対して、神々はそれを切ることができなかったとしても必ず解放することを約束する。それを証明するために、最も正しき神、法を司つかさどる神であるテュールがその右腕を巨狼の顎あぎとに委ゆだねた」

　彼女の言葉をテュールは否定しない。マナを追つい撃げきするべく歩みながら、その声を聞く。

「呪われし黄金グレイプニル。巨狼を縛しばるためだけに作られた魔法の紐を、彼は切ることができなかった。そして、神々は巨狼との約束を破った。巨狼は捕とらえられ、法の神はその腕と、友と、正しさを失った」

「お前が言うとおりだ。少女よ」

　テュールは言った。

「そして、我は新たな腕を得た。それをもって神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いくさで貴様の妹、魔狼ガルムを殺した」

「……わざわざ貴様に言われるまでもない」

　血の混じった唾と共にマナは吐き捨てた。

「今一度、この鉄腕をもって魔狼を刻む」

　テュールが鉄の腕を振るえば、三本の指がスライドして開き、その掌てのひらとでも言うべき場所から一本の剣がせり出した。月を失った暗い空の下、鉄腕の刃が鈍にぶい輝きを放つ。

　テュールが鉄の右腕を振り上げて、マナへと襲いかかる。せり出した剣が風を裂さきながらマナへと叩たたきつけられた。

「こんなものが力を取り戻もどした魔狼に!!」

　辛うじて立ち上がったマナは双剣を重ねて迎え撃うつ。

　テュールの剣とマナの《双牙ハティ》が嚙かみ合った。

　そして、次の瞬間、《双牙ハティ》の一本が折れ砕け、さらにはもう一本にも亀き裂れつが走る。

「な……」

　飛び散った牙剣の破は片へんを彼女は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「月を嚙み砕く牙。この程度か」

「マナ！」

　クラウスの声で我に返ったマナはさらに繰り出された左の長剣を辛うじて回かい避ひする。剣がかすめ、彼女の銀ぎん髪ぱつが夜よの闇やみに散った。

「我が鋼鉄の義手に仕込まれた剣は、主神より授さずかりし呪われし黄金《魔ま剣けんグラム》。その一いち撃げきは何者にも止めることはできない」

　さらにテュールの鉄腕が変化を見せる。その肘ひじから先が《魔剣グラム》もろとも、九十度真下に向けて折れた。生身の腕では決してありえない動きと共に関節部分にぽっかりと空いた穴が露わになる。

　その奥に炎ほのおの赤い輝きが燃え上がった。

「火か砲ほうか!?」

　クラウスが声を上げる。

「炎の国ムスペルヘイムの炎を用いて、黒妖精が呪われし黄金として作り上げた本物の火砲だ。人が真似まねたものとは違ちがう」

　轟ごう音おんが鳴り響ひびき、テュールの鉄腕が火を噴ふいた。テュールが放ったものは砲ほう弾だんではなく、まさしく炎の塊かたまりだった。

《魔剣グラム》を回避した直後のマナはそれを避さけられない。

　彼女は残る《双牙ハティ》で炎を引き裂こうとした。蠢うごめく牙が炎えん塊かいを喰くらい尽つくそうとするも、魔剣に斬り砕かれた牙の動きは鈍い。

　巨きよ大だいな炎弾はその刃を吞のみ込み、越えた。

　炎と爆ばく風ふうが大地を陥かん没ぼつさせ、マナの周囲の地面を融ゆう解かいし、彼女の全身を炎で包み込む。

「あぁぁぁぁぁっ!!」

　マナの絶ぜつ叫きようが上がる。

　だが、マナは倒たおれなかった。魔狼ゆえの耐たい久きゆう力なのか、銀の髪かみと身体からだを焦こがしながらも、彼女は立っていた。

　しかし、ほとんど意識がないのか、その身体がよろめく。

　そこへテュールが突とつ撃げきする。鉄てつ靴かを響かせ、砲撃を放った鉄腕をもとの形に戻して、《魔剣グラム》を構える。

「マナ！　まだ終わりじゃないだろ！」

　クラウスの声にマナは意識を取りもどす。

　叩き込まれたテュールの剣を傷ついた《双牙ハティ》で辛うじて受け止めるが、《魔剣グラム》はそれを易やす々やすと折り砕くだいた。

　マナの身体が衝しよう撃げきに吹き飛び、地を転がっていく。

「くっそ……」

　折れた双剣が銀の煌めきと化して儚はかなく消えていく。

　起き上がろうとあがくが、マナの手は地を搔かくだけだった。

「マーナガルム。決着はついた」

　テュールは告げる。

「我はお前を封ふう印いんする」

　テュールの手で魔剣が怪あやしく鈍く光る。

「立ち上がればその手足を刻む。お前の妹と同じように」

「妹なんかと同じにするな！」

　マナの手の中に銀の煌めきが生じ、新たな牙剣が形を成そうとしていた。だが、マナが弱っているからか、その刀身を成す牙は罅ひび割れている。

　テュールは剣を握にぎる生身の手に力をこめた。

「何が違う？　違いがあるとするなら、それは牙を封ふうじられたお前のほうが弱いという事実だ」

「そうかもな……。だが」

「テュール。お前は知らないかもしれないが」

　マナのすぐそばで声がした。赤く派手な外套が揺ゆれる。

「俺たちは神に負けない。それが違いだ」

　マナの横に並んだのはクラウスだった。

　彼はその右手でマナの肩かたを叩く。

　テュールは眉まゆをひそめた。彼は違い和わ感かんを覚え、

「なに……？」

　思わず声を出した。

　そこに立つ人間には、マナに切り落とされたはずの右みぎ腕うでがあった。
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　テュールとの戦いに赴おもむく前、クラウスはマナと契けい約やくを交かわした。

　だが、交わした約束はそれだけではなかった。

　クラウスとマナはそれを確かめるように思い出す。

「だが、今一度言うぞ。貴様の払う代だい償しようは大きい。それは……」

「俺も今一度言う」

　クラウスはマナの言葉を遮さえぎる。

「言ったはずだ。何だってする。どんな犠ぎ牲せいも払はらうと」

　クラウスはさらに言葉を続ける。

「お前にもそれを要求する」

「なに？」

「お前には俺に従ってもらう」

「自うぬ惚ぼれるなよ。アタシは……！」

　眦まなじりを上げ、声を荒らげようとしたマナの口元にクラウスは指を突つきつけた。

　マナは思わず言葉を止める。

「こ、この……」

「俺たちが戦うのは、お前の妹を殺した相手だ。ガルムは封印なんてされてはいなかった。それでもなお、テュールに負けた。違うのか？」

「そうだ。だが、それがどうした？」

「テュールには法の力があるが、それを封じる策はある。だけど、あいつはそれだけの相手じゃない」

「それはわかっている。確かに強い。だからこそ、アタシは貴様なんぞと契約した」

「奴やつはお前と戦った時、左手しか使わなかった。だが、奴は戦神。戦いに貪どん欲よくなはずの奴がお前を侮あなどってそうしたわけじゃないはずだ。それはあの時点では使う必要がなく、なおかつ、切り札としたいものが右手にあったから。そう考えるのが妥だ当とうだろ」

　マナは何か言い返したそうにしつつも、口をつぐむ。

「それを引き摺ずり出す。そのために俺は策を討うつ。虚きよ幻げんを仕し掛かける。お前が魔ま狼ろうの力をもって、真正面から奴を殺すのはそれからでいいはずだ」

「ごちゃごちゃと……」

　マナは舌打ちし、不快そうに眉まゆ根ねにしわを寄せる。

「だが、俺たちは負けるわけにはいかない。一対一、正々堂々じゃなければ、我が慢まんならない。そういうのが魔狼の戦い方じゃないだろ？　お前はその封印を解くために、俺の力を借りるんだ。なら……」

「黙だまれ！」

　マナの手がクラウスの胸むなぐらをつかみ、顔を寄せる。

「いいから言え。貴様の虚幻というやつを。アタシは何をすればいい？」




　　　　◆　◆　◆




「その腕うでは……」

　テュールが問う。

　クラウスには失なくしたはずの腕があった。彼はその右腕を見せつけるように回す。

「さっきのは偽にせ物ものだよ。モーズグズが用意した肉と動物の骨を合わせて袋ふくろに詰つめたものだ」

「そんなもの如ごときを我が見落とすと言うのか？」

「そうだ。見み間ま違ちがうように誘ゆう導どうした。虚幻を仕掛けた。案外、気づかないんだよ。俺にも憶おぼえがある」

　クラウスは鼻で笑う。彼の顔には腕を切り落とされた時に見せた苦痛はもう欠片かけらもない。

「苦労したよ。テュール。お前はたかが人間である俺には意識すら向けていなかった。蝿はえや蚊かのようにしか思っていない。まずはお前の意識を、俺に向ける必要があった。だから、俺は無む謀ぼうな突撃を繰くり返した。こんな刀で神を倒せないことなんて、先刻承知なのに」

　クラウスは赤い唾つばを吐はく。

「ぐえっ。鶏にわとりの血はまずいな。肋あばらが腸はらわたに刺ささった……か。そういうふうに演技したけど、乗ってくれてありがたかったよ」

　平然と言う。

「マナには、お前が俺に致ち命めい傷しようを与あたえるような攻こう撃げきができないように、攻撃を引きつけるように言っておいた甲か斐いがあった」

「簡単に言ってくれたものだ」

　傷だらけのマナが睨にらむ。

「悪いな。人間じゃ、そんな傷を負えば死ぬ」

　顔色を変えずに言いながらも、クラウスは全身に走る痛みに耐たえていた。テュールによって繰り出された攻撃は直撃しなかったが、人の身では、それらに備えていたところで、相当のダメージだった。

「だが、おかげで、テュールは俺を、勝てない相手にも果か敢かんに挑いどむ戦士。そう認にん識しきしてくれた」

　身体が軋きしむが、おくびにも出さず、クラウスは挑ちよう発はつ的に言う。

「マナが追い詰められ、もはや打つ手のない状じよう況きよう。そんな中で、自らが傷つくことも顧かえりみない戦士が、魔狼にその身を捧ささげる……。夜の闇の中で、それが偽物だなんて、気づかなくても、お前がバカだったわけじゃない」

　クラウスは無事だった右の手を広げた。

「戦いが始まってすぐは、手数を増やしながらも、力は抜ぬくようにと、マナには言っておいた。逃にげに回り、攻撃を避けながら。前回の戦いで勝利していたお前は、今回もマナに勝てると思っていた。だから、それを物足りなさとでも感じたはずだ」

　テュールは無言のまま、クラウスの言葉を聞いていた。

「その上で、マナの封印を解くふりをした。そこからは本気で戦わせた。致命傷を受けないように、しかし、できる限り、力を振ふり絞しぼれと言った。だから、お前はこいつにそれなりの強さを感じたはずだ。警けい戒かいしていたせいで、後手にも回った。ガルムと比べての弱さは、こいつが人の身から脱だつすることができなかったせいだと、そう考えただろ？」

　クラウスはテュールの鉄の義腕を指差す。

「お前は戦いくさの神だ。だから、俺たちが全すべての手を打ち尽くしてなお自分に届かないと見れば、確実にトドメを刺そうとする。事実、お前は隠かくしていた義腕を出した」

「それが目的だったか」

「戦いに勝つには相手の切り札全てを封じるか。あるいは、全てを見切る必要がある。お前は切り札全てを晒さらした」

　テュールはクラウスの目をまっすぐに見る。

　それだけで気け圧おされそうになるのを、クラウスは辛かろうじて堪こらえた。

「だが、我が切り札を目にしたとして、マーナガルムの力が我に届かないことは変わらない。人の手では我は傷つけることはできない」

「今は……だろ？」

　クラウスは返した。

「残念だが、勝つのは俺……いや、俺たちだ。何故なぜなら、お前はもう既すでに、虚幻師クラウスの虚幻に捕とらわれているからだ」

　彼は芝しば居いがかった動きで赤い帽ぼう子しを押し上げる。

「マナは自分が父である巨きよ狼ろうフェンリルとも、妹である魔狼ガルムとも違ちがうと言った。何故なら、マーナガルムには俺がいる。虚幻の使い手がいるんだ」

「脆ぜい弱じやくなくせに自信満々によく言う」

　マナは半ば呆あきれた顔をする。だが、そこに不快感はない。

「テュール。本当の戦いはこれからだ。お前は虚幻に惑まどわされ、魔狼の牙きばに討たれる」

　クラウスは不敵に告げ、マナへとその右腕を差し出した。

「俺の言葉は噓うそ。それは虚うつろなる真実。だからこそ、交わした約束を破りはしない」

「貴様が怖おじ気けづけば、無む理り矢や理りに奪うばったまでだ」

　マナの手は傷ついた《双そう牙がハティ》を握にぎっていた。

　彼女は二本の牙が剣けんを振り上げる。

「ベルトールの子、クラウスよ！　その身を捧げろ！　魔狼の牙にかけろ！　貴様の願い、月喰くらいの魔狼、マーナガルムが喰らい尽つくして糧かてとする！」

　マナが《双牙ハティ》を振り下ろした。

「今度こそアタシに喰らわれろ!!　そして、アタシと共に神を喰い殺せ!!」

　牙の鋸のこぎり刃ばは間ま違ちがいなく、クラウスの肩から先を斬きり飛ばした。血しぶきが噴ふき出し、赤い外がい套とうをそれよりも濃のう厚こうな赤で染める。

《双牙ハティ》が蠢うごめき、偽にせの腕と同じくクラウスの腕を抉えぐり、貪むさぼり、喰らい尽くした。

「く、あ……!?」

　直後、マナの身体からだに異変が生じる。

　彼女はおとがいを上げ、その身を大きく震ふるわせた。

「あぁぁ……。これが……人の血肉……」

　目をうっとりと細めた彼女は頰ほおを上気させ、心地ここちよさげにその唇くちびるを緩ゆるめる。

「本物の人の味……。人間の、クラウスの味か……。これはなんて、あぁ……」

　血で汚よごれた口元から熱い吐と息いきを漏もらすと、彼女はその唇をペロリと舐なめた。

　全身から青く冷たい煌きらめきが立ち上る。焼かれた身体が時間を巻き戻もどしたかのように癒いえていく。傷つき、罅ひび割れていた《双牙ハティ》が元の形を取り戻し、さらには醜みにくく居並ぶ牙の刃やいばが数を増す。

　恍こう惚こつとした表情でマナは空に吼ほえた。喉のどから[image: 迸]ほとばしる咆ほう哮こうはまぎれもなく狼のものだった。

「行けっ!!　マーナガルム!!」

　苦痛を嚙かみ殺しながら、クラウスが叫さけんだ。

「言われるまでもない!!　魔ま剣けんだろうが、神だろうが!!」

　マナは野や獣じゆうの如く獰どう猛もうに笑う。

「アタシの牙が嚙み砕くだく!!」

　マナは弾はじけるように動いた。

　大きく広がった銀の髪かみから青白い燐りん光こうを舞まい散らせ、双そう眸ぼうは赤く燃える炎ほのおの如き光を帯びる。

　両手両足を覆おおう銀の籠こ手てがその形状を変化させていく。燐光に煌めく鋭するどい爪つめを生じたそれは籠手というよりも、狼の爪つめだった。

　しなやかな四し肢しを伸のばし、銀の爪で大地を蹴けり、咆哮と共にまっすぐ地を駆かけるその姿は野獣のようでありながらもどこか神こう々ごうしく、同時に禍まが々まがしい。

　苦しげな息の下でクラウスは一いつ瞬しゆんだが、その姿に目を奪われた。

「あれが月喰らいの魔狼……マーナガルムか」

　うっとりとした声で呟つぶやいていた。

　そして、開いていたマナとテュールの距きよ離りが瞬しゆん時じに詰まる。

　マナが《双牙ハティ》を振りかぶる。牙のように居並ぶ鋸刃が激しく脈動する。

　右の《双牙ハティ》がテュールを襲おそう。

　テュールの長剣はそれを正面から受け止めた。

「……っ!?」

　二つの剣が接した瞬しゆん間かん、これまでの斬撃を容易たやすく弾き返してきた長剣の刃が欠け飛んだ。

《双牙ハティ》の鋸刃が蠢き、さらに喰らいつく。激しい火花を生じながら、その斬撃はテュールの長剣を嚙み砕き、抉り取る。

　テュールの剣が半ばから切断され、クラウスの腕と同じように喰らわれた。

　さらにマナは左の牙剣を力任せに叩たたき込む。
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　テュールはそれを鉄の義手に仕込まれた《魔剣グラム》で受け止めた。

　火花が上がり、鉄の悲鳴が響ひびくも、魔剣の刃は砕けない。

　だが、全身全ぜん霊れいを込めたマナの斬撃に、テュールの足が浮ういた。

　甲かつ冑ちゆうをまとうテュールの身体が吹き飛ばされる。

　テュールは地に《魔剣グラム》を突つき立てるが、それでもなお勢いを殺しきることはできず、剣と両足で地面を大きく抉って、ようやく静止する。

「マナ!!　テュールの腕うでを狙ねらえ！　あの義手を壊こわせ!!」

　止血を施ほどこした肩かた口ぐちを押さえて、クラウスが声を上げた。

　テュールの表情に生じたほんのわずかな変化、クラウスはそれを見定め、唇の端はしを上げた。そして、リンデのほうへ視線をやる。

「そうだ。それこそがテュールの歪ゆがみ。あるはずもない鉄の腕」

　リンデは誰だれに言うでもなく呟き、鉄の義腕を持つテュールを見ていた。

「やはり何かがある。少なくとも、あのお姉ちゃんは知っている……」

　クラウスは彼女が言った言葉を思い出す。

『友であった巨狼との約束を違たがえ、代だい償しようとしてその右みぎ腕うでを失った法の神よ。偽いつわりを吐はいたその舌はもはや正当さを失い、お前は法の神としての資格を失くした』

　事実、テュールは腕を失っていた。

『その報むくいとして、隻せき腕わんの神は魔ま狼ろうの牙に喉のど笛ぶえを裂さかれて滅ほろぼされる。そのはずだった』

　だが、隻腕の神は新たな鉄腕を手に入れ、魔狼ガルムは殺された。

「お姉ちゃんは過去になかったことを、過去を見たかのように話す。そして、テュールはそれを恐おそれるかのように、隻腕であることを恐きよう怖ふするかのように、義腕を着けている」

　それは単純に腕を失った戦せん闘とう力を補うためかもしれない。だが、神々がリンデを狙う以上、そこにはもっと大きな理由があるのではないかと、クラウスは考える。

　リンデの言う『歪み』とは何なのか？

「どちらにしても、最大の武器であるあの腕を壊す意義はある。やれ！　マーナガルム!!」

「貴様に言われずとも、あの忌いまわしい腕は斬り砕く!!」

　マナは獰猛に吼え、再び距離を詰つめるべく地を蹴る。

「させん」

　テュールの義腕が再び火か砲ほうへと変形した。彼はさらに折り曲げた前腕部、《魔剣グラム》をそのまま大地に突き立てることで、腕の砲を固定した。

　激しい爆ばく音おんが続けざまに響き渡わたり、固定された火砲から巨大な炎えん弾だんが複数まとめて、マナへと放たれた。

　そのひとつひとつが先ほどマナを焼き焦こがしたものよりもはるかに巨大で、苛か烈れつに燃え盛る。撃うち放ったテュール自身、魔剣でその身を固定しながらも、襲いかかる反動に地を抉りながら後退していた。

　しかし、青い輝かがやきを帯びた魔狼は進路を曲げず、真正面からテュールへと突とつ撃げきする。

　襲いくる無数の炎弾に対して、マナはその両手の牙剣を重ねた。鋸刃を帯びた二ふた振ふりの曲刀はまるでそうなるように作られていたかのように別の形へと変わる。

　二つの剣が重なったそれは巨大な鋏はさみのようでもあり、あるいは、巨大な牙を持つ狼の顎あごのようでもあった。

「《魔ま顎がくハティ》!!」

　マナが吼えた。

「これが月を喰らいし魔狼の顎あぎとだ!!」

　荒あれ狂くるう炎の塊かたまりに、マナは《魔顎ハティ》を叩き込む。

　二本の牙剣が炎を挟はさみ込み、喰らいつく。蠢く牙が紅ぐ蓮れんの業ごう火かをも嚙み砕き、抉り、削けずり取っていく。

「あれを喰らうのか」

　その光景にクラウスはうめいた。

「月すら喰らう魔狼が、この程度を嚙み砕けないわけがない!!」

　紅蓮の業火を喰い散らし、残る火の粉を散らしながら、マナはテュールへと迫せまる。

「喰らわれて死ね!!　テュール!!」

「来い、魔狼マーナガルム」

　テュールは退くことなく前に踏ふみ込んだ。義手がもとの形状を取り戻していく。

《魔顎ハティ》が《魔剣グラム》に喰らいつき、激しい火花が散る。

　鉄の絶ぜつ叫きようと狼おおかみの咆哮が混じり合い、軋きしみ、そして、硝子ガラスを砕いたかのようなやけに澄すんだ音が響いた。

　テュールが目を見開く。

《魔顎ハティ》が交差し、《魔剣グラム》の刀身を半ばからへし折り、砕いていた。

「もらったぞ、テュール!!」

　マナの手の中で《魔顎ハティ》が分ぶん離りし、二振りの牙剣《双牙ハティ》へと姿を戻す。

　彼女はテュールを両断するべく、それを振ふるった。

「まだだ」

　魔剣を折られても、テュールは一瞬も止まらず、さらに深く踏み込む。

　テュールはあえて前へ出ることでマナの攻こう撃げきの間合いの内に飛び込み、鋼鉄の義腕を砕かれ、半はん壊かいさせながらも、《双そう牙がハティ》を捌さばき、受け流しながら、火砲を展開させた。

　ほぼ零セロ距きよ離りで炎の塊が生成されていく。

「この距離で炸さく裂れつさせれば、よけることはできん」

「そうだな……！」

　対して、マナは牙が剣けんを手て放ばなし、伸ばした手でテュールの砲をつかみ、抱だきつくかのように自らを戦神の側へと引き寄せた。

「それではこの砲は止められん」

「そんなことはわかってる！　こういうことだろ!!」

　テュールもろとも火砲を抱かかえ込み、マナは叫んだ。彼女の目はテュールを見てはいない。

「クラウス!!」

　マナの視線を追い、テュールは目を見張る。

　赤い外がい套とうを翻ひるがえし、クラウスが突っ込んでくる。腕を失っていることでバランスを崩くずし、転げそうになりながらも、彼はもつれ合う二人のもとへと滑すべり込んでくる。

「よくわかったな。マナ」

「貴様の血の臭においがしたからな！」

　仰あお向むけの姿勢で滑るクラウスの残る左手には鋼鉄の輝きがある。それはマナの《魔顎ハティ》によって折れ砕けた《魔剣グラム》の刀身だ。

「いただくぞ、テュール」

　滑りながらクラウスが折れた魔ま剣けんを振りかざす。

「見事だ。だが!!」

　マナに膝ひざ蹴げりを叩き込み、テュールは火砲を展開したままの鉄腕を強ごう引いんに引き戻もどし、かばおうとする。

「お前は知らないかもしれないが」

　そこへ滑り込んだクラウスが握にぎる《魔剣グラム》の破は片へんが一いつ閃せんする。

「それは俺が望んだ動きだ」

　肉と骨を断たち切る音がした。

「ぐ……！」

　テュールの手が落ちた。

　斬きられたのは、鋼の義手ではない。生身の左手が《魔剣グラム》の刃やいばに易やす々やすと切り裂かれ、手首から先が落ちていく。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて鮮せん血けつがしぶいた。

「貴様……!?」

　テュールは驚おどろきの声を上げる。

「俺が大げさに義手を狙えと言って、マナが義手を攻撃し続ければ、狙われるのはそっちだと考えるだろ。それ自体が目的だったんだ」

「またアタシを利用して……!!」

「お前は俺の切り札だからな」

　言い合いながらも二人の表情には笑えみがあった。

　滑り抜ぬけたクラウスは、そのままバランスを崩して転がり、腕を失った右みぎ肩かたを打ちつけて、身み悶もだえる。

　震ふるえ、血の気の引いた顔を上げて、クラウスはマナと、左の手を失ったテュールを見た。

「テュール様!!」

　上空でユーディットが悲鳴に近い声を上げた。

「俺の幻まぼろしは切り札さえも覆おおい隠かくす。テュール。お前が見ていた切り札は本当に切り札だったか？　義腕を潰つぶせなくても、お前は片かた腕うでを失った。お前が恐れる状じよう況きようだ。そうでなくとも、片腕を失ったお前相手なら、力を取り戻したマナであれば勝ちを見み出いだすことは……」

「歪んだ運命の糸。もつれた過去と現在と未来。今、それは断ち切られた」

　クラウスは目を見張った。

　リンデが歩み出ている。彼女の眼まな差ざしが宿す光が強くなり、その全身が煌きらめく。

　黄金の煌めきが夜よ闇やみを照らす。

「少女よ……！」

　失なくした左手を押さえ、うめくテュールに対して、リンデが手を突き出した。

　カラカラと糸車が回るような音がした。

　それと共にテュールの身体からだから煌めく黄金の糸が現れる。リンデの宿す光に似た色の糸は幾いく重えにももつれてテュールの全身に絡からみついていた。

「歪ゆがみ。ノルニルの紡つむぐ糸を歪めた報むくい。偽りによって滅ぼされた者たちの呪じゆ詛そ。逃のがれえぬ運命は動き出す」

　リンデがその手を動かせば、黄金の糸は彼女の手へと伸のびていく。

　もつれていた糸が解ほどけ、リンデの指に手に腕に、糸が巻き取られていく。

「オーディンに王の座を追われた神よ。法を司つかさどりながらも、自らを信じる者を謀はかり、その娘むすめさえも手にかけた者よ」

　解けた糸が結びついたテュールの姿はまるで操あやつり人形のようだった。

「血の穢けがれを一身に受け、死者の王となったとて、本来の滅びを逃れることなどできはしない。罪も呪詛も穢れも、その全すべてが舞まい戻る。ノルニルの定めし未来はもはや止められはしない」

　自らに絡んだ糸を、リンデが空へ投げれば、それは虚こ空くうへと消え、唐とう突とつに光を失い、テュールの身体に絡みついたものを含ふくめて全てが見えなくなった。

「神はここに滅ほろびへと回帰する」

　その言葉と共に、リンデの瞳ひとみや身体に宿っていた光もまた消え失せ、彼女は意識を失い、その場に倒たおれた。

「ぐ……」

　落とされた左手を押さえ、テュールは後ずさった。

　その顔が歪ゆがみ、歯を食い縛しばる。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そして、テュールは絶叫した。苦く悶もんの表情を浮うかべ、血走った目でクラウスを睨にらむ。口の端はしから泡あわをこぼし、声を上げるその姿にはつい数すう瞬しゆん前までの戦神の姿はなかった。

　テュールは空を仰あおいで叫さけぶ。

「ノルニル……！　これが我が運命か！　我が身を犯おかす呪詛だと言うのか!!」

　クラウスは息を吞のみ、マナも言葉を失っていた。

「確かに……神が追うお姉ちゃんの預言が、あいつらが恐れる何かを起こすとは思っていた。だけど、お姉ちゃんは何をした？　これは……」

　だから、クラウスは危険な戦場にリンデを連れてきた。

　彼女を危険にさらすことを忌き避ひしながらも、神に負ければ全てが終わるのだと、自分を納なつ得とくさせ、罪悪感を胸に抱きながらも共に戦場に立った。

　だが、目の前で起きたことにどういう意味があるのかは、クラウスにはわからなかった。

　驚いているのはクラウスたちだけではない。咆ほう哮こうするテュールの姿に、戦乙女たちもまたざわめく。

「テュール様……」

　ユーディットが喘あえぐ。

　クラウスたちの視線の先、闇の中に立つテュールの姿が変じていく。

　身を包む鎧よろいが音を立て、内から弾はじけ飛び、その下から、テュールの厚い胸むな板いたを破るようにメリメリと何かがせり出し、聞くものの心を苛さいなむおぞましい獣けものの声が漏もれる。

　そこにあるものは狼の頭部だった。針金のように尖とがった獣じゆう毛もうは赤黒く汚よごれて乱れ、ところどころが醜みにくく剝はがれ落ちている。その目はドロリと白く濁にごり、血の涙なみだを流し、牙が折れた顎からはダラリと舌が垂れ、泡の混じった涎よだれが滴したたっていた。

　獣の雄お叫たけびを発するそれは腐くさり果てていた。

「ガルム。何故なぜ、そこに……」

　マナが呟いた。

　テュールの変化はまだ止まらない。砕くだけた鎧から垣かい間ま見みえる身体がひときわ大きく膨ふくれ上がり、さらには胸の狼と同じ醜い獣毛に覆われていく。

　テュールの姿そのものも、顔も全てが人の形をした狼のように変わっていった。

「そうだ……そのとおりだ。全ては少女の言葉のとおりだ。だが、我は……我が望みは」

　うめき、テュールは奥歯を嚙かみしめる。

　テュールの目から、一いつ瞬しゆん取り戻したかに見えた理性が再び失われる。

　目を血走らせ、人とも獣とも言いがたい咆哮を上げて、テュールはマナへと飛びかかる。

　長ちよう剣けんを砕かれ、左手を落とされ、《魔剣グラム》をも失ったテュールにはもはや火か砲ほう以外の武器はない。それすらもマナとの戦いで半壊状態にある。それでもなお、テュールはマナへと襲おそいかかった。

　テュールは砕けゆく鉄てつ腕わんを、さらには手を失った左手をマナへと叩たたき込む。彼女の双剣がその身を削けずり、血と肉を散らしても構わない。

「がぁぁぁぁぁっ!!」

　獰どう猛もうな叫びを上げて、戦神の技術をもかなぐり捨てた、捨て身の攻こう撃げきが繰くり出される。

　組みつかれたマナは《双牙ハティ》を振ふるうことすらできず、テュールもろともに地面を転がっていく。

　人とも狼おおかみとも知れない形へと変へん貌ぼうしたテュールがその牙を剝むいた。狙ねらいはマナの首筋だ。

「この……！」

　苦しい息の下でマナが赤い瞳を輝かがやかせる。

「神如ごときが魔ま狼ろうの牙に勝てるか!!」

　テュールが喰くらいつくよりも早く、マナが動く。自ら身を寄せたマナはそのままテュールの喉のど笛ぶえに喰らいつき、嚙み破った。噴ふき上がった鮮血がマナの顔と銀色の髪かみを濡ぬらす。

　二人はそのまま地を転がり、そして、離はなれた。

　その瞬しゆん間かん、マナは再び双剣を重ねる。

「嚙み殺せ!!　《魔ま顎がくハティ》!!」

《魔顎ハティ》の牙がそれを防ごうとしたテュールの義手を捉とらえ、削り、切り裂さき、嚙み砕いて、テュールの胴どうをも挟はさみ込んだ。

「トドメだ!!　テュール!!」

　グシャリと鈍にぶい音が鳴り、義腕をも失ったテュールの身体が両断された。

　異形の獣神の上半身が勢い余って転がっていく。

　動きを止め、血ち反吐へどを吐はき、夜空を仰いだテュールの前に男がいた。

　赤い外がい套とうをまとい、よろめきながらも立つ隻せき腕わんの影かげ、それはクラウスだ。彼に残された左の手は《魔剣グラム》の破片を握りしめている。

「テュール様!!　今、助けに参ります！」

「手を出すな」

　テュールがかすれた声で言った。

「しかし……！」

　反論しようとしたユーディットをテュールの視線が射い貫ぬく。姿こそ異形の狼に変じたままだが、彼の目は理性を取り戻していた。

　ユーディットは惑まどいつつも、握りしめていた剣を下ろす。

　そして、テュールは目の前に立つクラウスを見上げた。

「我らは滅びを越こえた」

　血を吐きながら、テュールは言う。

「血と虚きよ偽ぎに穢れようとも、滅びを越えたのだ。それに抗あらがうということは、この世界を……神が統すべる世界を壊こわすことだ」

「だから？」

「貴様だけなら我らから逃れることはできるだろう。それでも、ただ一人の少女のために、貴様は神々と戦うのか？　世界を砕くのか？」

「神であるお前は知らないのかもな」

　瀕ひん死しの神を見下ろし、クラウスは冷えきった声で言った。

　刃やいばを握にぎる手に力がこめられ、《魔ま剣けんグラム》から彼の血が滴り落ちた。

「何よりも大事なものがある。お前たちはそれを奪うばった。一方的に蹂じゆう躙りんし、絶望の果てに命まで絶った。その時の想おもいはお前たちにはわからないんだろう。そうでなければ、あんなことができるわけがない!!」

　かすかだが、クラウスの声が震える。

「俺に唯ゆい一いつ残された希望。それすら奪おうと言うなら、俺はお前たちの世界だって壊す！　この命を燃やし尽つくしたとしても、最後の一柱まで神々お前たちを殺し尽くす!!」

　クラウスは折れた魔剣を振り上げた。

「……そうか。お前にとっては、あの少女は世界よりも重いのか。自らを傷つけても救う。お前はそちらを選ぶのか」

　テュールは呟いた。その声は初めてクラウスを理解したかのように静かだった。

「神界アースガルズのため、世界のため……。我はそれが正しかったと今も信じている」

「だが」と、テュールは続ける。

「友を謀り、その娘をもこの手にかけた。まぎれもない罪。ならば、これは定められた終わりだ」

　テュールは深く息を吸う。虚空を見る彼の目はどこか寂さびしげだった。

「人間……いや、ベルトールの子、クラウス。罪には罰ばつを。司法神に相応ふさわしい最さい期ごを」

　クラウスは無言のまま、その手の魔剣を振るった。

　テュールの首が転がる。

「テュール様!!」

　戦乙女たちが声を上げ、クラウスに殺さつ到とうして来る。

　その中でクラウスは大きくよろめいた。身体を支えることもできないまま倒れていく。

　意識を取り戻もどしたリンデの姿が目に入った。

　何が起きたのかわかっていないのか戸と惑まどいながらも、戦乙女に襲われるクラウスの身を案じ、出ない声を上げる。

　優やさしい姉の姿を見て、クラウスは静かに微笑ほほえみ、その意識を失った。
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　クラウスの左手を柔やわらかく温かな感かん触しよくが包んでいた。

「お姉ちゃん……」

　呟つぶやき、彼は目を開ける。そこには見覚えのある石の天てん井じようがあった。

　モーズグズの隠かくれ家だと思いながら、クラウスは自分の手を包み込む者を見る。

　彼が寝ねかされた寝しん台だいのすぐ傍そばに椅い子すに腰こしかけた少女がいた。

　それは姉、リンデではなかった。

　銀色の髪と赤い瞳ひとみを持つ少女、月喰らいの魔狼マーナガルムがクラウスの手をギュッと握りしめていた。

　逆の手には彼の身体からだを拭ぬぐっていたのか、濡れた布を持っている。

「目が覚めたか」

　言うと、マナはクラウスと繫つないでいた手を離した。

　クラウスはまだ朦もう朧ろうとした意識の中でぼんやりとそれを眺ながめ、さっきまでマナが触ふれていた自分の左手を見た。それから、全身が痛むことに気づく。

「そうか……」

　クラウスは自らの姿に目をやる。

　寝台の上に寝かされた彼は上半身裸はだかだった。その身体には丁てい寧ねいに包帯が巻かれ、傷の手当てが念入りに施ほどこされている。

　だが、右みぎ腕うでは根元から失われていた。熱い痛みを覚え、苦痛の吐と息いきを漏もらしながらも、彼は自分が意識を失ったこと、その直前に起きたことを思い出す。

「そうか……。テュールを殺したんだ」

「ああ」

　クラウスは深く息をつくと、マナの方へ目をやった。

　椅子から立ち上がった彼女はクラウスに背を向けようとしていた。

「俺が寝てる間、面めん倒どうを見ていてくれたのか」

「まあな」

　マナは手にしていた布を隠すようにしながら応こたえた。

「すまない」

　クラウスは言う。

「……なんだ。らしくないな」

「そういうお前こそ、らしくない」

　クラウスはかすかに笑った。

　マナが忌いま々いましげに顔をしかめようとする。

「だけど……。そういうのは嫌きらいじゃない。お姉ちゃんみたいで」

「な……」

　その言葉にマナは目を丸くする。頰ほおにわずかに朱しゆの色が落ちた。

「貴様の姉が看病で疲つかれているから、少し代わったまでだ。アタシは鼻がいいから、貴様の汗あせぐらい拭ふいてないと臭くさいし……」

「ありがとう」

　遮さえぎり、クラウスは言った。

「貴様、またそういうからかい方を……！」

　振り向いたマナはそのまま言葉を止める。

　クラウスの顔にはいつものような、人を嘲あざけるような笑えみはなかった。

　真しん摯しな表情で言った彼の顔はいつもよりも素す直なおで少し幼くも見える。

　眉まゆを下げ、唇くちびるを歪ゆがめ、マナは銀の髪を搔かいた。

「調子が狂くるう……」

　その時、マナの後ろ、洞どう窟くつの外から走ってくる足音が聞こえた。

　姿を現したのはリンデだった。大きな緑の瞳から涙なみだがこぼれ落ちる。

　彼女は手にしていた水みず瓶がめを投げるように床ゆかに放り出すと、クラウス目がけて突とつ進しんした。

　小さな身体がクラウスの胸に飛び込む。

「ぐぅぅぅあぁぁぁっ!?」

　クラウスは声を上げた。彼はテュールとの戦いで全身打だ撲ぼくしている上に、抱だきついたリンデは失った腕うでの傷に触れている。

「痛い痛い痛いっ!?　い、いや、しかし、これも姉弟きようだいの愛の形だというなら、俺は……!!」

　悶もん絶ぜつしながらも、クラウスは残る左の腕でリンデを優しく抱いた。

　胸の中で姉が声もなく泣き、鼻をすする。

　痛みを堪こらえながらも、クラウスは小さく息を吐き、抱きしめた姉に目を落とす。

「お姉ちゃん……。すまない。お姉ちゃん……大好きだよ。心配をかけてゴメン……」

　その様子を見て、マナは苦く笑しようする。

「ようやく、らしくなったな」

　呟いたマナを見て、クラウスはどこかバツが悪そうな顔をした。

「……さっきまでの俺が虚きよ幻げんかもしれないけどな」

　言いつつも、クラウスはマナとは目を合わせない。

　マナが喉のどの奥でククッと笑った。

　クラウスは憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべつつも、深呼吸すると、ゆっくりと頭かぶりを振ふり、それから、リンデの手を借りて、寝台から下りる。

「お姉ちゃんのおかげで目が覚めたよ」

　まだふらつく身体を、壁かべに手を突つくことで辛かろうじて支える。目の前がグラグラと揺ゆれていた。

　リンデは涙に濡ぬれたままの目でクラウスを見上げ、彼を支えつつも止めようとする。

「『一週間寝込んでいたのに、無理しちゃダメ』って？　そうか……。一週間もか。道理で眩暈めまいもするわけだ」

「確かに一週間だが、なんで貴様に正確な時間まで通じているんだ」

「これが姉弟の絆きずなってやつさ。ありがとう。お姉ちゃん。苦労をかけたね。疲れているのが一目でわかる」

　リンデは首を横に振り、目を伏ふせる。彼女はチラリとマナを見た。

「ああ。マナも看病してくれたことはわかってる。そうか。戦乙女ヴアルキユリアどもを追い払はらってくれたのも、マナなのか」

「降りかかる火の粉を払っただけだ。だから、なんで貴様ら、意思疎そ通つうできてるんだ」

　クラウスはわずかに頰を緩ゆるめた。

「貴様にはアタシとの契けい約やくがあるんだ。だから、助けた。しかし、よりにもよってこんな脆ぜい弱じやくな生物と契約するなんて、アタシは……」

「その足手まといがいなければ神に勝てなかった……。なんて不ふ憫びんな魔ま狼ろうなんだ」

「それは貴様もだろ!?　アタシなしでテュールに勝てたのか！」

「無理に決まってるだろ。人間風ふ情ぜいに何を期待してるんだ？　つまらない冗じよう談だんはやめてくれないか」

「当然の顔で……貴様……！」

　言い合いつつも、二人の声はどこか弾はずんでいた。

　言葉に詰つまったマナを楽しそうに見つつ、クラウスはモーズグズの姿を探す。

　だが、この隠れ家の主はいなかった。

　眉をひそめつつも、クラウスはリンデの手を借りて服を着ると、赤い外がい套とうをまとい、失った右腕を覆おおい隠して、帽ぼう子しをかぶり、よろめく足で洞ほら穴あなの出口へと向かう。

「貴様。どこに行く気だ」

「出発だ。すぐにここを出る」

　リンデが驚おどろき、クラウスの手をつかんで止めようとする。

　だが、クラウスはそれをかわして彼女の桃もも色いろの髪かみを撫なでた。

「その状態で旅に出る気か。無む茶ちやにもほどがある」

「それでも……行くべきなんだよ」

　クラウスは言う。

「テュールは死んで、戦乙女も逃にげ去った。だけど、俺が一週間も寝込んでいたなら、もう神々は次の一手を打っているはずだ。神の一柱を討うたれたというのに、何もしないほど吞のん気きじゃないだろ。そこまで侮あなどってくれるならありがたいけど」

　クラウスが急ぎ、行動しようとする理由はそれだけではなかった。

「それに……テュールとの戦いで、お姉ちゃんが神々奴らにとって脅きよう威いだということが証明されてしまった。腕をなくしたテュールを変へん貌ぼうさせたあれは……」

　呟いたクラウスはリンデが首を傾かしげていることに気づく。

「お姉ちゃん。やっぱりあの時のことは憶おぼえていないのか」

　クラウスは身を屈かがめると、不安げな彼女の頰に優やさしく触れる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。何も心配はいらない」

　言いながらも、テュールの身体から輝かがやく糸を引き摺ずり出した彼女の姿を思い出す。

　あれが何だったのか？　それはクラウスにはわからないままだ。

　だが、ありえないはずの過去を見たかのようなリンデの預言と、その預言に従ってのテュールの腕の切断。それがテュールの変貌と死を招いたのも、おそらくは確かなのだろうと、クラウスは考える。

「ノルニル。運命の女め神がみたち」

　マナが言った。

「俺もその存在は聞いたことはある。だけど……」

　リンデは正しよう真しん正しよう銘めい、ただの人間のはずだ。少なくとも、クラウスと彼女は一いつ緒しよに育ってきたし、リンデの両親は、クラウスの両親でもある。

「この娘むすめから神の臭においはしない」

　マナも言った。

　リンデの力が何なのか考えても、その答えは出ない。

　ただ、神々がそれを恐おそれ、預言は彼らに何らかの影えい響きようを持つという事実があるだけだ。

「……まあ、ともかくだ。生き残るためには俺たちが先手を打つ必要がある。今、やるべきはそれだ」

　洞穴の外へ向かおうとして、クラウスは大きくよろめいた。

　リンデはそれを支えようとするが、彼女の力では支えきることはできない。

　倒たおれかけたクラウスの身体からだが止まった。

　マナが彼に肩かたを貸し、支えていた。

「別に力を貸すわけじゃない」

　そう言って、彼女はプイと目を逸そらす。

　クラウスは目を細めつつも何も言わない。

　洞穴の外へ出る。空は変わらぬ鉛なまり色いろだったが、それでもしばらく眠ねむっていたクラウスには明るかった。

　眩まぶしげな目が上空を行き過ぎる黒い影かげを見た。

「あれは……ニーズホッグか」

　鐘かねの音は聞こえない。しかし、ニーズホッグの一部は世界樹の根を離はなれて、死の国ヘルヘイムの空を飛んでいる。

「テュールが死んで、奴らを縛しばりつけていた仕組みが崩くずれたわけだ」

　クラウスの横で空を見上げて、マナは言った。

「もう鐘を鳴らす者はいない。だから、ニーズホッグは世界樹の根を齧かじるものと、それ以外に分かれ始めたようだ」

　クラウスは遠く、荒こう野やを一列になって歩く一団に気づいた。

「あれは……死者か？」

「死者の女王も、王であった神も、番人だった魔狼も不在。死者がここから出ていくことを妨さまたげるものはいなくなった。肉を持った死者の中には死んだままで生者の世界に戻もどろうという奴も出始めている」

　リンデが小さく息を漏もらした。

　死の国を出ようと歩む一団へ、空を舞まっていたニーズホッグたちが突とつ如じよ襲おそいかかる。

「当然、定期的に死者を喰くらえなくなったニーズホッグは勝手気ままに死者を襲っている」

　抗あらがおうとしながらも、喰らわれていく死者たちを遠目に見ながら、マナは言った。

　目を凝こらせば、はるか彼方かなたではクラウスたちが訪おとずれたのとは別の街が燃えているのも見えた。

　眉を下げた不安げな面おも持もちで、リンデはクラウスを見上げる。

「世界を壊こわすことだと、あいつは言ってた」

　死の間ま際ぎわのテュールの言葉を思い出す。世界を統すべる神を殺すということは、その支配から全すべてを解き放つことでもある。その一いつ端たんは既すでに現れていた。

「だけど、俺は神々奴らを殺す。お姉ちゃんを殺すというなら、俺が先に奴らを殺すまでだ」

　クラウスの声は重い。

「奴らがいなければ存在できない世界というなら、それはそれで異常なんだ。神ラ々グのナ黄ロ昏クの前は、奴らの支配はこの死の国には及およんでいなかったはずなんだから」

　クラウスは頭を垂れて、リンデに顔を向ける。

「お姉ちゃん。ゴメン。父さんや母さんを、この死の国で探す余よ裕ゆうはない」

　彼は眉まゆを下げて言った。

「神々が再び来る。その前に、俺は手を講じないといけない。だから、ここに留とどまることは……」

　リンデはマナに肩を貸してもらいながら歩くクラウスの横に並んだ。

　彼女の手は優しくクラウスの背を叩たたく。

「ありがとう」

　微笑ほほえんだクラウスはマナのほうを見た。

「そのために、これからもお前を利用する」

「面と向かってよく言う。だが、アタシも……」

「おい、待て」

　マナの言葉を、クラウスは押し止とどめた。

　彼女はビクリと身を震ふるわせると、露ろ骨こつに目を逸らす。

　クラウスの目が魔狼の身体を足の先から頭までマジマジと見る。

「……お前、なんか光が消えてないか。封ふう印いんを解除した時のあの青白い感じの……」

「い、いつも光っていたら、ほら、まぶしいだろ」

「……いや、そもそもが、あの時の威い圧あつ感かんがない。また力が封ふうじられてないか」

「それはその……。テュールとの戦いが終わって、戦乙女どもを追い払ったあたりで、だな……」

　マナが言葉に詰まる。

「なんだって？　お姉ちゃん。十五分ぐらいで切れた？」

「だからなんで、言葉なしで正確な時間まで意思疎通できてるんだ!?」

　マナの声にリンデが怯おびえた様子を見せる。

「おい、マナ。お姉ちゃんを脅おどすな。そんなことしてる間にこっちを見ろ」

「うるさいな！　脅してないし、アタシが知るか！」

　マナが声を荒あらげる。

「貴様の腕うで程度ではこんなものだったということだろ！　わざわざ貴様のみを生いけ贄にえにするという契約まで交かわしてこのざまだ！　口ばかりで役に立たない人間め！」

「神々の封印相手に、人間がよくやったと言えないのか？」

「黙だまれ！　腕だけとか、ケチるから、こんなことになるんだ！　命をよこせ、命を！」

「男の味を知ったばかりでよく言う」

「……っ!?　いきなり何を口走るんだ!?」

「いや、肉という意味でなんだが。『これが人の味……』とか口走ってただろ。お前、なんで真っ赤なんだ」

「し、知ってるに決まってるだろ!?　人の味ぐらい。アタシは魔狼だぞ！」

「それはそれで噓うそとして。今、どこに照れるところが……っ!?　お前、まさか……」

「う、うるさい……」

　赤い顔のまま、マナはうつむいた。

　そのあまりにも初うい々ういしい反応に、クラウスは戸と惑まどいを隠かくせない。

「そ、そういうことなのか？　そういうことなのか？　いや、だって、狼おおかみって盛るとその辺で……。あと、お前、すごい歳なんだろ？」

「その辺とか、歳とか言うな！　アタシは……！　これでも……乙女おとめだ。あの頃ころ、そういうのには興味なかったし……」

　マナの声が消え入る。

　むしろ、クラウスの方が自分の頰ほおが熱くなるのを感じ始めていた。

「えっと……まあ、喩たとえが悪かったな。これは本当にすま……あ痛っ!?　お姉ちゃん、痛い！」

　リンデが顔を真っ赤に、頰を膨ふくらませて、クラウスの足を踏ふんでいた。特に小指のあたりをねちっこく踏みつける。

「お、お姉ちゃん、それはほんと痛……！　悪かったよ！　女の子に品のないことを言った俺が悪かった！　マナが本当に男を知らないなんて……」

「うるさい！　余裕があるなら、貴様はもう自力で歩け！　アタシはもう知らん！」

　マナは肩を怒いからせ、クラウスを突つき放した。

「もういい！　どちらにしても、アタシは貴様を喰らい尽つくす！　覚かく悟ごしておけよ！」

　腕を組み、怒ど鳴なる。だが、マナの目はほんの少しだが潤うるんでいた。

「それなんだけど……。困ったな」

　クラウスは残っている左手で頰を搔かく。

「何がだ？」

「お前は気づかないのか」

「だからなんだ！　もったいぶるな！」

　クラウスが肩をすくめると、マナはますます眉を吊つり上げる。

「俺たちは神を殺した。これで俺たちはこれからも神と戦うことになりかねない」

「奴やつらが剣けんを向けるなら、アタシが全てを喰い殺してやる」

「獰どう猛もうで何よりだ。ところで、俺が知る限り、テュールに匹ひつ敵てきする有力な神は六柱はいる。これ、最低の数な」

「六柱？　たったそれだけか。アタシの牙きばにかかれば二秒だな」

「頭は悪そうだけど、いい心意気だ。六柱の神。まずは神々の長おさ、全てを知る者、隻せき眼がんの王オーディン。次に最強の雷らい神じんトール。不敗の魔ま剣けんを持つ豊ほう穣じよう神フレイと、その姉フレイヤ。輝ける神バルドルと、神界アースガルズの番人ヘイムダル。まあ、実際のところ、他ほかにもいる。お前のほうが詳くわしいかもしれないが」

　クラウスはそれらを指折り数える。

「そして、俺は腕を犠ぎ牲せいにすることで、お前の力をほんの十五分ぐらい解放して、幻げん術じゆつを尽くした上で、ようやくテュールを殺した。そういうことだな」

「貴様如ごとき人間にしてはよくやったな。最後の奇き襲しゆう、姑こ息そくだが、常人には腕を失ってなおできることじゃない」

　マナは鼻を鳴らした。

「確かく認にんするけど、お前、俺が腕を与あたえたとしても、十五分しか本気出せないんだよな」

「人の身から解放されれば、その時こそ、本当の魔ま狼ろうの力を見せることができるがな」

「そんな仮定はいいんだ。できなかったし。とりあえず、現状では、その姿で最強の力を発揮するのは、俺の身体を喰った時だろ？」

「ふん。そのとおりだ。人間。貴様がその肉体を捧ささげれば、アタシが神を殺してやろう。ちょっとだ。ちょっとでいい」

　そう言ったマナの頰がわずかに緩ゆるんだ。

「まあ……貴様の味は……。あの時の感覚、悪くはなかったしな」

　ポツリと言うと、マナは恥はずかしげに顔を伏ふせる。

「味とかはいいんだ。マナ。お前は知らないかもしれないが、人間は腕ひとつもげると、死にそうになるんだ」

　明らかに体調が悪い顔でクラウスは言った。

「脆ぜい弱じやく極きわまりないな。その程度でよく神と刃やいばを交わそうなどと思ったものだ」

「あらかじめ止血をしておいて、痛み止めも、傷の悪化を防ぐための薬も用意した上で、一週間昏こん倒とうして、このざまだよ。……いや、お姉ちゃんに心配をかける気はないんだ」

　クラウスは不安げなリンデの頭を撫なでた。

「それでだ。体の一部を失って生き残ったとして。俺には腕があと一本、脚あしが二本。最終的に頭や、心臓を捧げたとしても、あと四回しか、お前の封印を解放することはできないわけだな。そもそも頭とか心臓の時点で死ぬが」

「頭……いや、心臓……どんな味が……」

　マナはゴクリと唾つばを飲む。

「目的を果たせるなら、俺の命はまあ、どっちでもいい」

　クラウスは吐と息いきした。

「マナ。お前は計算とか苦手かもしれないけど、残る神は最低でも六柱。今回と同じように戦って、勝てるとしても、俺が使える身体からだはあと四カ所なんだ」

「それのどこに問題が……あ」

「あ……じゃない。伝説の魔狼」

　クラウスは肩かたをすくめて、リンデの手を引くと、とぼとぼと歩き出す。

「お、おい！　人間！」

　マナがそのあとを追う。

「そもそも、今回みたいに毎回、一対一に持ち込めるとは限らないしな。テュールは戦神だから、あれより強い神がいるとも限らないけど」

「とんだ誤算だ。人間がここまで脆もろいとは……。いっそ、貴様を殺して契けい約やくを……」

「物ぶつ騒そうなことを言うな。俺はまだ死ぬわけにはいかないから、別の手を考えた。まずはお前の封印を、真の意味で解くことができる手段を探そう」

「そんなことが人間にできるわけがないだろ」

「だから、人間には頼たよらない。神々でも成しえない、魔ま法ほうの道具を作る者たちを、俺は知っている」

「黒妖精ドヴエルグか」

「そう。呪アわンれドしヴ黄ア金リを作り、神々をも翻ほん弄ろうすることがある黒い妖精たち。ドヴェルグ。あるいはデックアールヴ。その力はテュールが振ふるった魔剣と義手で理解できるはずだ」

　クラウスは担かついだ荷物を揺ゆらす。一ひと際きわ大きな荷物が増えていた。

「テュールの義手を回収しておいてくれたことには礼を言う。俺は俺で失なくした腕の代わりが欲しいし、これを利用させてもらおう」

「だが、アテはあるのか？」

「幸いな。そいつを頼りにすれば地下世界、黒スヴ妖アルト精アルフ界ヘイムに行くこともできるはずだ」

　言いつつ、クラウスは腰こしに提さげたままの折れた刀を見下ろす。

「とはいえ……あいつから買った神の鎧よろいを斬きれるはずの刀はボッキリいったんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶなのか、そいつは……」

「いないよりはマシ……か」

　そう言うと、クラウスは歩き出そうとしてもう一度、鉛なまり色いろの空と世界樹の枝を仰あおいだ。死の国の空に、世界樹の根元に、ニーズホッグが死体にたかる蝿はえのように群れている。

「神を殺せば世界は壊こわれると、テュールは言った」

「だけど」と呟つぶやき、クラウスは荒こう野やに佇たたずむ人ひと影かげに目をやった。

　さっきまでいなかったはずの少女がいつの間にかそこにいた。白と黒に分かれた髪かみの色と、左右で束ねた髪、暗い眼まな差ざし。

　モーズグズだ。

「それは変化だとも言える。この死の国にも新たな王が現れるのかもしれない」

「何のことでしょうね。わたしにはさっぱりですよ。ひぇひぇ」

　モーズグズが暗く笑う。

「……やっぱり、それが素すか？」

「いいえ。作っています」

　モーズグズは悪びれることなく答えた。

「行くのでしょう？　見送りますよ。死の国の秩ちつ序じよを乱す暴君を討うった英えい雄ゆうを見送る者がいてもいいでしょう？」

「それはどうも」

　クラウスは左の手を軽く振ると、もう彼女を振り向くことなく荒野へと歩き出す。

　そのあとにマナが面めん倒どうそうに続く。

　新たな地を目指し、死の国の荒野を行く二人の人間と一頭の魔狼に、乾かわいて澱よどんだ風が吹ふきつけた。




　法と戦の神テュール殺害。

　それが後に神話殺しの虚幻騎士と呼ばれるクラウスの最初の戦いだった。
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　　　　◆　◆　◆




　広間に一人の老人が座していた。

　壁かべが黄金で覆おおわれたその部屋は輝かがやきに満ちている。しかし、高座に腰こしを下ろす老人の目は昏くらく、その光は映ってはいないようにも見えた。

　老人は隻せき眼がんだった。彼は座しながらどこか遠くをじっと見つめている。

　屋や敷しきの内外から武具がぶつかり合い、争い合う音が聞こえてくるが、いつものことだとでも言うように、老人は興味を示しもしない。

　どこからか羽音が聞こえ、一羽の鴉からすが老人の肩かたへと舞まい降りた。老人の足元にうずくまった二頭の狼おおかみが頭をもたげ、低く唸うなる。

「テュールの死か……」

　老人は低い声で呟つぶやいた。

　その老人、神々の主、オーディンが顔を上げる。

　窓の外で雷らい鳴めいが輝き、落雷が轟ごう音おんを響ひびかせた。

　オーディンと獣けものたち以外誰だれもいなかったはずの広間に、唐とう突とつに巨きよ大だいな影かげが落ちる。

　そこに立つのは巨きよ人じんと見まごうばかりの大男だった。

　使い込まれていることが一目でわかる鎧よろいで固めたその身には、いくつもの傷が刻まれていた。新しい傷口から滴したたり落ちる血が広間を汚よごすが、オーディンも、巨きよ軀くの男も気に留めない。

　いかめしい顔つきの男は笑えみもなく、オーディンを見下ろしていた。

「来たかね。トール。神界最強の雷らい神じん。わざわざ巨人の国からすまんね」

「月を喰らいし魔ま狼ろうがテュールを殺したんだってな。親父おやじ殿どの」

　その男、トールは言った。

「ああ。本当だとも。災さい厄やくの魔狼。そして、我らの運命を捻ねじ曲げる者だ」

　オーディンの言葉にトールは大きな身体からだを丸め、腹を抱かかえて笑った。

「冗じよう談だんがうまくなったのか、親父殿。捻じ曲げたのは、奴やつらじゃない。俺たちだ。よくぬかす」

「そうかね」

　肩に留まった鴉を撫なで、オーディンは自分よりもはるかに大きな雷神を見上げた。

「なら、お前は滅ほろびを座して受け入れるのか？　この世界が壊こわれるのを見ているだけかね？　わしはそれを防ぐためならば、何者をも裏切り、約定を踏ふみ躙にじり、どのような呪のろいをも受け入れるよ」

「だから、テュールを殺したそいつらを始末するために、俺を呼び出した」

　トールの言葉にオーディンが頷うなずく。

　雷神の喉のどから笑いがこぼれた。

「なるほど。そいつは戦い甲が斐いがある相手だ。霜の巨人ヨトウンどもよりも、燃もえ尽つきた炎の国ムスペルヘイムの炎の巨人ムスツペルどもよりも。あるいは世界を取り巻いたあの蛇へびを超こえてくれるか？　俺が死ぬべき相手になってくれるのか？　神界最強の雷神は魔狼との殺し合いを望むぜ。血で血を洗い、骨までをも砕くだき合う戦いくさを」

「だがな」と、トールは続けた。

　その双そう眸ぼうが稲いな妻ずまにも似た輝きを放ち、彼の周囲にバチバチと黄金の雷らい光こうが散る。傷口からまた血が流れ落ちた。

「……こうは考えなかったのか？　全てを知る者がよ」

　トールが踏む床ゆかが罅ひび割れ、大気がどよめき、黄金の雷光が弾はじけ回る。

　しかし、オーディンは動じることなく、雷神の眼差しを見返した。

「ここに呼べば、俺がてめえを殺すんじゃないかってな！　俺を裏切り、戦士の誇ほこりを奪うばったてめえを、この俺が許すわけがねえだろうが!!」

　走る雷光がオーディンのすぐ間近の床を抉えぐる。

　狼たちが悲鳴を上げて高座の陰かげに隠かくれ、フギンとムギンの大鴉が飛び立つ。

　トールの手にひとつの戦せん槌ついが握にぎりしめられていた。

　[image: 迸]ほとばしった稲妻が渦うずを巻くように戦槌へと集つどう。収束していく雷光は広間の黄金すら凌りよう駕がする眩まばゆい輝きを放つ。

　彼が握るのは神界最強と謳うたわれる呪われし黄金のひとつ、巨人殺しの《雷らい槌ついミョルニル》。

「まずはてめえが死ねよ、オーディン!!」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよもなく、トールが雷槌を振ふり下ろす。

　直後、天地を引き裂さく轟音と共に、オーディンの居城である戦ヴ士アのル宮ハ殿ラから稲妻が空へと立ち上った。その輝きが神界と人界ミズガルズの大地を染め上げる。







　あとがき







　スニーカー文庫では初めまして。八や薙なぎ玉たま造ぞうといいます。

『神話殺しの虚幻騎士フエイク・マスター』手に取っていただき、ありがとうございます。

　北ほく欧おう神話をベースとした世界観で、噓うそと手品ぐらいしか特技のない人間クラウス＆伝説の魔ま狼ろうマナのタッグと、強大な神々との熾し烈れつな戦いのお話……となっているはずです。

　ただし、北欧神話はあくまでベースにしているだけで、クラウスのつく噓程度に噓がちりばめられているので、ご注意ください。今回も「そいつ、犬じゃなかったっけ!?」とか、「そことそこって血けつ縁えん関係だったっけ!?」とか、諸もろ々もろ。信じてはいけない……！

　僕と北欧神話の出会いは、もう二十年以上前、小学生の頃ころに遡さかのぼります。当時、ファイナルファンタジーⅢを遊んでいた僕は、そこで召しよう喚かん獣じゆうのオーディンに出くわしました。ＦＦのオーディンと言えば全体即そく死し攻こう撃げきの「ざんてつけん」。幼い僕の中では、オーディンが、斬ざん鉄てつ剣けんを振ふり回して敵を皆みな殺ごろしにするすごい奴やつとして強く印象づけられました。

　それから数年後。何かのきっかけで、オーディンが北欧神話の主神であることを知ったわけなのですが……斬鉄剣関係ねえっ!?　むしろ、武器、槍やりじゃないか!?　という事実に愕がく然ぜんとしました。というか、オーディンに斬鉄剣持たせるって、ちょっと天才なんじゃないかと思います。斬鉄剣、五ェ門ですやん。何故なぜ、その足し算に至ってしまったのか……。

　ともかく、そんな事実に衝しよう撃げきを受けた過去もあり、おもしろかったら、噓ついちゃってもいいんだ！　という虚きよ幻げん精神で書きましたこのお話。楽しんでいただければ幸いです。

　さておき。出版にあたり、多くの方のお世話になりました。

　イラストを担当していただいた、有あり坂さかあこさん。かっこよくて、カワイイ、イラストをお忙いそがしい中、本当にありがとうございました！

　前担当の上うえ野のさん、担当の宮みや川かわさん、的確なアドバイスありがとうございました。お二人なしではこのお話をこの形にすることはできませんでした。

　それから、出版に関かかわっていただいた全すべての皆みな様さま、手にしていただいた読者の皆様、本当にありがとうございます！

　それでは、近く、またお会いできることを祈いのりつつ、失礼します。





風邪かぜが治りつつあるが油断大敵な気がしてる日の　八薙玉造　　
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